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キヤノン關の賴い ±1 ずちりがとうございまず。 

EOS D 6 日は、優れた機動性を備えた高性能デジタル AF —眼レフカメラです。本機は、有効 
画素数約63日万•高精細 CMOS センサー搭載、全 EF レンズ群対応、いつでもすぐに撮影で 
さる画期的な機動性、全自動撮影から高度な応用撮影にまで最適対応する豊富な撮影機能な 
ど、さまざまな特長を備えています。 

なお、記録媒体には、コンパクトフラッシュカード （ CF カード Type UI ) を使用します。 

ご使用になる前に、カメラを手にとりなびら、この使用説明書をお読みになって理解を深め、 
操作に慣れた上で正しくお使いください。 

* CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 


巧書電波自主規制について 

このカメラ（本機）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準にもとづくク 
ラス B 情報技術装置です。このカメラ（本機）は、家庭環境で使用することを目的としていま 
すび、このカメラ（本機）をラジオやテレビジョン受信機に近接して使用すると、受信障害を 
引さ起こすことびあります。使用説明書（本書）に従って正しい取り扱いをしてください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをし、画像び正常に記録されていることを確認してください。 

万一、カメラ（本機）や記録媒体 （ CF カード）の不具合により撮影画像の記録やコンピュータ 
一への読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 


著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利者のいる被写体の画像は、個人として楽しむなどのほ 
かは、著作権法上、権利者に無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示会などのラち 
には、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限している場合びありますのでご 
を意 < ださい。 

Canon および E 日 S は、キヤノン株式会社の商標です。 

Adobe 、 および Photoshop は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社) 
の商標です。 

CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

IBM PC / AT シ U — ズ、および Micro か ive は、米国 International Business Machines 
社の商標または登録商標です。 

Macintosh は、米国および他の国で登録された米国アップルコンピュータ社の商標です。 
DCP は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、現在、商標登録出願中です。 

DCF □ゴマークは、（社)電子情報技術産業協会の 「 Desi 呂 n rule for Camera File System 」 
の規格を表す団体商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

* DCF は、主としてデジタルカメラの画像ファイルを関連機器間で簡便に利用し合うことを目的として 
制定された（社）電子情報技術産業協会 （ JEITA ) の規格の 「Design rule for Camera 円 le System 」 の 
略称です。 
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同お品の確認 

初めてご使用になる前に、下のものび全てそろっているか確認してください。万一、足り 
ないちのびあるとさは、お買い巧めの販売店にご連絡ください。 


□ EOS D60/ カメラ本体（ボディキャップ付を、曰付/時計機能用 IJ チウム電池内蔵) 

□アイカップ Eb 

□バッテリーパック BP-51 1 

□ コンパクトパワーアダプター CA-PS400 

□ DC カプラー DR-400 

□ インターフェースケーブル IFC- 200 PCU 
□ ビデオケーブル VC-100 

□ ネックストラップ EW-100DB (アイピースカバー付き） 


デジタルソ U ユーシ ョンディスク 

□ EOS Digital Solution Disk 

アドビ フオトショップエルイーディスク 

□ Adobe Photoshop LE Disk 


□ EOS D60 使用説明書 （本書） 

□ EOS D 目 0 ソフトウェア使用説明書 

ソフトウェアのインス!-ールち法や 、 EOS D 6 日で撮影した画像のコンピューターへの取 
り込み、 RAW 画像の現像処理-画像処理のち法について説明しています。 

□バッテリーパック BP-51 1 使用説明書 


□ お客様ご相談窓□一覧 
□ 保証書 

□ クイックオペレーションガイド 

□ EOS D60 Accessories 

EOS D 6 日の主要アクセヴ U - を紹介しています。 


《撮影画像を記録する CF カードは同捆されていませんので、別途ご購入ください。 

なお、 CF カードはキヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 

※マイク□ドライブは、八ードディスクを使用した記録媒体であり、大容量な上に、 ] M 巨 
あたりの単価び安いという利点びあります。しかし、フラッシュメモ U —を搭載した CF 力 
ードに比べると振動や衝撃に弱いので、マイク□ドライブをお使いになるとき、特に記録 
や再生中は、カメラに振動や衝撃を加えないよう、十分にごを意ください。 


このデジタルカメラは 、 Exit 2.2 媛称 「Exif Print 」） に対応しています 。 Exif Print は、デ 
ジタルカメラとプ U ンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 対応のプ U ンターと連携す 
ることで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化して、よりされいなプ U ント出力結 
果を得ることびでさます。 


はじめに 


3 









3 撮影目的に合わせた応用撮影.. .43 


[ MD 記録画素/圧縮率の選択 . 44 

EI 丑のに 日感度について . 45 

[ MD 現像ノ くラメーターを設定する . 46 

AFAF モードの選択 . 48 

止まっている被写体を撮るとさは 

ONE SHOT AF. 49 

動いている被写体を撮るとさは 

AI SERVO AF. 50 

AI FOCUS AF について . 50 

囚 AF フレームの 選択 . 51 

AF フレームから外れた被写体に 

ピントを合わせる . 己2 

AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ） . 己 3 

面 Q 手動でピントを合わせる 

(マニュアルフォーカス） . 己3 

INFO . カメラの設定内容を確認する . 己 4 

厘] 測光モードの選択 . 己日 

測光モードの種類 . 56 

ドライブモードの選択 . 己 7 

WB ホワイトバランスの選択 . 己 8 

ホワイトバランスの種類 . 己 9 

IMD マニュアルホワイトバランスの設定 ...... 60 

表示パネル照明 . 61 

P プ□グラム AE で撮る . 62 

Tv シャッター速度をまめて撮る . 64 

Av 絞りを決めて撮る . 66 

被写界深度を確認する . 67 

M 自分で露出をミ夫めて撮る . 68 

A - DEP 近くから遠くまでピントび合った 

画像を撮る . 70 

自分の好みに露出を補正する . 71 

EI 丑の 露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影.. .72 

AEB 撮影の解除 . 72 

* 露出を固定して撮る/ AED ックで撮る ...... 74 

& セルフタイマー撮影 . 75 

アイ ピースカバーを 使う . 76 

長時間露光（バルブ）撮影 . 77 

三ラーアップ撮影 . 78 


同捆品の確認 . 

取り扱い上のごミち意 . 

すぐ撮影したいかたのために . 

各部の名称 . 

本書の操作説明上のお断り . 

1撮影前の準備と基本操作 ..... 

バッテ U —パックを充電する . 

バッテ U —パックを入れる . 

バッテ U —パックの入れ方 . 

バッテ U —チェックについて . 

取り出し方 . 

家庭用電源を使用する . 

レンズを取り付ける-取り外す . 

レンズの取り付け方 . 

レンズの取り外し方 . 

CF カード（別売）を入れる . 

操作の基本 . 

メインスイッチ . 

シャッターボタン . 

電子ダイヤルによる機能の選択と設定 

液晶モニターについて . 

メニュー機能の操作と設定 . 

鮮明なファインダーに調整する . 

カメラの構え方 . 



□全自動で 撮る . 

内蔵スト□ボの自動発光について., 

AF 補助光に ついて . 

撮影画像を見る . 

田撮影後の画像確認 . 

rom 撮影画像の確認 . 

ra 撮影画像確認時間 . 

面 撮影画像を消去する （1 コマ消去) 

み ポートレートで撮る . 

風景で撮る . 

必 ク□ーズアップで撮る . 

スポーツで 撮る . 


はじめに 
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取り扱い上の ご注意 

カメラについて 

(1) カメラは精密機器です。落としたりショックを与えたりしないでください。 

(2) このカメラは防水構造になっていませんので、雨天下や水中では使用でさません。万一 
水に濡れてしまったときは、早めに最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談くださ 
し、。また、水滴びつし"'たとさは乾いたされし"'な巧で、潮風にあたったとさは固くしぼっ 
たきれいな布でよくふきとってください。 

(3) カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気を発生させる装置の近くに、絶対に置かない 
でください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用したり、放置し 
たりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録した画像データび 
破壊されることびあります。 

(4) 直射日光下の車の中などは予想！;(上に高温になります。カメラの故障の原因となること 
びありますので、このような場所にカメラを放置しないでください。 

(已）カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでください。 

(6) レンズ、ファインダー、ミラー、フオーカシングスク U —ンなどにゴミびついていると 
さは、市販のブ□アーブラシで吹き飛ばすだけにしてください。カメラボディおよびレ 
ンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどでふかないでください。特に巧れびひどいときは、 
最寄りのキヤノンサービスセンターにご相談ください。 

(7) カメラの電子接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびあります。腐食 
び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

(8) カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露（水滴） 
び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところに移すときは結 
露の発生をふせぐために、カメラをビニール袋に入れ、周囲の温度になじませてから、 
袋から取り出してください。 

(9) 結露び発生したときは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならないでくだ 
さし、 CF カード、バッテ U —をカメラから取り外し、水滴び消えるまで待ってから、力 
メラをお使いください。 

りのカメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U —を取り外し、風通しびよく、 
涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でを、とさどさシャッターを切る 
ようにして作動することを確認してください。 

(11) カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび-腐食などの原因 
になるため避けてください。 

(12) 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間使用し 
なかった後や海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りのキヤノンヴービ 
スセンター、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 

表示パネルと液晶モニターについて 

(1) 液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られています。使用中に黒、ホ、緑のわ 
ずかな点び現われ、消えないことびありますび、これは有効画素99.98%の範囲内で、 
故障ではありません。また、記録される画像には影響ありません。 
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取り扱い上のごを意 


に）強く巧さえたり、衝撃を与えないでください。画面にムラび出たり、故障の原因になり 
ます。 

(3) 巧れたときは、市販のブ□ワーブラシで吹き仏ったり、傷び付かないよう、やわらかい 
布で軽くふいてください。特に巧れびひどいとさは、最寄りのキヤノンサービスセンタ 
一にご相談ください。 

(4) 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅くなったり、高温下で表示び黒くなったりす 
ることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

曰付/時計機能用リチウム電池について 

(1) U チウム電池はお子様の手の届かないところに置いてください。誤って飲み込むと大変 
危険です。万一お子様び飲み込んだ場合、化学物質による被害を受ける危険性びありま 
す。ただちに医師に相談してください。 

に）金属製のピンセットなどでつかまないでください。ショートするおそれびあり危険です。 

(3) 分解や加熱をしないでください。破裂する危険びあります。 

CF カードについて 

(1) CF カードは精密にできています。落としたり振動を与えたりしないようにしてください。 
CF カードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

に）テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたものや静電気の発生しやすい所で保管、 
使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消えてしまうことびあ 
ります。 

(3) 直射日光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。 CF カードび変形し 
て使用でさなくなります。 

(4) CF 力ードに液体をこぼさないでください。 

(己）大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してください。 

(6) 指定外の CF カードを使用すると、画像の記録•再生びでさないものびあります。このよ 
うな場合は、指定の CF カードをご使用ください。 

(7) 曲げたり、強い力や衝撃を加えないでください。 

(8) 温度の高い所、ほこりや湿気の多い所、静電気や電磁波び発生している所に保管しない 
で < ださい。 

レンズの接点について 接点 

レンズを外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないように、 

取り付け面を上にして置き、ダストキャップを取り付けてく 

ださい。 



はじめに 
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ずぐ撮影したいかたのために 

( 一 **) の ** 部は参照ぺージを示しています。 



イ バッテリーパックを充電する 

1 アダプターに 電源 コードを 接続し、 
I バッテ IJ 一を 取り付けます。充電 
ランプび点滅から点灯に変わった 
ら、充電完了です。充電時間は約 
9日分です。（一 18) 



5 CF カー ドス□ットカバーを開 
ける 

カバーを矢印ち向にずらしてか 
ら、開さます。（一 24) 



2 バッテリーパックを入れる 

バッテ U —室ふたを開けて、充電 
済みのバッテ U —を□ック位置ま 
でしつかりと入れます。 

「カチッ」と音びするまでふたを 
閉じます。 (-20) 



6 CF カード（別売）を入れる 

CF カードを入れ、カバーを閉じ 
ます。（一 24) 

参キ ヤノン製 CF カードのご使用 
をおすすめします。 
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ピントを合わせる 

写したいもの（被写体）に AF フ 
レームを 合わせ、軽く シャッ タ 
ーボタンを巧して、ピントを合 
わせます。 (-25) 

♦ ピントび合った AF フレームび 
一瞬ホく光ります。 

♦暗い ときや日中逆光時には、 
内蔵スト□ボび自動的に上び 
ります。（一8日） 
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撮影する 

さらにシャッターボタンを 
巧して撮影します。（一2己） 
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すぐ撮影したし ) かたのために 
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レンズを取り付ける 

レンズとカメラのホいレンズ取り 
付け指標を合わせ、レンズを矢印 
のち向に「カチッ」と音びするま 
で回します。（一 23) 
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レンズのフオーカスモードス 
イッチを AF にする 

(一 23) 



電源を入れる 

メインスイッチを 〈 ON 〉 にしま 
す。 (-25) 
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モードダイヤルを〈□〉（全 
自動）にする 

(一 32) 




撮影した画像を確認する 

撮影した画像び約2秒間表示 
されます。（一 34) 


今までに撮影した画像を確認 
したい場合は、「撮影画像を見 
る」卜 34) 「撮影した画像を 
見る」 (-92) を参照してく 
ださい。 

撮影した画像を消去したい場 
合は、「撮影画像を消去する 
(1 コマ消去）」 (-37) を参 
照してください。 


はじめに 
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各部の名茄 


〈 DRIVE 〉 ドライブモード 
選択ボタン（一己 7) 

<^>測光モード選択/スト□ボ 
調光補正ボタン（一日5、8日） 
表示パネル（一 12) 


。くが〉 AF モード選択/ホワイト 
バランス選択ボタン (-48 s 58) 
レンズ取り付け指標 (-23) 
内蔵スト□ボ（一 80) 


グリップ 



DC カプラーコード 
通し部（一 22) 

赤目緩和/セルフタイマーランプ 
(一83、7己） 

AF 補助光投光部 (-33) 

ミラート78、111) 


VIDEO OUT (ビデオ出力）端テ - 
(-106) 


U モコン端子 


( 一 **) の ** 部は参照ページを示しています。 
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各部の名称 


アイカップ (-76) 
ファインダー接眼部 

メインスイッチ 
(一 25) 

〈 MENU 〉 メニューボタン ー1 
(一 28) 

〈 INFO .〉 インフォ ボタンー 5 
(一己4、 94) 


〈 JUMP 〉 ジャンプ 
ボタン（一 93) 

<HA> インデッ 
クス/拡大ボタン 
(一92、 93) 


視度調整つまみ（一 30) 
サブ電子ダイヤルスイッチ（一 27) 

<*> AE □ック / FE □ック 
ボタン（一74、 84) 

くに3〉 AF フレーム 
選択ボタン (-51) 

アクセスランプ 
(一 24) 

ストラツゾ 
取り付け部 
(一 17) 



〈因〉再生ボタン 
(一34、 92) 

液晶 モニター（一 27) 

< i > 消去ボタン（一37、 98) 

兰脚ねじ穴 

日付/時計機能用電池室ふた(-109) 

<@>設定ボタン (-28) 

<〇> サブ電子ダイヤル（一 27) 


パッテ U —室ふた 
開放レバー（一 20) 
バッテリー室ふた（一 20) I 


CF 力ードス□ツト 
カバー内 


CF カードス□ッ 
(Type I ， II 準拠） 
(一 24) 


CF カードイジェクトボタン 
(一 24) 



はじめに 
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各部の名称 


表示パネル 


シャツター速度「し;日日日〜3日 •' 、卜り_,し b 」 

データ処理中「卜…た;」 

曰付/時計機能用電池警告「[ b [」 

ク U —ニング警告「只！：」 

現像パラメーター 「P 只 
IS 日感度「;ロロ 

CF 未装墳警告「 no び」 

CF フル警告 [fuii び」 

CF エラー警告「ら - r び」 

測距点「〇 〇 〇」 

エラーコード「 f 广 r 日：〜％」 

クリーニング「[け円 n」 

記録画素/圧縮率 
L 4 Large/Fine 
LM Large/Normal 
ud Middle / 円 ne 
m Middle/Normal 
Sd Small/Fine 
SM Small/Normal 
ISI RAW 

ホワイトバランス 
皿0才ート 
米太陽光 
A くもり 
冰 電球 
B 堂光な 
タスト□ボ 
Ad マニュアル 


百面カスタム機能 
■») 電子音 

バッテ U —チエック 
<§>ホ目絵和 
@スト□ボ調光補正 


絞り数値「日日〜弓 I '」 

ドライブモード 
□ 1コマ撮影 
马1連続撮影 
&セルフタイマー 


撮影可能残りコマ数「弓日弓〜日」 
セルフタイマー作動「の〜！」 
バルブ露光時間「日〜弓弓弓」 

IS 日感度「6日」 


AF モード 
ONE SHOT AF 
Al FOCUS AF 
Al SERVO AF 



露出段数目盛 


露出レベル 
露出補正量 
AE 目レベル 
スト□ボ調光補正量 

CF カード書さ込み経過 

測光モード 
图評価測光 
回部分測光 
H ] 中央部重点平均測光 

%AEB 

皿3 手動 フオー カス 


上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


ファインター内表示 


ニュー レーヴー マツ トスク U - ン 



乂も H 阻日日日日 


2i1iVi1i2+rol| 

"mmi が , 


AE □ック / FE □ック - 
AEB 撮影中 


スト□ボ充電完了 - 

FE □ック連動範囲外警告 


八イスピードシンク □ ( FP 発光） 一 


スト□ボ調光補正 - 


シヤ ツター速度「•イ日ロロ〜3日 I ' 、 bwL b 」 一 

FE □ツク 「 FR 」 

データ処理中「と…た:」 


絞り数値「日日〜弓：」- 


AF フレーム 
(ス ー パ ーイ ンポ ーズ 表示) 

部分測光範囲 


- 合焦 マーク 

- 連続撮影時の最大撮影可能 
コマ数「日〜日」 

撮影可能残りコマ数 
「旧]〜に]」 

•露出レベル 
露出補正量 
AEB レべ J レ 
スト□ボ調光補正量 
赤目緩和ランプ点灯 

I CF フル警告 「FuU [り 
CF エラー警告「 Err び」 
CF 未装慎警告「1-10む^」 


はじめに 


上の図はすべてを表示したものです。実際には状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モードダイヤルについて 

モードダイヤルは2つの機能ゾーンに分けられています。 



①簡単撮影ゾーン 

♦ 基本操作はシャッターボタンを押す 
だけです。 

□:全自動 （一 32) 

カメラまかせの全自動撮影びでさます。 

イメージゾーン 

被写体別にカメラまかせの全自動撮影び 
でさます。 

み：ポートレートト 38) 

風景（一 39) 

A :ク□ーズアップ (-40) 

ち k :ス ポーツ （一 41) 

因：夜景ポートレート（一 42) 


②クリエイティブな応用撮影ゾーン 

思いどおりのさまざまな撮影びでさま 
す。 

P :プ□グラム AE (一 62) 

Tv :シャッター優先 AE (- ►64) 

Av :絞り優先 AE (一 66) 

M :マニュアル露出（一 68) 

A-DEP :自動深度優先 AE 卜7日） 


( 一 **) の ** 部は参照ページを示しています。 
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各部の名称 


コンパクトパワーアダプター 



DC カプラー 
□R-400 



はじめに 
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本書の操作説明上のお断り 

♦電源び 入っていることを前提に操作ち法を説明しています。各操作をする前に、まず最初 
にメインスイッチを 〈 ON 〉 にしてください。 


♦ 本文中の〈巧^〉はメイン電子ダイヤルを示しています。 


• 本文中の〈〇〉はサブ電子ダイヤルを示しています。 


参 本文中の〈@〉は設定ボタンを示しています。メニュー機 
能、カスタム機能の設定に使用します。 


♦ 本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マークなど、カメラに表 
示されている絵文字を使用しています。「各部の名称」 (-10) を参照してください。 

参 （一**)の**部は参照ぺージを示しています。 

♦ 本書では、 EF 24-8 己 mm F 3 .己-4.己 USM レンズを取り付けた状態で説明しています。 

♦ メニュー機能およびカスタム機能は、初期状態を前提に説明しています。 

参 （な 4) / (©6 ) / (な 16) はボタンから指を離しても、その状態びタイマーによりそ 
れぞれ4砂間/6秒間/16秒間保持されることを示しています。 

参 作例写真は、原則として3己 mm フィルム使用の一眼レフカメラで撮影したちのを使用し 
ています。 


滋 

( 


) 


© 



■ 本文中の似下のマークびついた欄は、それぞれ次のよラな内容になっています。 


( I 撮影に不都合び生じるおそれのある注意事項び書かれています。 

I 5 J :基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれています。 

-：(^；-:カメラ操作上あるいは撮影時のヒントび書かれています。 

aaa それぞれの機能に関するカスタム機能の簡単なガイドび書かれています。 

詳細については『カスタム機能で変更できる内容』 (-118) を参照してく 
ださい。 
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撮影前の準備と 
基本操作 


撮影の前にしておかなければな!5ない準備や設定、シャッターボタ 
ンの働さについて説明します。 



ストラップ（吊りひも）の取り 
付け方 

ストラップの先をストラップ取り付け 
部の下から通し、さらにストラップに 
ついている止め具の内側を通します。 
ストラップを引っ張っても止め具の部 
分でゆるまないことを確認してくださ 
い。 

ストラップにはアイ ピースカバーが 
ついています。（一7目） 

I ク. \\\ y いけ別 


アイ ピースカバー 



























バッテリー/ V ' ックを巧電ずる 

1 電源コードを接続する 

♦ 電源 コードをアダプターに 接続します。 
• プラグを コンセントに 差し込みます。 




1 


カバーを 外す 

• 外したカバーはなくさないように保管して 
<ださい。 

• バッテ U —をカメラから取り外したとさ 
は、ショート防止のため必ずカバーを取り 
付けてください。 



バッテリーパックを取り付ける 

♦ <-> マークにバッテ U —の先端を合わせ、 
押し付けなびら、スライドさせて取り付け 
ます。 

♦ 取り外しは逆の手順で行います。 

♦ 左ちどちらのバッテ U —取り付け部に取り 
付けてち充電でさます。 



4 


巧電する 

岭 バッテ U —を取り付けると自動的に充電び 
始まり、 CHARGE ランプび点滅します。 

蜂 充電び完了すると点好に変わります。 

今 使い切ったバッテリーの巧電に要する時間 
は、バッテリー1本あたり約90分でず。 


バッテリー残量 

CHARGE ランプ 

〇〜己096 

1回/秒 

点滅 

己0~7已％ 

2回/秒 

点滅 

7己％上 

3回/秒 

点滅 

ホ雨たマ 

冗巧兀 J 

点好 


• CHARGE ランプの点滅/点打で、バッテ 
U 一の充電具合や残量を確認することびで 
さます。 

蜂 充電び完了すると CHARGE ランプび点好 
します。続けて約]時間充電を続けると、 
フル充電にすることびでさます。 


•充電び 終わったら、バッテ U —を外し、電 
源 コー ドを コン セン ト から抜いてくださ 


い。 
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パ’ツテゾーノ (ックを充電する 


コンパクトパワーアダプターに付属の DC カプラーを接続しているときは、パ 
ッテリーを巧電ずることびできません。 

バッテ U —パック BP - 已]]じ(外は充電しないでください。 

バッテ U —をカメラに入れたままにしておくと、ご使用にならなくても微少の 
電流び流れて過放電になり、寿命短縮の原因となります。 

ご使用にならないとさは、バッテ U —をカメラから取り出し、ショート防止用 
カバーを取り付けて保管してください。再びご使用になるとさには、必ず充電 
してからご使用ください。 

過放電したバッテ U —を充電すると、 CHARGE ランプび点滅するまでに数十 
分かかる場合びあります。 

バッテ U —を保護し、性能の劣化を防ぐため、24時間上連続して充電しな 
いで <ださい。 

規定の充電をしたにもかかわらず、著しく使用でさる時間び低下したとさは、 
寿命と考えられます。新しいバッテ U —をお求めください。 

バッテ U —は、2個までアダプターに取り付けて充電することびでさます。充 
電は先に取り付けたバッテ U —から行われ、充電び完了すると CHARGE ラン 
プび点灯し、次に取り付けたバッテ U —の充電び開始されます。 

2個のバッテ U —の充電び完了に個の CHARGE ランプび点打）してから、続 
けて約2時間（パ'ッテ U — 1個あたり約]時間）充電を続けると、フル充電にす 
ることびでさます。 

充電時間は、周囲の温度やバッテ U —の充電状態によって異なります。 

バッテ U —の残量びなくなると、表示パネルの〈亡つ〉び点滅します。バッ 
テ U —をカメラから取り出し、充電してください。 

バッテ U —は 日む〜 4 日む の範囲で使用でさますび、性能を十分に発揮させるた 
めには] 日む〜 3 日む の範囲で使用することをおすすめします。スキー場などの 
低温下ではバッテ U —の性能び一時的に低下し、使用時間び短<なる場合びあ 
ります。 


使用後はリサイクルへ 

U チウムイオン電池は、 U サイクル巧能な貴重な資源です。 

U サイクルについては、ご購入販売店にお問い合わせください。 



Li-ion 


1撮影前の準備と基本操作 


19 



バッテリーパックを入れる 

バッテリーパックの入れ方 

充電したバッテ IJ ーパック BP - 己] ] をカメラに入れます。 



ふたを開ける 

レバーを矢印ち向にスライドさせて、ふた 
を開けます。 




バッテリーを入れる 

♦ バッテ U —の向さにを意して入れてくださ 
い。 

♦ □ック位置までしっかりと入れてくださ 
い。 



> ふたを閉じる 

— ♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを押しま 
す。 


Q バッテ U - パック巨 P - 已12は使用できません。 


バッテリーチェックについて 

バッテ U —の残量は、メインスイッチを 〈 ON 〉 にしたとさに (-25) 3段階で表示されます。 



@1] :バッテ U —の容量は十分です。 
Cl ] :残量び少なくなっています。 

C コ：バッテ U —を充電してください。 


0 メニュー画面や撮影画像を再生しているとさにバッテ U —の残量びなくなると、液 
晶モニター上に[電池無し]の警告表示びでます。その際は、バッテ U —を取り出 
して充電してください。 
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バッテリーパックを入れる 


撮影コマ数について 


温度 

撮影条件 

スト□ボ撮影なし 

已日％スト□ボ撮影 

常温 （+2 日む） 

約62 日コマ 

約49 日コマ 

低温（日む） 

約48 日コマ 

約4 日日コマ 


参 撮影コマ数は、当社試験基準によります。 

(フル充電のバッテ U - パック、 EF 日日 mm F 1.4 USM 、 撮影画像の確認[入]、撮影画像 
確認時間に秒]、記録画素/圧縮率 [ Larged ] で撮影•記録） 



參 実際の撮影条件との違いにより、撮影コマ数は表記数値よりも少なくなる場合 
びあります。 

参 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影コマ数は少なくなります。 

• シャッターボタン半押し状態を長く続けたり、 AF のみ行って撮影しないという 
操作を頻繁に行なラと、撮影コマ数び少なくなります。 

参 低温下（日で）での撮影コマ数は、表記数値よりち少なくなる場合びあります。 
参 バッテ U - グ U ップ BG - ED 3 (別売）使用時の撮影〕マ数については、 BG - 
ED 3 の使用説明書を参照してください。 


取り出し方 



ふたを開ける 

♦ レバーを矢印ち向にスライドさせて、ふた 
を開けます。 


2 バッテリーを取り出ず 

参 バッテ U —□ックレバーを矢印ち向にスラ 
イドさせて、□ックを外し、バッテ U —を 


取り出します。 



ふたを閉じる 


• 「カチッ」と音びするまで、ふたを巧しま 
す。 
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パ’ツテゾーパックをスのる 


家庭用電源を使用ずる 

DC カプラーを使ラと、バッテ U —の残量を気にせずに撮影することびできます。 



J DC カプラーを接続する 

I ♦ DC カプラーのプラグをアダプターに接続 
します。 



2 みぞにコードをはめ込む 

•コードを 傷つけないように、ていねいには 
め込んでください。 



DC カプラーを入れる 

♦ふたを 開け（一2日）、 DC カプラー〕ード 
通し部のカノ く一を押し下げます。 

• DC カプラーを入れ、コードを通し部に入 
れます。 

• コードび通し部にしっかりと入っているこ 
とを確認し、カプラーを□ック位置までし 
っかりと入れてください。 

♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを押し、開 
じます。 



4 電源コードを接続ずる 

■ 参 電源コードをアダプターに接続します。 
♦ プラグをコンセントに差し込みます。 


•使い 終わったら、プラグをコンセントから 
抜いてください。 


付属の DC カプラー外は使用しないでください。 

M DC カプラーは、 E 日 SD 3 日、 D 6 日外で使用しないでください。 
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レンズを取 0 付ける 

レンズの取り付け方 




取0かす 



1 


キャップを外す 

♦ レンズのダス h キャップとボディキャップ 
を矢印の方向に回して外します。 

レンズを取り付ける 

♦ レンズとカメラのホいレンズ取り付け指標 
を合わせ、レンズを矢印ち向に「カチッ」 
と音びするまで回します。 




ろ レンズのフオーカスモードスイッチ 
) た <AF> にする 

• < MF > (あるいは 〈 M 〉） になつていると 
オートフオーカスでさません。そのとさは 
表示パネルに〈应百〉び表示されます。 


レンズキャップをず 


レンズの取り外し方 



レンズ□ック解除ボタンを押しなが 
5、レンズを矢印方向に回ず 

参 レンズ取り付け指標び真上になるまで回し 
てから、外してください。 


EOS D 6 日の撮影画面は、3已 mm 判カメラの撮影画面よりル 
さい（右図）ため、 EOS D 6 日に装着した EF レンズの有効撮 
影画角は、「表記焦点距離 X 約 1.6 倍」相当になります。 

AF は Auto Focus (才ートフォーカス）の略で自動焦点 
のことです。 

MF 、 M は Manual Focus (マニュアルフォーカス）の略 

ボディキャッスレンズキャッ 
プはなくさないように保管してください。 


EOS D 60 撮影画面 
(22.7 X ] 己. 1 mm ) 


3已 mm 判フィルム撮影画面 
(3 日 X 24 mm ) 


1撮影前の準備と基本操作 
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CF 力ード（別売）を 入れる^ 

撮影した画像は、 CF カードに保存されます。 

本機で使用でさる CF カードは、タイプ I ， II の CF カードです。 


カバーを開く 

♦ カバーを矢印ち向にスライドさせてから、 
開さます。 


CF カードを入れる 

• キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめ 
します。 

6 CF カードのラベル面（▲マーク印刷側） 
を手前にして、▲マークの矢印の向きに 
しっかりと奥まで差し込みます。 

♦ イジエクトボタンび飛び出します。 

カバーを閉じる 

♦ カバーを閉じてから、矢印ち向に「カチッ」 
と音びするまでしっかりとスライドさせま 
す。 


i カバーを開く 

• メインスイッチを 〈 OFF 〉 にします。 
•表示 パネルに 「 buSy 」 び表示されていな 

いことを確認します。 

♦ アクセスランプ (-11) び消えているこ 
とを確認して、カバーを開さます。 

1 CF カードを取り出す 

参 イジェクトボタンを押し込みます。 

♦ CF カードび出てさます。 

• カノく一を閉じます。 

〇 アクセスランプ点滅中は、絶対に次のことを行わないでください。画像データび 

壊れることびありまず。また、場合によつてはカメラ本体び破損する原因となり 
ます。 

-カメラ本体に振動や衝撃を与える- CF 力ードス□ットカバーを開ける 
•バッテリー室ふたを開ける 

CF カードへ記録画像び書き込まれているとき（アクセスランプ点滅中一]])は、 
メニュー機能の表示や記録画像の再生はできません。このとき 〈 MENU 〉 や〈因〉 
ボタンを押すと、液晶モニターに[処理中…] (-131) の警告び表示されます。 
初めて使用される CF カードや、表示パネルに 「Err [ F 」 び表示された場合は、 
「 CF カードを初期化する」 (-99) を参照してフォーマットしてください。 




1 



CF カードを取り出す 


3 
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操作の基本 


メインスイッチ 

このカメラはメインスイッチを 〈 ON 〉 にして初めて作動します。 



〈 ON 〉 :カメラを作動させるときはこの位置にします。 
〈 OFF 〉 ：カメラは作動しません。 

カメラを使用しないときはこの位置にします。 


バッテリーの消耗を防ぐため、約1分間、何を操作しないと自動的に電源び切れ 
ます。（オートパワーオフ機能）再度、カメラを使用するには、シャッターボタ 
ンを半押しするか、メインスイッチを 〈 OFF 〉 にして、再度〈01\1〉にしてくだ 
さい。設定できる時間は、[1分]に分] [4 分]旧分] [1 己分] [3 日分]およ 
び脚]の中から選ぶことびできます。 (-116) 

撮影直後にメインスイッチを 〈 OFF 〉 にすると、 CF カードへの画像記録を行 
うため、数秒間アクセスランプび点滅する場合びあります。 

CF カードへの画像記録び終了すればアクセスランプは消え、自動的に電源び切 
れます。 


ソヤッターホタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目まで押すことを「半 
押し」といいます。半押しからさらに二段目まで巧すことを「全押し」といいます。 

(1) 半巧し （(M ) 

AF (オートフォーカス）によるピント合わせと、自動露出機構 
によるシャッター速度と絞り数値の設定び行われます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）は表示パネルとファインダ 
一内に表示されます。 

(2) 全巧し 

シヤッターび切れて撮影されます。 



本機は、撮影最優先で設計されています。内部メモ U —びフル状態でない限り、 
シャッターボタンを押せば、いつでもすぐに撮影することびでさます。 
カメラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など）にあつ 
ても、シャッターボタンを半巧しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります。 


1撮影前の準備と基本操作 
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操作の基本 


電子ダイヤルによる機能の選択と設定 



〈む〇による基本操作 

く滋〉 は撮影に関する設定にのみ使用します。基本操作には、 
次の2通りびあります。 


(1) ボタンを押した後、〈む〇を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態びタイマー（な 6) で保持されます。その間に表示 
パネルを見なびらく滋〉を回します。タイマーび終了するかシャッターボタンを半巧 
しすると、撮影準備状態に戻ります。 



胃 AF モード、 AF フレーム、測光モード、ドライブモードの設定に使用します。 


(2) 〈泣〇のみを回す 



表示パネルを見なびら〈む^〉を回します。 


胃シャッター速度、絞り数値の設定に使用します。 
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操作の基本 


<〇> による基本操作 

〈〇〉は、サブ電子ダイヤルスイッチび 〈ON〉 になっている 
とさのみ働さます。撮影準備操作と液晶モニター内容の選択- 
設定に使用します。 

<〇> による基本操作には、次の 2 通りびあります。 

(1) ボタンを押した後、〈〇〉を回す 

ボタンを巧すと、その機能選択状態びタイマー 
(( 2)6 ) で保持されます。その間に表示パネルを見 
なびら〈©〉を回します。 

タイマー機能や撮影準備状態への復帰は〈む^〉操 
作に準じます。 


1=1ホワイトバランス、ドライブモード、スト□ボ調光補正の設定に使用します。 

(2) <〇> のみを回す 

撮影時は、ファインダー内表示や表示パネルを見な 
びら <〇> を回します。 

液晶モニター内容の選択-設定時は、液晶モニター 
を見なびら回します。 





0 撮影時は、露出補正やマニュアル絞り数値の設定に使用します。 

液晶モニター使用時は、記録画像の確認や選択、メニュー機能の選択などに使 
用します。 


液晶 モニター について 



背面の液晶モニターは、記録画像の確認や選択、メ 
ニュー機能の選択-設定に使用します。 


II液晶モニターをファインダーとして見なびら撮影することはでさません。 


0 液晶モニター使用時は、サブ電子ダイヤルスイッチび 〈OFF〉 でを〈〇〉を使用 
することびでさます。 
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操作の基本 


メニユー機能の操作と設定 

このカメラでは、記録画素/圧縮率や日付時刻、カスタム機能など、さまざまな設定をメニ 
ユー機能で行います。基本操作は、液晶モニターを見なびら、 〈 MENU 〉 ボタン、〈〇〉、 
< ©> を使って、次の手順で行います。 



<〇> 


<@> 



1. メニュー項目を表示ずる 

〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。ちラー度押すと、表示び 
消えます。 


2. メニュー項目を選ぶ 

〈〇〉を回し、目的の項目を選びます。 

枠び上に移動する 
枠び下に移動する 

3. メニュー内容を表示し選択する 

<@>を押してメニュー内容を表示し、〈〇〉で目的の内容を選びます。 



4. 還んだ内容を設定する 

<@>を押すと設定されます。 




曰.終了ずる 

〈 MENU 〉 ボタンを巧して終了します。 



メニュー画面を表示している状態でも、シャッターボタンを巧すとすぐに撮影 
びでさます。 

設定の終了は、シャッターボタン半押しでも行えます。 

メニュー項目とメニュー内容は、循環式になっています。 

日本語1；(外の表示言語を3種類選ぶことびでさます。(-117) 

メニュー画面を表示している状態で 〈 JUMP 〉 ボタンを押すと、押すごとに撮影 
系、再生系、セットアップ系の順に各系の最上部項目に移動することびでさます。 
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操作の基本 


ISO 感度 


表示パネル照明 



200 


1000 


入 


100 

800 

切 


メニュー設定項目と初期設定げ態 

メニュー画面は、項目とその内容によって色分けされています。選択している項目の枠に色びつさます。 
メニュー項目 設定内容を色で表示 


色 

設定の内容 

説明 

赤 

撮影系 

撮影に関するメニュー項目です。 

青 

再生系 

撮影した画像の再生操作に関する 
メニュー項目です。 

黄 

セットアップ系 

カメラの基本機能に関するメニュ 
一項目です。 


、メニュー 内容 


[ 


] :初期設定状態 


メニュー項目 


設定項目-内容/情報 


参照ページ 


記録画素/圧縮率 

Large 


Large 


Middle 


Middle M 

44 

赤目緩和機能*2 

Small 

切 


Sm 

all 

入 


RAW 

--- 


83 


AEB 設定 


72 


オートパワーオフ 


1分 


8分 


切 


2分 


1已分 


4分 


116 


30分 


撮影画像の確認 


切 


入 


入 （ Info ) 


3已 


撮影画像確認時間 


2秒 


4秒 


36 


8秒 


ホールト 


;仪晶の明るさ 


標準 


明る< 


116 


曰付/時刻 


月/曰/年 


曰/月/年 


年/月/曰 


107 


ファイル番号 


通し番号 


オート IJ セット 


110 


言語 


English 


Deutsch 


117 


Frangais 


曰本語 


ビデオ出力 


NTSC 


PAL 


117 


カード初期化 


CF カードを初期化（フオーマット）します。 


99 


C.Fn 


カスタム機能を設定します。 


118 


C . Fn 設定解除 


カスタム機能の全項目を初期設定状態にします。 


117 


ファームウェ户 ver . 


カメラのファームウェアのバージョン情報です。 


117 


*] 簡単撮影ゾーン （一 14) では、メニュー画面に表示されません。 
*2 〈；4〉、〈咬 V 〉では、メニュー画面に表示されません。 


電子音 


入 


切 


114 


M - WB 画像選択 


マニュアルホワイトバランスを設定します。 


60 


現像 パラメーター 


標準 


セット3 


セット] 


=几中 

政疋 


セット2 
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画像プ□テクト 


撮影画像にプ□テクト（保護）をかけます。 


97 


画像回転 


撮影画像を回転します。 


96 


プ U ント指定 


撮影画像をプ U ント指定します。 


100 


オートプレイ 


撮影画像を自動再生します。 


9已 


驗录画素 / 圧縮率 ►Large 
赤目 11 和機能 Large 

AEB 設定 Middle 

ISO 感度 Middle 

表示パネル剛月 Small 

電子音 I Small 

M-WB 画像選択 RAW 


撮影系(ホ) 


1撮影前の準備と基本操作 


斗 6 


セットアップ系(黄) 



























































鮮明なフアインダーに調舊ずる 

ファインダーが鮮明に見えるよラに調整します。視度調整することによって、メガネを使用 


しているかたでも、メガネをかけずにファインダー内をはつをり見ることがでさます。調整 
は、 一3 〜+1 dpt の範囲で行うことができます。 



視度調整つまみを回ず 

•ファインダー 内の AF フレーム、または部分測光 
範囲びもっとも鮮明に見えるように、つまみを 
ちまたは左に回します。 

♦ 図の位置び標準（一] dpt ) の位置です。 


胃視度調整してちファインダーび鮮明に見えないかたは、別売の視度補正レンズ 
Lli ( E シ U - ズ）を使用してください。（一 134) 


カメラの構え方 


鮮明な画像を撮るために、カメラが動かないようしっかりと構えて撮影します。 



♦ カメラのグ U ップをち手で包むようにしっかりと握り、ひじを軽く体につけます。 
♦ 左手でレンズ部を下から支えるように持ちます。 

♦ カメラを額につけるようにして、ファインダーをのぞきます。 

♦両足は そろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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簡単な撮影 




この章ではモー ド ダイヤルの簡単撮影ゾーンにある 

〈回〉、<0〉、〈り)、〈囚〉 、 〈攻)、個〉 を使っ 

て簡単に撮影する方法を説明しています。このゾー 
ンでは、シャッターボタンを押せば誰でもカメラま 
かせで撮影でさます。 

また、誤操作による失敗を防ぐため、 〈@〉 や 
〈@〉、〈^〉、 〈 ffl ]〉、 〈田〉 の操作はでさないよ 
うにしてありますので、安/こ\して撮影してください。 









































仁! 全自動で撮る 


シャッターボタン於外の操作をする必要がなく、どんな被写体でも安むして気軽に撮ることがで 
をます。3つの AF フレームで被写体をとらえますので、誰でも簡単にされいな画像が撮れます。 



1 モードダイヤルを〈〇〉にずる 

蜂 AF モードは 〈AI FOCUS ) (一已日）、ドラ 
イブモードは〈□〉 （1 コマ撮影）、測光 
モードは〈を〕〉に自動設定されます。 



> 被写体に AF フレームを合わせる 

• カメラび主被写体と判断した AF フレーム 
でピントを合わせます。 

• 3つの AF フレームから外れている被写体 
にピントを合わせるとさは、 「 AF フレーム 
から外れた被写体にピントを合わせる」 
(一己 2) を参照してください。 



^ ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

時 ピントび合うと、ピントを合わせた AF フ 
レームび一瞬ホく光ると同時に「ピピッ」 
と電子音び鳴り、ファインダー内ち下に合 
焦マーク〈•〉び点好します。 




表示を確認ずる 

吟 シャッター速度と絞り数値び自動的にミ夫まり、 
ファインダー内と表示パネルに表示されます。 
♦ 合焦 マーク 〈♦〉の左側に表示される数字 
び目〜 C のとさは、連続撮影時に最大何 
コマ撮影でさるかを示しています。 

C F カードの空さ容量び少なくなり、撮影 
でさる残りコマ数び8コマ!;(下になつたと 
さは、网〜间び表示されます。 



5 


撮影する 

•構図を 決め、シャッターボタンを全押しし 
ます。 

睁 液晶モニターに撮影した画像び約2秒間表 
术されます。 
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CD 全自動で撮る 


CF カードの残量びなくなると、表示パネルとファインダー内に CF フル警告の 
「 FuUCP 」 び表示され、撮影できなくなりますので、残量のある CF カードに 
入れ換えてください。 

合焦 マーク 〈参〉び点滅するときは、撮影できません。（一己3、 133) 



AF でピントび合うと同時に、ピントと露出び□ックされます。 

3つの AF フレームでとらえた被写体のラち、もっとも近距離にある被写体に、 
自動的にピントび合います。 

記録画素/圧縮率を任意に設定することびでさます。（一44、1 14) 

ピントび合ったとさの電子音やセルフタイマー撮影時の作動音の[入]/ [切] 
を設定することびできます。（一29、1 14) 

ファインダー内に旧]〜に]び表示された状態で記録画素/圧縮率を変更する 
と、撮影でさる残りコマ数び変化します。 

表示パネルを照明することびでさます。（一目1、1 14) 


内蔵スト□ボの自動発光について 

簡単撮影ゾーン «UX を除く）では、暗いときや、日中逆光時には、内蔵スト □ 

ボび自動的に上びって発光します。収納するとさは、手で巧し下げます。 


な 


誤ってスト□ボの自動ポップアップを阻害した場合は、表示パネルにエラーコード 
< Err 日5〉（一] 31) び表示されます。そのときは、メインスイッチを 〈 OFF 〉 
にして、再度 〈 ON 〉 にしてください。 



スト□ボ撮影び禁止されている場所や、室内の照明を利用して撮影するとさは、 
< P > (^62) をおすすめします。 

夜や暗い室内などで人物をスト□ボ撮影するときは、「赤目緩和機能」卜 83) 
を使って撮影することをおすすめします。 


AF 補助光について 



• 暗い場所などでシャッターボタンを半押しする 
と、 AF 補助光投光部び光ることびあります。こ 
れは、 AF でピントを合わせやすくするため 
( AF 補助光）です。 



カメラ内蔵 AF 補助光によってピントの合う範囲は約 3.8 m までです。 

別売の E 日 S 専用 EX シ U —ズスピードライトを使用すると、撮影状況に応じて 
カメラまたはスピードライトに内蔵された AF 補助光び光ります。 

〈 54〉、〈 〉では AF 補助光は投光されません。 
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撮影画像を見る 

撮影した画像は、カメラ背面の液晶モニターで、すぐに確認することびでさます。 


撮影する 

唯 撮影後、液晶モニターに撮影された画像び 
表术されます。 

連続撮影時は、最後に撮影した画像び表示 
されます。 

• 撮影画像は約2秒間表示されます。 

参 撮影画像確認の有無、画像情報表示に変更することびでさます。 (-35) 

LU 参 撮影画像の確認時間を変更することびでさます。（一 36) 

參 液晶モニターの明るさを変更することびでさます。（一]] 6) 

•撮影 画像び表示されている間に〈葡〉ボタンを巧すと、表示中の画像を消去す 
ることびでさます。（一 37) ただし、消去できるのは、液晶モニターに表示し 
ている]コマのみの消去となります。 

因撮影後の画像確認 




I 画像を確認する 

I A / TON ボ々、ノたが 


〈因〉ボタンを押します。 

最後に撮影された画像び表示されます。 


♦再度 〈田〉ボタンを押すと、液晶モニタ 
一び消え、再生び終了します。 




表示画像を切り換える 

♦ <〇> を左に回すと、最後に撮影された 
画像から新しい順に画像び切り換わりま 
す。 

# <〇> をちに回すと、ちい画像から順番 
に新しし Ml 像び表示されます。 


CF 力ードへ記録画像び書き込まれているとき（アクセスランプ点滅中一] 1) は、 
M メニュー機能の表示や記録画像の再生はでさません。このとさ 〈MENU〉 や 
〈因〉ボタンを巧すと、液晶モニターに[処理中…](-131)の警告び表示され 
ます。 


胃撮影した画像は、インデックス表示卜 92) や拡大表示卜 93) することびで 
1141さます。 
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撮影画像を見る 


MENU 


撮影画像の確認 


撮影後の画像を、すぐにカメラ背面の液晶モニターに表示させることびでさます。表示のち 
法は、撮影画像びそのまま表示される[入]と、撮影画像と撮影情報を表示する[入 ( Info .)] 
(^94) と、撮影画像を表示しない[切]の3種類びあります。初期状態では[入]に設定さ 
れています。 



メニューか5 [撮影画像の確認]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ <0> を回して[撮影画像の確認]を選 
び〈贷)〉を巧します。 



^ 撮影画像の確認を設定ずる 

^ ♦ <〇> を回して希望する項目を選び〈@)〉 
を押します。 

吟 設定び終了すると、メニューに戻ります。 


♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと画面び消え、 
メニューび終了します。 



撮影する 

峰 撮影後、液晶モニターに撮影された画像び 
表示されます。 

• 表示される時間は、撮影画像の確認時間の 
設定時間です。（一 36) 

♦[入] に設定した場合と、[入 ( Info .)] 
に設定した場合では表示び異なります。 


[入]の場合 


100-0010 


[入 （ Info .)] の場合（一 94) 



ヒストグラム 


各種撮影情報 
(一 94) 

撮影年月曰•時間 
(-107) 



胃撮影画像の確認時間を変更することびでさます。 (-36) 


3己 














撮影画像を見る 



MENU 


撮影画像確認時間 


撮影画像を表示する時間を設定することびできます。設定できる時間はに秒] [4 砂]旧秒] 
と、撮影画像を表示したままにする[ホールド]の4種類びあります。初期状態ではに砂] 
に設定されています。 


プリント指定 


才-トプレイ 


才-いの-オフ 

1分 」 

mmmm 

A . 

臟屈像瞩别寺間 

2秒 广 

液晶の明るさ 

標準 

日付/時刻 

102/04/2目10:38 


I メニューか! 5 [撮影画像確認時間] 
I を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

参 〈€)〉を回して[撮影画像確認時間]を 
選び〈毎)〉を押します。 


プリント指定 


才-トプレイ 


才-いの-オフ 


撮影11像議 

►2 砂 ■ 

1撮影11像確認時間 

4秒 ■ 

液晶の日月るさ 

8妙 

日付/時刻 

ホ-ルド 


^ 撮影画像確認時間を設定する 

^ ♦ 〈©〉を回して希望する確認時間を選び 
<©> を押します。 

蜂 設定び終了すると、メニューに戻ります。 


•〈 MENU 〉 ボタンを巧すと画面び消え、 
メニューび終了します。 


•[ホールド] に設定した場合、撮影画像はシャッターボタンを半押しするまで 
表示されます。ただし、オートパワーオフ設定時（一2己、 ]] 目）は、設定時 
間になると自動的に電源日 FF となります。 

•確認 時間の設定内容は[撮影画像の確認]で[入]または[入 （ Info .)] に設 
定した場合に有効です。 
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® 撮影画像を消去ずる （1 コマ消去) ■ 



再生ずる 

♦ 〈田〉ボタンを押して撮影した画像を再 
生します。 

峰 最後に撮影された画像び表示されます。 


2 消去する画像を選ぶ 

♦ <〇>を回して消去したい画像を選びま 
す。 




4 


消去する 

♦ <〇> を回して[消去]を選び、〈毎)〉 
を押します。 

蜂 アクセスランプび点滅して画像び消去され 
ます。 


消去した画像は復元できません。十分に確認してから消去してください。 


0 •撮影 画像にプ□テクト (-97) をかけると、誤って大切な画像を消去するこ 
とを防止でさます。 

♦ CF カードに記録されているすべての画像を消去するには「撮影画像を消去する 
(全コマ消去)」 (-98) を参照してください。 
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み ポートレートで撮る 


■ 背景をぼかし人物を浮さ立たせて撮るようなとさに 

使用します。 




•操作の 手順は「□(全自動）で撮る」卜 32) 
と同じです。 


♦ AF モードは 〈ONE SHOT 〉、 ドライブモードは 
OX 測光モードは〈圃〉に自動設定されま 
す。 


U 記録画素/圧縮率を任意に設定することびできます。卜44、 114) 


•被写体の 上半身びファインダーいっぱいになるくらいにすると、背景を効果的 
にぼかすことびでさます。また被写体をでさるだけ背景から離すとより効果的 
です。 

参 望遠系のレンズを使用すると、背景をさらにぼかすことびでさます。ズームレ 
ンズをお使いのかたはレンズを望遠側に 4-8 己 mm のレンズなら8己 mm ) に 
すると効果的です。 
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^ 風景で撮る 



広びりのある風景や夜景などを撮るようなときに使 


用します。 



モードダイヤルを〈；4〉にする 

•操作の 手順は「□(全自動）で撮る」い 32) 
と同じです。 

♦ AF モードは 〈ONE SHOT 〉、 ドライブモードは 
<□> (1 コマ撮影）、測光モードは〈圃〉に 
自動設定されます。 


U シャツター速度び点滅したときは、シャツター速度び遅くなり手ブレび起きやす 
W くなります。兰脚を使用して撮影することをおすすめします（兰脚を使用してち 
シャツター速度の点滅は消えません)。 

胃 参 内蔵スト□ボび上びった状態で撮影してもスト□ボは光りません。 

•記録 画素/圧縮率を任意に設定することびできます。（一44、1 14) 

、\&//広角系レンズを使用すると、近くから遠くまでの奥行さに加えて、横の広びりち 
表現することびでさます。ズームレンズをお使いのかたは、レンズを広角側 
(24-8 己 mm のレンズなら 24 mm ) にすると効果的です。 
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A ク□—ズアツプで撮る 




モードダイヤルを〈化〉にずる 

♦操作の 手順は「□(全自動）で撮る」 (-32) 
と同じです。 

♦ AF モードは 〈ONE SHOT 〉、 ドライブモードは 
<□> (1 コマ撮影）、測光モードは〈图〉に 
自動設定されます。 


U 記録画素/圧縮率を任意に設定することびできます。卜44、 114) 


♦でさる だけ使用レンズの最短撮影距離まで被写体に近づいて撮影すると効果的 
です。 

♦ズームレンズの 場合は、望遠側にすると被写体をさらに大さく撮影することび 
でさます。 

♦ 本格的なク□ーズアップ撮影には、 EOS 専用マク□レンズとマク □ U ングライ 
卜 MR -14 EX 、 マク□ツインライト MT -24 EX の使用をおすすめします。 
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咬 s スポーツで撮る 



スポーツや運動会などで、動さの速い被写体の瞬間 
を撮るようなとさに使用します。 




•操作の 手順は「□(全自動）で撮る」卜 32) 
と同じです。 


♦ AF モードは 〈AI SERVO〉、 ドライブモードは 
〈马1〉、測光モードは〈圃〉に自動設定されま 
す。 


U シャッター速度び点滅したときは、シャッター速度び遅くなり手ブレび起さやす 
W くなります。カメラの構えちとシャッターボタンの巧しちに十分を意するか、兰 
脚を使用して撮影することをおすすめします（王脚を使用してちシャッター速度 
の点滅は消えません)。 

0 參 内蔵スト□ボび上びった状態で撮影してもスト□ボは光りません。 

•記録 画素/圧縮率を任意に設定することびでさます。（一44、1 14) 


参 に日感度を4日日じ(上に設定することをおすすめします。（^4已、]]4) 

參ス ポーツ撮影には、2日日 mm 〜3日日 mm 程度の望遠レンズをおすすめします。 
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因 夜景ポートレートで撮る 


夕暮れや夜景を背景にした人物を撮影するとさに使 
用します。人物にはスト□ボ光びあたり、 

いシャッター速度でそれぞれをされいに撮影するこ 
とびでさます。 


人物を撮影するとさに使 
ボ'光びあたり、背景は遅 
れをされいに撮影するこ 



モードダイヤルを〈因〉にする 


♦操作の 手順は「□(全自動）で撮る」 (-32) 
と同じです。 

♦ AF モードは 〈ONE SHOT 〉、 ドライブモードは 
<□> (1 コマ撮影）、測光モードは〈图〉に 
自動設定されます。 


W 手ブレを防ぐために必ず兰脚をお使いください。 

0 •人物び 入らない夜景のみを撮影するとさは〈；4〉で撮影してください。 

争 スト□ボび発光してもすぐに動かないよラに、写される人に声をかけてくださ 
い。 

参 EX シ U - ズスピードライト使用時も〈因〉で撮影できます。 

♦ 〈因〉で日中に撮影すると、〈〇〉（全自動）と同じ撮影結果になります。 
•記録 画素/圧縮率を任意に設定することびでさます。 (-44. 1 14) 


に日感度を4日日じ(上に設定することをおすすめします。（^4已、]]4) 
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撮影目的に合わせた 

応用撮影 



撮影ゾ-ン 應用 撮影ゾーンではシャツター速度や絞り数値を選 

択して露出を自分の好みに変えるなど、カメラの設 
定を思いどおりに変えることで、さまざまな撮影を 
することがでさます。ここでは、各機能の効果的な 
使い方について説明します。 



本文中の〈む^〉はメイン電子ダイヤルを、〈〇〉はサブ電子 
ダイヤルを表しています。 

シャッターボタンを半押ししたあとで指を離しても、タイマー 
の働きにより、表示ノくネルとファインダー内の露出は約4秒間 
表示されています。 

AF モード、 AF フレーム、測光モード、ドライブモード、ホワ 
イトバランスは、応用撮影ゾーンでのみ任意に設定することが 
でさます。 

AE □ック、露出補正、 AEB 、 バルブ、被写界深度確認は、応 
用撮影ゾーンでのみ使用でさます。 

メニュー機能の AEB 設定、 M - WB 画像選択、現像パラメーター、 
C . Fn 、 C . Fn 設定解除は、応用撮影ゾーンのみ表示されます。 



MENU 


記録画素/店縮率の選択 


撮影する画像の「記録画素/圧縮率」はメニュー機能により、切下の7種類か！5選ぶことができます。 


記録画素/圧縮率 

記録画素数 

記録お式 

圧縮率 

1 コマのサイズ 

記録コマ数 

LM Large/Fine 

3072 X 2048 

JPEG 

低圧縮 

約2.已 MB 

約48コマ 

LJ Large/Normal 

局圧も百 

約 1.3 M 目 

約92コマ 

M jMiddle/Fine 

2048 X 1360 

低圧縮 

約 1.4 M 目 

約89コマ 

MjMiddle/Normal 

局圧も百 

約日. 7 M 目 

約172コ7 

S ^ Small / 円 ne 

] 己 36 X 1024 

低圧縮 

約日. 9 M 目 

約138コマ 

SJSmall/Normal 

局圧も百 

約日. 5 M 目 

約2巳己コマ 

ESSaRAW 

3072 X 2048 

□スレス圧縮 RAW 

- 

約 7.4 M 目 

約]己コマ 


♦ 簡単撮影ゾーンでも記録画素/圧縮率の設定をすることびでさます。 

♦記録 コマ数は、当社試験基準によります。 （ IS 01 日日設定時） 

♦ 記録コマ数は CF カード1 28 MB 使用時のコマ数です。 

参 1コマのヴイズ、記録コマ数は被写体やに日感度により異なります。 

♦ ご使用になる CF カードの撮影可能残りコマ数は、表示パネルで確認することびでさます。 


1 記錄画素/圧縮率 

Large 


赤醒和機能 

切 


AE 喊を 

つ •し2 

•し2+ 

ISOiJt 

100 


表示パみレ照日月 

切 


電子音 

入 



M-W 觸像選が 


I メニューか!5 [記録画素/圧縮率] 
■ を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈©〉を回して[記録画素/圧縮率]を 
選び、〈贷)〉を押します。 


1 記録画素/圧縮率 

►Large J ' 

赤匯和機能 

Large d 

A 比設を 

Middle J 

ISO 感度 

Middle d 

表示パみレ照日月 

Small J 

電子音 

Small d 

M-W 像選が 

RAW 


、 記録画素/圧縮率を設定する 

• <〇> を回して希望する記録画素/圧縮 
率を選び、〈毎)〉を巧します。 

♦ 選んだ記録画素/圧縮率び設定され、メニ 
ユーに 戻ります。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと画面び消え、 
メニューび終了します。 


Q RAW 形式で記録した画像をコンピューターで開くには、付属のソフトウェアび必 
W 要です。詳しくは、付属のソフトウェア使用説明書を参照してください。 


胃付属の専用ソフトウェアを使用して、 RAW 形式の画像から Mi 加 le / Fine の JPEG 
Lli ファイルを作成することもでさます。詳しくは、付属のソフトウェア使用説明書を 
参照してください。 

aaa <©> を押して、表示パネルを見なびら〈益〉または〈〇〉を回して、記録 
画素/圧縮率を設定することびできます。 ( C . Fn-l 2-1-122) 
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旧 o 感度にごいて 


ISO 感度とは、撮影時の光に巧する敏感度を数値化したものです。(-124) 

数値が大さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に向いてい 
ますが、撮影画像にノイズが入るなど、画像が粗くなる場をびあります。逆に感度が低い場 
合は、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影には向いていませんが、さめ細やかな画 
像が撮影でさます。 

このカメラでは、 ISO 感度を[100] [2 日日] [4 日日] [8 日日][1000]の中から選択する 
ことがでさます。初期状態では、に日100に設定されています。 

. メニューか!5 [に〇感度]を選ぶ 

I • 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• < 0 > を回して [ ISO 感度]を選び、 
<©> を巧します。 


1 


に0感度を設定する 

•<0> を回して希望する旧日感度を選び 
<@>を押します。 

峰 選んだに日感度び設定され、メニューに戻 
ります。 

•〈 MENU 〉 ボタンを押すと画面び消え、 
メニューび終了します。 


IIS 日感度を高くすると画像に含まれるノイズ成分びやや多くなります。また、] 
コマのサイズび大さくなり、撮影可能残りコマ数び減少します。撮影可能残り 
コマ数は、表示パネルで確認することびでさます。 (-12) 

I 高温-高に日感度-長時間露光の条件で撮影を行ラと、撮影画像に色ムラび発 
生することびあります。 


記録画素/圧縮率 
赤匯和機能 
AE 喊を 
『 SO 感度 
表示パみレ照日月 
電子音 

M - W 觸像選が 


記緑画素/圧縮率 
麵巧機能 
AE 喊を 卜00 

『 SO 感厦 200 

表示パみレ照日月 
電子音 

M - W 觸像選択 


400 

800 

1000 


MENU 


3撮影目的に合わせた応用撮影 



aaa <©> を巧して、表示パネルを見なびら〈を^〉または〈〇〉を回して、に日 
感度を設定することびできます。 ( C . Fn-l 2-2-122) 
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MENU 


I 見像/《ラメーターを設定ずる 


撮影した画像の現像処理の内容（パラメーター：[コントラスト][シャープネス][色の 濃 さ] 
[色あい])を、カメラで任意に設定して、3つまで登録•設定することがでさます。 

なお、初期状態では標準（全てのパラメーターび 0) に設定されています。 


パラメーター 

設定内容 

設定項目 

設定効果 

コントラスト 

コントラストの 

強さを調整 

— 1 弱く） 

コントラストび弱めに画像処理されます。 

0 (標準） 

標準的なコントラストで画像処理されます。 

+ (強 <) 

コントラストび強めに画像処理されます。 

シャープネス 

(エッジの強調） 

シャープネスの 

強さを調整 

-願く） 

シャープネスび弱めに画像処理されます。 

0 (標準） 

標準的なシャープネスで画像処理されます。 

+ (強く） 

シャープネスび強めに画像処理されます。 

色の濃さ 

色の濃さを調整 

-篤く） 

色び薄めに画像処理されます。 

0 (標準） 

標準的な色の濃さで画像処理されます。 

+ (濃く） 

色び濃いめに画像処理されます。 

色あい 

色みの調整 

-(ホく） 

肌色びホめに画像処理されます。 

0 (標準） 

標準的な色みで画像処理されます。 

+横色く） 

肌色び黄色めに画像処理されます。 


ISO 感度 

100 1 

n 

表示パみレ照日月 

切 

扫 

電子音 

入 


M -簡像選択 



傾像パラ X - 夕- 

標準 

_1 

画像プ□テクト 
画像回転 


I メニュー から[現像 パラメーター] 

I を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

• <0> を回して[現像パラメーター]を 
選び、〈贷)〉を押します。 



、 [設定]を選ぶ 

一 ♦ <〇> を回して[設赴を選び、〈毎)〉 
を押します。 


•セット]〜 3 の初期設定状態は、全てのパ 
ラメーターび日（標準）に設定されていま 
す。 


現像パラ X - 夕- 

たット丘]令 

コントラスト 1 

a ~~ B ~~ □ 

シヤ-プネス 1 

a ~ B ~ □ 

色の濃さ 1 

a ~ B ~ □ 

色あい 1 

a ~0~ □ 

噓® ち 


3 設定するセット番号を選ぶ 

♦ < 0 > を回してセット [1] 〜 [3] のいず 
れかを選び、〈贷)〉を押します。 
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El 五の 現像ノてラメーターを設定する 


現像パラ X - 夕-. 

コントラスト 
ヤープネス 
色の濃さ 
色あい 


風前〇|ち 


現像パラ X - 夕- 

コン トラスト 
ヤープネス 
色の濃さ 
色あい 


4 


5 


設定する パラメーターを 選ぶ 

♦ <〇> を 回して パラメーターを 選び、 
〈毎)〉を巧します。 

# パラメーターは 次のように循環します。 


[コントラスト] 

t 

[シャープネス] 
[色の濃さ] 
[色あい] 


パラメーターの 内容を設定する 

♦ <0> を回して [-] [日] [+] のいずれ 
かを設定し、〈@)〉を押します。 


誦ち 


ISO 感度 100 

表示パみレ照日月切 
電ナ B A 

M - W 觸像選択 
齡パラ X - を- ii _ 
ii 像プ□テクト 
画像回転 




ISO 感度 
表示パみレ照日月 

1 

電子音 

標準 

M - W 觸像選択 

►セット1 

傾像パラ)(-夕- 

t ット2 

画像プ□テクト 

たット3 

画像回転 

設を 


ろ 



手順1に戻る 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを2回巧して手順1の状 
態に戻り、〈@)〉を押します。 


設定したセット番号を選ぶ 

<〇>を回して、設定したセット番号 
([セット]]〜[セット3])を選び、 
〈贷)〉を巧します。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


aaa <©> を押して、表示パネルを見なびら〈益〉または〈〇〉を回して、現像 
パラメーターを設定することびできます。 ( C . Fn - l 2-3 一 1 22) 
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AF AF モードの選択 

AF モードとは AF の作動特性のことをいいます。止まっている被写体の撮影に適している 
ONE SHOT AF (ワンショットオートフオーカス）と、動いている被写体の撮影に適してい 
る AI SERVO AF (エーアイサーボオートフオーカス）の2つのち式があります。 

AF モードは 〈 A - DEP 〉 を除く応用撮影ゾーンで選ぶことがでさます。 



レンズのフ オーカスモー ドスイッチ 
を < AF > にする 



^ モードダイヤルを 〈 A - DEP 〉 外の 
^ 応用撮影ゾーンにする 



AF 

WB 


>ボタンを押ず (( 2 ) 6 ) 




4 


AF モードを選ぶ 

• <^>を回します。 



AI SERVO 


ONE SHOT ， 








◄ ~ ► 

AI SERVO, 


♦ シャッターボタンを半巧しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 



♦ AF モードには上記の2つのち式の他に、被写体の状態により日 NE SHOT AF と 
AI SERVO AF をカメラび自動的に切り換える AI FOCUS AF (エーアイフオー 
カスオートフオーカス）びあります。なお 、 AI FOCUS AF は〈□〉（全自動） 
で自動設定されます。 

♦ <〇> を回すと、ホワイトバランス（一已 8) の選択になります。 
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AF AF モードの選択 



止まっている被写体を撮るときは ONE SHOT AF 


人 —八ーイタポー乂表术 



シャッターボタンを半押しすると AF が 
作動し、1回だけピントを合わせる 

♦ピントび 合うと、ピントを合わせた AF フレーム 
び一瞬ホく光ると同時に「ピピッ」と電子音び 
鳴り、ファインダー内ち下に合焦マーク〈参〉 
び点灯します。 

♦ 評価測光では、合焦と同時に露出び決まります。 
そのままシャッターボタン半押しの状態を保つ 
と、露出び固定されたままになり、ピントを合 
わせたあとに構図を変えて撮影するフォーカス 
□ック撮影卜已 2) びできます。 


ピントび合わないとファインダー内の合焦マーク〈♦〉び点滅します。このとさ 
L-ll はシャッターボタンを全巧ししてち撮影はでさません。構図を変えてちラー度ピ 
ント合わせを行うか、「手動ピント合わせ」（一已 3) を行ってください。 


ファインダー内の合焦 AF フレームの点灯（スーパーインポーズ表示）を禁止する 
ことびできます。 （ C . Fn -14- l 一 122) 


fONE SHOT! 
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AF AF モードの選択 



動いている被写体を撮るときは Al SERVO AF 

シャッターボタン半押しの状態を保って 
いる間、被写体にピントを合わせ続ける 

参 撮影距離びたえず変わる（移動している）被写 
体の撮影に適しています。 

♦動体 予測機能で、カメラに向かってくる、また 
は遠ざかる被写体にピントを合わせ続けます。 

♦ 露出は撮影の瞬間にみまります。 

參 ピントび合っても合焦マーク〈•〉は点灯せず、電子音も鳴りません。 

LU 參合焦 マーク〈参〉び点滅するとさはピントび合っていません。 

♦フ オーカス□ック撮影（一己 2) はでさません。 


AI SERVO 

V V 


aaa ai servo af 作動中に、 〈*〉 ボタンを巧すと、巧してしぶ間 af の作動を一時 
停止することびできます。 （ C . Fri -2-2 一 1 18) 


動体予測機能について 

被写体びほぼ等速度でカメラに近づいてくる場合、または遠ざかっていく場合に、シャッタ 
一び切れる直前に正しいピントび得られるよラ、その被写体の位置を予測してピントを合わ 
せ続ける機能です。 

♦ AF フレームび自動選択のとさは、3つの AF フレームのいずれかで被写体をとらえます。 

動体予測はカメラび選択した AF フレームで行います。 

♦任意の AF フレームを選択（一已 1) しているとさは、選択した AF フレームで動体予測を行 
います。 


AI FOCUS AF について 

AI FOCUS A 円ま〈□〉（全自動）で自動設定されます。撮影時の被写体の状態により、力 
メラび自動的に日 NE SHOT AF と AI SERVO AF を切り換えます。 

ONE SHOT AF で被写体にピントを合わせたあと、被写体び連続して移動を始めると、その 
移動をカメラび検知して自動的に AI SERVO AF に切り換わり、被写体の動さに追従してピ 
ントを合わせ続けます。 
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回 AF フレームの選択 

AF フレームとはピントををわせる枠のことをいいます。 AF フレームの選択方式には自動選択 
と任意選択があります。簡単撮影ゾーンおよび 〈 A . DEP 〉 では自動選択になりますが、〈 P 〉、 
〈 Tv〉、<AvX < M > の各撮影モードでは、自動選択と任意選択を切り換えることができま 


す。 


自動選択：撮影状況に応じてカメラが自動的に AF フレームを選択してピントを合わせます。 
任意選択： 3つの AF フレームから、任意の一点を手動で選択します。おった被写体に確実に 
ピントををわせたい場合や、より構図優先の迅速な AF 撮影を行いたい場をに便利 
な機能です。 




〈I：ゴ〉ボタンを押す ((2)6) 


2 


AF フレームを選ぶ 


吟 表の八ネルあるし M まファインター内表术を 
見なびら〈益〉または〈〇〉を回しま 
す。 


♦ シャッターボタンを半巧しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 


表示パネル 

自動選択 

I ~ ►Co 〇 oJ [〇 


—— 任意選択-¬ 
三 C a J ◄- ►C 


。 ]つ 


ファインター内 


自動還択 _ ,- 任意選択 -1 

■ 000 I I 000 II 000 II 000 I 


• 自動選択：全ての AF フレームをホく点打 
させる 

• 任意選択：希望する]点の AF フレームを 
ホく点好させる 


51 













AF フ1/-ムか目かれた僻侃:ピントををわせる ■ 

3つの AF フレームに入らないよラな、画面の端の被写体にピントををわせて撮影するとさは、 
次のよラにします。このち法をフォーカス□ック撮影といいます。 

フ ォー カス□ック撮影は、 AF モー ドび ONE SHOT AF に設定されているとさに有効です。 

I AF フレームを選ぶ 

I ( -已。 




ピントを合わせる 

• AF フレームを被写体に合わせ、 シャツ タ 
ー ボタンを半押しします。 



3 シャッターボタンを半押ししたまま 
構図を変える 


ィ 撮影ずる 


0 簡単撮影ゾーン（く*^〉を除く）でもフォーカス□ック撮影びでさます。そのと 
さは、手順2から行います。 


、わ// ピントび合うと同時に AF フレームに連動して AE □ックびかかる 、 ONE SHOT 
AF と評価測光の組み合わせをおすすめします。 
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AF の苦手な被写体(手動ピント合わせ) ■ 

このカメラは精度の高い AF システムを搭載し、ほとんどの被写体にピントを含わせることが 
でさます。ただし、次のよラな特殊な被写体に巧してはピントを合わせることがでさない 
(合焦マーク〈•〉が点滅する）ことびあります。 


ピントび合いにくい被写体 
♦ コントラスト（明暗差）が極端に低い被写体 
♦ 非常に暗い場所にある被写体 
♦ 極端な逆光状態で、かつ光の反射が強い被写体 
♦ 被写体が遠<と近<に共存する状態 


例：青空、単色の平面 

例：反射光の強い車のボディ 
例：おりの中の動物 


これらの被写体を撮影する場合は、次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるものでフォーカス□ックし、構図を決めなおして撮影する。 
に）レンズのフオーカスモードスイッチを MF (または M) にして手動ピントをわせを行ラ。 


应 B 手動でピントを合わせる（マニュアルフオーカス) 




2 


レンズのフオーカスモードスイッチ 
を < MF > (または 〈 M 〉） にする 

表示パネルに 〈の己〉 び表示されます。 


ピントを合わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさり見える 
まで、レンズの手動フオーカス U ングを回 
します。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


シャツターボタンを半押ししなびら手動ピント合わせをすると、フアインダー 
内にピントび合った AF フレームと合焦マーク〈♦〉び点好します。 

マニュアルフオーカスではピントび合っても電子音は鳴りません。 
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INFO . カメラの設定内容を確認ずる ■ 

撮影準備状態で 〈INFO.〉 ボタンを押すと、現在カメラに設定されている内容が液晶モニタ 
一に表示されます。 


設定内容表示 


才ートパワーオフ設定時間 一 =1 

(一 2 日、 1 16 ) I 

撮影画像の確認 (-35) - . 1 

撮影画像確認時間 (-36) ^ 

現像パラメーター（一 46) 


C.Fn (カスタム機能）設定番号 叫 
(-117) 

スト□ボ調光補正量卜85)— 


- tI ■-いの-オフ 

1分 


撮影醜の確！ 

入 



2砂 


煩像パラ乂ーター 

10, +， - 


affil 1:15:212:3 

四±0 

电つん 

• 2+— 

凶32 

85.11 MB 四 

100 


- AEB ステップ量 
(一 72) 


I CF 力ード残量（一 44) 

撮影可能残りコマ数 (-12. 44) 


I 

ISO 感度 (-45) 


設定内容を表示ずる 

参 〈INFO.〉 ボタンを巧します。 

♦ 液晶モニターにカメラの設定内容び表示さ 
れます。 

♦ 再度 〈INFO.〉 ボタンを巧すと液晶モニタ 
一び消えます。 



0 再生時の画像情報表示については、「撮影画像の情報表示を入/切する」 (-94) 
を参照してください。 
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咳] 測光モードの還択 


測光ち式には、評価測光、部分測光、中央部重点平均測光の3つのち式があります。 

簡単撮影ゾーンでは評価測光に自動設定されますが、応用撮影ゾーンでは測光モードを選ぶ 
ことがでさます。 






f 

1 J 

4^阻 

峰! 

1.3.1.2+ 


〈胃〉ボタンを押ず 


(© 6 ) 


1 


測光モードを選ぶ 

峰 表示パネルを見なびらを回します。 
価測光 
[〇_\ :部分測光 

で 

C 1:中央部重点平均則光 


シャッターボタンを半巧しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


m <〇> を回すと、内蔵/外部スト□ボの調光補正 (-85) の設定になります。 


己己 






















測光モードの種類 

[回：評価測光 


逆光撮影を含む一般的な撮影に適しています。ファ 
インダー視野を3已分割して、3つの AF フレームそ 
れぞれに連動した評価測光を行います。ファインダ 
一内に占める被写体の位置、明るさ、背景、順光、 
逆光など複雑な光の要素をカメラび判断し、主被写 
体を常に適正な露出にします。 

♦ 手動ピント合わせ時は常に中央の AF フレームを 
基準とした評価測光になります。 


回：部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮影 
に有効です。ファインダー中央部の約9.己％の範囲 
を測光します。 

参 部分測光の測光範囲はほぼ左図の範囲となりま 
す。 


[] :中央部重点平均測光 

フアインダー中央部に重点を置いて画面全体を平均 
的に測光します。 
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ドライブモードの選択 


ドライブモードにはじ(下の3つの方式びあります。 

□ 1コマ撮影：シャッターボタンを巧すと1コマ撮影します。 

马1連続撮影：シャッターボタンを巧しつづけている間、連続撮影がでさます。 

&セルフタイマー撮影：シャツターボタンを押すと約1日秒後に撮影されます。 (-75) 


連続撮影コマ数 
約（コマ/秒） 

連続撮影時の最大撮影可能コマ数 
約（コマ） 

ONE SHOT 

Al SERVO 

ONE SHOT Al SERVO 

3 

2.5 

8 


記録画素/圧縮率 


Ld Lar 呂 e/hine 


LM Lar 呂 e/Normal 


MJ Middle/hine 


Middle/Normal 


SJ Small/Fine 


SM Small/Normal 


RAW 


連続撮影コマ数は、当社試験基準によります。 （ 1/2已日秒上、に01日日設定時） 

〈 DRIVE 〉 ボタンを押す (( 2 ) 6 ) 






ドライブモードを選ぶ 

♦表示 パネルを見なびら〈む^〉または 


<〇> 

を回します。 

同 

t 

:1コマ撮影 


:連続撮影 

t 

み 

:セルフタイマー撮影 


シャッターボタンを半押しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


CF カードの空さ容量び少なくなり、撮影でさる残りコマ数び8コマ下になった 
とさは、連続撮影でさないことびあります。 
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ドライブモ~ドの選択/ WB ホワイトバランスの選択 



•連続 撮影した画像は、一度カメラの内部メモ U —に保をしてから、順次 CF カー 
ドに記録するため、連続撮影で内部メモ U —びいっぱいになると、表示パネル 
とファインダー内に 「 buSy 」 び表示され、一時的に撮影びでさなくなりま 
す。 CF カードの記録経過にともない、次の撮影びでさるようになりますので、 
シャッターボタン半押しでファインダー内に表示される「連続撮影時の最大撮 
影巧能コマ数」（ I 弓〜日）で、そのとさ撮影でさるコマ数を確認してください。 
なお、「連続撮影時の最大撮影可能コマ数」は、 CF カードを入れていないとさ 
にも表示されますので、 CF カードび入っていることを確認してから撮影してく 
ださい。 

•内部 メモ U —から全ての撮影画像び CF カードへ保をされる前（アクセスランプ 
点滅中）にシャッターボタンを半押しすると、 CF カードへの保存び一時的に中 
止されます。 

•ファインダー内と 表示パネルにび表示されたときは、必ずアクセ 
スランプの点滅び消えてから、 CF カードを交換してください。 


WB ホワイトバランスの 選択^^ ■ 


ホワイトバランスには、オート、太陽光、くもり、電球、堂光な、スト□ボ、マニュアルの7 
種類があります。簡単撮影ゾーンではオートに自動設定されますが、応用撮影ゾーンでは7種 
類のホワイトバランスの中か5選ぶことがでさます。 





み 1 


f 、 

し J 

1 



1 J 

ONE SHOT 



4^ 





1 


ホワイトバランスを選ぶ 

参 サブ電子ダイヤルスイッチを 〈 ON 〉 にし 
ます。 

• 表示パネルを見なびら〈〇〉を回します。 
♦ シャッターボタンを半巧しすると、撮影準 
備状態に戻ります。 


オート 



AWB 


太陽光 くわり 



電球 堂光灯 スト□ボ マニュアル 

、ん \\|// # ■ 

ホ ー 旅 ー ター！^ つ 


胃〈溢〉を回すと、 AF モードト 48) の選択になります。 
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ホワイトバランスの種類 

光源中に含まれる RGB3 原色（ホ•緑•青）の構成比は、色温度によって変化します。色温 
度が高い場ちは、青の要素が強くなり、色温度び低い場をは、ホの要素び強くなり、赤一才 
レンジ^黄^白^青白と変化していさます。例えば、白熱電球下で白い被写体を撮影すると 
ホみを帯びた画像になり、堂光灯下では緑っぽい画像になります。 

人間の目には、照明する光が変化しても、白い被写体は白に見えるという順応性があります。 
フイルムを使用するカメラでは、色補正のフイルターをつけたり、フイルムを交換して調整 
しますが、デジタルカメラの場をは、ソフトウIア的に色温度を調整して、被写体に含まれ 
る色の基準となる白を決め、白を基準に色を補正して自然な色をいで撮影することがでさま 
す。 

〈四 i 虹〉は、撮影する場所の光源にあわせて自動的にホワイトバランスを調整しますが、希 
望どおりの画像が撮影でさないとさは、〈囚5虹〉 L ソ外に設定して撮影してください。 


マーク 

設定条件 

色温度 /K (ケルビン） 


カメラの設定にまかせて撮影するとさに選びます。 

約3000〜7000 

-朱 

晴天の屋外で撮影するとさに選びます。 

約已200 

A 

曇天や曰陰、薄暮、夕焼け空などで撮影すると 
さに選びます。 

約6000 

米 

白熱電球の照明で撮影するとさに選びます。 

約3200 

心 

//1\\ 

白色壁光灯の照明で撮影するとさに選びます。 

約4000 

夕 

スト□ボを使用して撮影するとさに選びます。 

約6000 


基準となる白い被写体を撮影し、この画像から 
ホワイトバランスデータを取り込むことで、そ 
の場の撮影環境に最適なホワイトバランスを設 
定することびできます。 (-60) 

約2000〜] 0000 


3撮影目的に合わせた応用撮影 
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MENU 


マニュアルホワイト/巧ンスの醜 


マニュアルホワイトバランスは、ホワイトバランスの基準となる白い被写体を撮影し、その 
画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り込み、ホワイトバランスを設定します。 



部分測光範囲マーク 


白い被写体を撮影する 

•実際の 撮影と同じように、白い被写体を撮 
影します。 

• 部分測光範囲マークの領域全体に、白い被 
写体びくるように撮影します。 

•撮影 モード（一] 4) はどのモードでちか 
まいません。 

♦ 白い被写体び標準露出なるよラに撮影しま 
す。露出びアンダー、またはオーバーにな 
ると正確なホワイトバランスび設定されな 
いことびあります。 


AE 喊を 

-2. 1 .§ 

P . し2+口 

ISO 感度 

100 1 


表示パみレ照日月 

切 


電子音 

入 


1 IM - W 晒像選択 1 1 

煩像パラ)(-夕- 
画像プ□テクト 

標を 

■ 


、 メニューか5 [ M - WB 画像選択]を 
^ 選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

♦ <〇> を回して [ M-WB 画像選択]を選 
び、<@>を押します。 





画像を選択ずる 

♦ <〇> を回して手順1で撮影した画像を選 
び〈@〉を巧します。 

♦設定び 終了すると、メニューに戻ります。 
争 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと画面び消え、 
メニューび終了します。 


< Wb > ボタンを}甲す ( 66 ) 
マニュアルホワイトバランスを選ぶ 

<〇> を回して[じん]を選びます。 
マニュアルホワイトバランスび設定されます。 
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EMQ マニュアルホワイト J (ランスの設定/表示ノてネル照明 



0 参 基準となる白い被写体には、無地の白い紙などをおすすめします。 

•ホワイト バランスデータとして取り込まれるのは、部分測光範囲マーク（一 13) 
の領域です。 

♦ 各撮影環境で撮影した白い被写体の画像を CF カード内に記録しておさ、撮影の 
際に、この撮影画像を [ M - W 巨画像選択]で選ぶことで各撮影環境に最適なホ 
ワイトバランスを簡単に設定することびでさます。 

参 工場出荷時のは、〈米〉と同じホワイトバランスデータび設定されて 
います。 


表巧パネル照明 


表示パネルには照明機能び付いています。〈@〉を押すたびに照明が点いたり（約4秒間) 
消えたりします。暗い場所で表示パネルび見にくいとさにご利用ください。 

表示パネルの照明は撮影終了後、約2秒で自動的に消えます。 


記録画素/圧縮率 
赤匯和機能 

AE 喊を 

ISO 感度 


■ 

4 

陵示パみレ照日月 

切 


1 

電子音 

>入 



M - 曜像選択 





メニューか!5 [表示パネル照明]を 
選び、表示パネル照明を設定する 

参 く MENU > ボタンを押します。 

# <〇> を回して[表示パネル照明]を選 
び、 <©> を押します。 

• 〈〇〉を回して[入]を選び、〈毎)〉を 
押します。 

吟 表示パネル照明び設定され、メニューに戻 
ります。 

• < MENU > ボタンを押すと画面び消え、メ 
ニューび終了します。 



表示パネルを照明ずる 

• <©> を押します。 

♦ 再度く®〉を巧すと消好します。 

• 表示パネルび照明されている間に撮影系の 
ボタン . ダイヤルを操作すると、照明時間 
び延長されます。メニュー-再生系のボタ 
ンを巧すと消灯します。 


0 参 C . Fn -] 2-1 〜3を設定しているときは、〈@)〉で消灯はできません（自動消灯)。 
• 表示パネルを照明した状態で撮影すると、撮影時間中は照明び点いたままにな 
ります。 

• 全ての撮影モードで機能します。 
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P プ□グラム AE で撮る 

<D> と同じように気軽に撮影することびでさま 
す。被写体の明るさに応じてカメラびシャッター速 
度と絞り数値を自動設定します。これをプ□グラム 
AE といいます。 

* P は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

*AE は 、 Auto Exposure (才ートエクスポージヤ 
一）の略で自動露出のことです。 




モードダイヤルを 〈P〉 にする 




ピントを合わせる 


• シャッターボタンを半押しします。 

吟 ピントび合うと、ピントを合わせた AF フ 
レームび一瞬ホく光ると同時に「ピピッ」 
と電子音び鳴り、ファインダー内ち下に合 
焦マーク〈•〉び点好します。 



表示を確認する 

シャッター速度と絞り数値び自動的に決ま 
り、ファインダー内と表示パネルに表示さ 
れます。 


参 シャッター速度と絞り数値び点滅していな 
ければ、適正露出です。 

♦ 点滅したとさは「露出警告表示一覽」 

卜 128) を参照してください。 



4 撮影する 

•構図を 決め、シャッターボタンを全押しし 


ます。 
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P プ□グラム AE で撮る 


ドと〇 (全自動）の違い 

♦ 〈 P 〉 と〈仁)〉は自動的に決まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせは同じです。 
♦ 〈 P 〉 では次の機能を使用できますび、〈〇〉ではできません。 


• 内蔵スト□ボの強制発光/発光禁止 
• 調光補正 

• EX シ U —ズスピードライト使用 


• AF モードの選択 

• AF フレームの 任意選択 
• 測光モードの選択 

• ドライブモードの選択 
• プ□グラムシフト 

• <*> ボタンによる AE □ック 
• 露出補正 

• AEB 

• 被写界深度確認 


-八イスピードシンク □ 
- FE □ック 
• 光量比制御 
- FEB 

• 後幕シンク □ 

• モデ U ング発光 


• カスタム機能 


プ□グラムシフトについて 

プ□グラム A 曰ま自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わせ（プ□グラム) 
を、同じ露出のままで自由に変えることびできます。これをプ□グラムシフトといいます。 

プ□グラムシフトはシャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッター速度または絞 
り数値になるまで〈む^〉を回して行います。 

♦ プ□グラムシフトは撮影後、自動的に解除され元のプ□グラムに戻ります。 

♦ス ト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 
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Tv シャッター速度をミ夫めて撮る 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じて、カメラび適正露出になる絞り数値 
を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいます。 

シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をと5えることがでさ、シャッター 
速度を遅くすると、流動感を表現することびでさます。 

*Tv は、 Time value (タイムバリユー)の略で時間量のことです。 


速いシャッター速度 



遅いシャッター速度 




3 ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半巧しします。 
峰 絞り数値び自動的に決まります。 



A 表示を確認して撮影する 

t • 絞り数値び点滅していなけ f 


絞り数値び点滅していなければ適正露出で 
す。 

構図を決め、シャッターボタンを全押しし 


ます。 
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Tv シわッ ター速度を決めて撮る 


使用レンズの一番ルさな絞り数値（最大 
□径/開放絞り）び点滅するとさは、露 
出アンダー（露出不足）です。点滅び止 
まるまで〈^〉を回してシャッター 
速度を遅くしてください。 

使用レンズの一番大さな絞り数値（最小 
□径/最ル絞り）び点滅するとさは、露 
出オーバー（露出過度）です。点滅び止 
まるまで く泣 〉を回してシャッター速 
度を速くしてください。 


0 シャッター速度の表示 

シャッター速度は]/2段ステップに設定することびできます。表示されたシャッ 
ター速度の4日日日から4までは分数の分母を表しています。例えば12已は1/12已 
秒を表しています。また、日" 7は日.7秒を、]已"は1己秒を表しています。 

4000 3000 200015001000 750己00 350 250180 
] 2已9日目日4己3日2日15 ] 日8 6 4日" 3日"己日" 7 
]■’ 1" 已 2" 3" 4" 6" 8"] 日"]己" 2日" 3日" 

、\&//テレビ画面をきれいに写すには、シャッター速度を]/ I 己秒にします。このとき 
は王脚を使用してください。 


シャツター速度の設定を1/3段ステップに変更することびできます。 
( C . Fn -4- l 一1 18) 



W BsiBRnlldlllHU 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


6己 



Av 絞 0 を決めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じて、カメラび適正露出になるシャッター速度 
を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。 

絞り数値をルさくする（絞りを開く）と、背景をぼかした美しいポートレートび撮影でさま 
す。絞り数値をルさくするほど背景はぼけます。絞り数値を大さくする（絞りを閉じる）と、 
奥行さのある風景の手前か5遠くまでが鮮明に写ります。絞り数値を大をくするほど鮮明に 
写る範囲が広くなります。 

*Av は 、 Aperture value (アパチヤーバリュ ー） の略で開□量のことです。 



ルさい絞り数値 大さい絞り数値 



モードダイヤルを 〈 Av 〉 にずる 


020 

1 1 

: W 


い【口 1 

一、 面 

ONE SHOT 


■ 苗 -2 叫 .1.2+ 


^ 絞り数値を選ぶ 

^ を回します。 


3 ピントを合わせる 

• シャッターボタンを半押しします。 

時 シャッター速度び自動的に決まります。 



4 


表示を確認して撮影する 

• シャッター速度び点滅していなければ適正 
露出です。 

♦構図を 決め、シャッターボタンを全押しし 


ます。 
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Av 絞り を:ぶめて撮る/被写界深度を確認する 




•シャッター 速度の3日"び点滅するとさ 
は、露出アンダー（露出不足）です。点 
滅び止まるまで〈む^〉を回して絞り数 
値をルさくしてください。 

• シャッター速度の4日日日び点滅している 
とさは、露出オーバー（露出過度）です。 
点滅び止まるまで く滋 〉を回して絞り 
数値を大さくしてください。 


0 絞り数値の表示 

絞り数値は]/2段ステップで設定することびでさます。数字び大さくなるほど、レ 
ンズの絞り径はルさくなります。表示される絞り数値はレンズによって異なります。 
1.01.21.41.8 2.0 2.5 2.8 3.5 4.0 4.5 5.6 6.7 8.0 
9. 已]]]3 ]6 ]9 22 27 32 38 4己己4 64 76 91 
カメラにレンズび付いていないとさは「日日」を表示します。 


mn 争 絞り数値の設定を1/3段ステップに変更することびでさます。 

( C . Fn -4- l 一] 18) 

♦スト □ボ撮影時のシャッター速度を1/2日日秒に固定することびできます。 
( C . Fn -6 -l 一] 2日） 


被写巧深度を確認する 



絞り込みボタンを押すと、そのとさ設定され 
ている絞り数値まで絞り込み、ピントの合つ 
ている範囲をフアインダーで確認することび 
でさます。 



応用撮影ゾーンで使用でさます。 

〈 A - DEP 〉 では、シャッターボタンを半押しした後で有効になります。 

絞り込みボタンを押すと、露出び固定された （ AE □ック）状態になります。 
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M 自分で露出を決めて撮る 



カメラまかせではなく自分でシャツター速度や絞り 
数値をみめて撮影をするとさに設定します。シャツ 
ター速度と絞り数値の適切な組み合わせは、露出レ 
ベルで確認します。 

* M は 、 Manual (マニュアル）の略です。 




500 

fM~ir 


-») 

4^ 


が理 

(5 _ J [ONE SHOT 

困!~ 

-2.1.V ぶ 


I > 絞り数値を設定ずる 

I ^ • サブ電子ダイヤルスイッチを〈01\1〉にし 

I て〈〇〉を回します。 


4 ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しします。（公 4) 
峰 ファインダー内と表示パネルに露出値び表 
示されます。 


着 露出レベルマーク〈自〉で標準露出からど 
のくらいずれているか確認することびでさ 
ます。 
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M 自分で露出を巧めて撮る 


標準露出 "2 •し @,1,2+ 

■ 

露出アンダー "2.1 •尽 •！ .2+ 

■ 

露出才ーバー —2 • 1•巧 • 1 • 2+ 


5 


露出を決める 

♦任意の シャッター速度、絞り数値を設定し 
ます。 


露出を決めるとさの基準です。 

シャッター速度を遅くするか、絞り数値をルさくします。 

シャッター速度を速くするか、絞り数値を大さくします。 

•露出 レベルマーク〈■〉び〈2+〉または 
<-2> の位置で点滅しているときは、露出 
び〈2+〉または〈-2〉を超えていること 
を示しています。 


6 


撮影する 

♦構図を 決め、シャッターボタンを全押しし 
ます。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 


PWm シャッター速度、絞り数値の設定を]/3段ステップに変更することびでさます。 
( C . Fn -4- l 一1 18) 
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A - DEP おくか 5 ii くまでピントがさ:)た酿を撮る 国 

たくさんの人で記念撮影をしたり風景を撮るとを、自動的に近くか5遠くまでピントを合わ 
せて鮮明な画像を撮ることがでさます。3つの AF フレームでと5えた被写体のラち、近いと 
ころか5遠いところまで鮮明に写ります。 

参 シャッター速度や絞り数値を任意に変更することはでさません。遅いシャッター速度が設 
定されることもありますので、兰刷の使用をおすすめします。 

♦ レンズの フオー カスモードスイッチが 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） になっていると 〈 A - DEP 〉 撮影 
はでさません。フオーカスモードスイッチを < AF > にして<ださい。 

* A . DEP は、 Auto-Depth of field (才ートデプスオブフイールド）の略で自動被写界深度の 
ことです。 



モードダイヤルを 〈 A . DEP 〉 にずる 



ピントを合わせる 

參 AF フレームを被写体に合わせて シャツ タ 
ーボタンを半押しします。 ((2)4 ) 

参 一瞬ホく光った AF フレームに重なってい 
る被写体から被写体までの間びピントび合 
ラ範囲です。 

♦ 露出び表示されている状態でピントの合う 
範囲を事前に確認することびでさます。 
(一 67) 

♦ 左の作例写真の場合、左手前の被写体から、 
ち奥の被写体までび鮮明に写ります。 


^ 表示を確認して撮影ずる 

^ % 絞り数値び点滅していなければ適正露出で 
す。 

参 シャッターボタンを全巧しします。 


絞り数値び点滅するとさは、露出は合っていますび、希望したピントの深さび得ら 
M れません。レンズを広角にするか、被写体から離れてやりなおしてください。 


H ^ AF モードの設定にかかわらず 、 ONE SH 日 TAF での撮影になります。 

参 スト□ボを使用したとさは〈 P 〉 のスト□ボ撮影と同じ結果になります。 
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自分の巧みに露出を補正ず る^ 

カメラが決めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。明るめ（プラス 
補正）に撮影したり、暗め（マイナス補正）に撮影するときに行います。補正量は1/2段ス 
テツプ±2段の範囲です。 



btj tlJJ , VS'll 


い 1口 1 

图 

one SHOT' I 
1• 巧 JJ+I 


I サブ電子ダイヤルスイッチを 〈 ON 〉 
I にずる 

2 ピントを合わせ、露出表示を確認する 

♦シャッター ボタンを半巧しして、表示を確 
認します。 ((2)4 ) 




補正量を設定ずる 

• 表示パネル、またはファインダー内表示を 
見なびら〈©〉を回します。 

♦ <〇>の操作はシャッターボタン半押し 
中か、シャッターボタン半押し後 （04) 
作動中のみ有効です。 


♦ 「+」はプラス補正を、「一」はマイナス 


補正を示します。 


-2.1 •巧 .1.2+ 

マイナス補正 ^ ^ プラス補正 


♦ 設定した補正量はメインスイッチを 〈 OFF 〉 
にしても記憶されています。 

♦ 露出補正を解除するとさは、補正量を標準 
露出指標〈@〉の位置に戻します。 


撮影する 


0 •補正 量を設定したあと、サブ電子ダイヤルスイッチを 〈 OFF 〉 にすると、〈©〉 
び不用意に動いて補正量び狂うのを防ぐことびでさます。 

•撮影 モードび 〈 M 〉 のとさは、自分で露出（シャッター速度と絞り数値の組み 
合わせ）を決めるため、露出補正はでさません。 


aaa 露出補正量の設定を i /3段ステップに変更することびできます。 
(C.Fn-4-l 一 ] 18) 
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MENU 


露出を卽脚こ変えて撮る/ AEB 撮影 


1/2段ステップ±2段の範囲で、自動的に露出を変えながら3コマの画像を撮影することがで 
きます。これを AEB (Auto Exposure Bracketing ) 撮影といいます。 



標準露出の) 




プラス補正 （+ 1 .0) 


マイナス補正 (-1.0) 



" Z.l .®. l . z + :標準露出 

-2.1 •巧 •し2+ :マィナス補正 
"2.1 :プラス補正 


AEB 撮影の解除 


メニューか5 [ AEB 設定]を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して [AE 巨設定]を選び、 
<©> を巧します。 


1 


AEB ステップ量を設定する 

• <〇> を回して AEB レベルを設定し、 
<©> を押します。 

• AEB び設定され、メニューに戻ります。 
♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと画面び消え、 

メニューび終了します。 



撮影する 

時 標準露出^マイナス補正^プラス補正の順 
に撮影されます。 

時 設定しているドライブモード（一己 7) に 
従って撮影されます。 

参 連続撮影でシャッターボタンを全押しし続け 
ると、3コマ連続撮影して自動停止します。 

参 セルフタイマーを併用したとさは、 ] 日秒 
後に自動的に3コマ連続撮影されます。 



ISO 感度 
表示パみレ照朋 


電子音 

M - W 晒像選択 


♦手順] と2の操作で AE 巨ステップ量を〈ミ〉に 
します。 

♦ メインスイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、スト □ 
ボ充電完了、バッテ U —や CF カードの入れ換え 
で自動解除されます。 
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mss 露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 


スト □ ボ撮影およびノりレブ撮影との併用はでさません。 

カスタム機能 C . Fri -3- l でミラーアップを設定した状態で AEB 撮影する場合、 
ドライブモードを連続撮影にしてち]コマ撮影となります。 


3コマの連続撮影び終わるまで表示パネルの く ％〉マークとファインダー内 
の〈*〉び点滅して AEB 撮影中であることを知らせます。 

ドライブモードび]コマ撮影の場合は、シャッターボタンを3回押して撮影し 
て < ださい。 

連続撮影中にファインダー内情報は表示されません。 

マニュアル露出の AEB 撮影では、シャッター速度び変化します。 

AEB と露出補正を組み合わせて使用することびでさます。そのとさ、露出レべ 
ルの表示範囲を超える露出補正をすると、ファインダー内の表示は次のように 
なりますび、撮影は設定どおりに行われます。 

< PX〈Tv〉、<AvX <A-DEP> の場合 


-2.1.?.1.2 + 

盡盡幽 

- 2 . 1 .?. 1 . 2 + 


- 2 . 1 .?. 1 . 2 + 

II I 


- 2 . 1 .?. 1 . 2 + 


:±]段の AEB を設定した状態 
:一]段の露出補正をした状態 
:一].已段の露出補正をした状態 
: 一2段の露出補正をした状態 


〈 M 〉の場合 

+ :中必の露出び適正露出に対して一2段の状態 

"2i1 ifil ■2'^ 

i i :中必の露出び適正露出に対して一2段を超える状態 

-2.1.V.1.2 + 


AE 巨の設定を]/3段ステップに変更することびできます。 ( C . Fn -4- l I 8) 
そのとさの表示ノ くネルの AEB 表示は次のよラになります。 

• 1/3段の AEB を設定した場合 

-2.1.5).1. 2+ . 1 /っ -2.1 •巧•し2+ .,]/ っ 

. 2/3段の AEB を設定した場合 

—2 •，し趴1 • 2+ ■ _ 2/3 -2.1 •@•1.2+ ■ +2/3 

撮影順序をマイナス補正^標準露出^プラス補正の順に変更することびでさま 
す。 （ C . Fn -7 一] 2日） 
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* 露出を固定して撮る/ AE ロックで撮る 国 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることがでさます。これを AE □ック撮影 
といいます。最初に露出を決めたあとで構図を変える必要びある撮影にご利用ください。逆 
光下での撮影などに有効です。 

争 AF フレームの選択と測光方式の組み合わせにより AE □ックの効果は変わります。（一 129) 

I 露出を合わせたい被写体にピントを合 
■ゎ せる 

今 ファインダー内に露出値び表示されます。 

<*> ボタンを押す 

♦ ファインダー内に〈*〉び表示され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 ((2)4) 

♦ 〈*〉ボタンを巧し直すたびに、その時 
の露出値を AE □ックします。 





pnn <*> ボタンの代わりにシャッターボタン半押しで AE □ックを行い、〈关〉ボ 
タンでピントを合わせることびできます。に. Fri -2-] 一]] 8) 
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& セルフタイ 7 —撮影 


セルフタイマーは記念撮影などに使用します。簡単撮影ゾーンでも応用撮影ゾーンでも使え 
ます。セルフタイマー撮影をするとさは与脚をお使いください。 



セルフタイ7—を選択する 

鲁 〈 DRIVE 〉 ボタンを押し（©6 )、< 心 
を回して〈&〉を選択します。 



1 


ピントを合わせる 

♦ 合焦マーク〈•〉の点灯と露出表示を確認 
します。 



3 


撮影ずる 

♦ シャッターボタンを全押しします。 

吟 電子音び鳴り、同時に赤目緩和ランプび光 
り、約]日秒後に撮影されます。 

始めの8秒間：ゆっくりピッ、ピッ音 
/ラ、ノプ占;咸 

最後の2秒間：早くピピピ音/ランプ点打 

吟 セルフタイマー作動中は、表示パネルに撮 
影されるまでの秒数び減算で表示されま 
す。 

参 途中で中止するとさは、 〈 DRIVE 〉 ボタン 
を押します。 


レンズの前に立ってシャッターボタンを巧すと、ねらった被写体にピントび合わ 
なくなります。 


ピントび合ったとさの電子音やセルフタイマー撮影時の作動音の[入]/ [切] 
を設定することびできます。（一]] 4) 

自分一人だけをセルフタイマーで撮るとさは、自分び入る位置とほぼ等しい距 
離にあるものにフオーカス□ック（一已 2) して撮影します。 

U モートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売）、タイマ ー U モートコント□-ラー TC - 
8日 N 3 (別売）を利用するとカメラから離れたところから撮影することびでさ 
ます。 


3撮影目的に合わせた応用撮影 
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& セルフタイマー撮影 


アイヒースカバーを使つ 

セルフタイマーや IJ モートスイッチ（別売）を使うとさなど、ファインダーから目を離した 
状態で撮影すると、ファインダーから入った光で露出び狂うことびあります。そのようなと 
さは、ファインダー接眼部にアイピースカバーを取り付けてください。 



J アイカップを外す 

I ♦ アイカップの両脇をつまんだまま引き上げ 
て取り外します。 


アイピースカバーを接眼部に取り付 
ける 

♦ アイピースカバーはストラップのベルト部 
分の端にあります。 
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長時間露光（バルブ） 撮影^ 

シャッターボタンを巧している間、シャッターは開いたままになり、シャッターボタンから 
指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や巧乂など長時間の露光が必要な 
とさに設定します。 


モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 



い 1 口 1 

图 

■，リ '--' 

4«] 

1 画。 T ’ 


1 


シャツター速度を「と…しと《」にする 

•表示 パネルを見なびら〈む^〉を回して 
「 buLb 」 を選びます。 

♦ 「ぶ;…」の次び rbuLbJ です。 





buL fe td.u [ H8] 

A L I 戸 I [ONE SHOT 


■リ） 

4 »] 


函 


3 絞り数値を設定ずる 

♦ <〇> を回します。 


4 


撮影する 

• シャッターボタンを全押しします。 

吟 撮影中は表示パネルに露光経過時間び表示 
されます。 （1 〜999秒まで表示） 

• 露光はシャッターボタンを巧している間だ 
け行われます。 


表示パネルの露光経過時間は、最大999 (秒）までしか表示されません。正確な 
M 露光時間は、撮影画像の情報表示で確認してください。い 94) 


0 リモートスイッチ RS -8 日 N 3 (別売)、タイマーリモートコント□ーラー TC -8 日 N 3 
访 IJ 売）を使用すると、シャッターボタンを押し続ける必要はありません。 
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5 ラーアップ撮影 

カスタム機能 C.Fn-3-l 卜 118) を利用して、ミラーアップと露光を別々に行う、ミラーア 
ップ撮影がでさます。ミラーショックが気になる近接撮影や超望遠レンズを使用するとさに 
活用してください。 

•ミラー アップ撮影にはリモートスイッチ RS-8 日N3 (別売）の併用をおすすめします。 



シャッターボタンを全押しする 

蜂 ミラーアップします。 

♦ ミラーアップしてから約3日秒経過すると、 
ミラーは自動的に下びります。3日秒内 
に撮影してください。 


^ 再度シャッターボタンを全押しずる 

ム •撮影び 行われ、ミラーび下びります。 

•ちう 一度撮影するとさは、手順]から行い 
ます。 


• ミラーアップ撮影ではレンズを太陽に向けないでください。太陽の熱でシャッ 
W ター幕び焼けて損傷する恐れびあります。 

♦バルブ 撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影するとさ、セルフタ 
イマー作動中にシャッターボタンから指を離すと、シャッターび切れたような 
音びしますび実際は撮影されていませんのでごを意ください。 



•ミラー アップ撮影は、ドライブモード（一己 7) の設定にかかわらず]コマ撮影 
になります。 

♦セルフ タイマーとミラーアップ撮影を併用すると、はじめのシャッターボタン 
全押しでミラーび上びり、2秒後に撮影されます。 
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スト□ボを巧つた 

撮影 


内蔵スト□ボ、または EOS 専用 EX シリーズスピードライトを使用す 
ると、 E - TTL 自動調光（プリ発光•記憶式評価調光）により、通常 
の AE 撮影と同じ感覚で、主被写体重視の自然で雰囲気のあるスト □ 
ボ撮影を簡単に行うことができます。 



この章では内蔵スト□ボ、 EOS 専用スピードライト已己 OEX 、 およ 
びミ凡用スト□ボを使用した撮影のそれぞれについて説明しています。 



内蔵ストロポ撮 影^^^ 

内蔵スト□ボを使用すると、通常の AE 撮影と同じ感覚で、次のスト□ボ撮影を簡単に行ラこ 
とがでさます。 

• E-TTL 自動調光撮影 

E-TTL 自動調光（プ U 発光•記憶式評価調光）により、 AF でピントを合わせた被写体に最適 
なスト□ボ光を与えます。 

♦ FE (Flash Exposure ) □ック撮影 （一 84 ) 

被写体の任意の部分のスト□ボ露出を適正にする、 FE □ック撮影びでさます。この FE □ック 
は、スト□ボ光の AE □ック機能です。 

♦ス ト□ボ調光補正 い8已） 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を補正することびでさます。補正でさる補正量は 
1/2 段ステップ ±2 段の範囲です。 


簡単撮影ソーンでの内蔵スト□ホ}取影 

簡単撮影ゾーン «UX を除く）では、暗いときや日中逆光中には必要に応じてス 

卜□ボび自動的に上びって発光します。 


応用撮影ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

応用撮影ゾーンでは、明るさに関係なく、必要なときに〈夕〉ボタンを巧して内蔵スト□ボ 
を上げるだけでスト□ボ撮影びでさます。 

P :カメラまかせのスト□ボ撮影を行いたいとさに選びます。 

シャッター速度と絞り数値は〈〇〉（全自動）と同様、自動的にミ夫まります。 

Tv : ]/2 日日秒じ(下の任意のシャッター速度を設定したいときに選択します。 

設定したシャッター速度に対し、カメラの測光で適正露出となる絞り数値び自動設 
定されます。 

Av :任意の絞り数値を設定したいとさに選択します。 

夜景などを背景にした暗い場所では、主被写体も背景も適正露出となる、自動スロ 
ーシンク□撮影びできます。主被写体はスト□ボ光で、背景はス□ーシャッターに 
よる長秒時露光で適正露出になります。 

参自動ス□ーシンク□撮影では、シャッター速度び遅くなりますので、必ず兰脚 
を使用してください。 

M :シャッター速度も絞り数値も任意に設定したいとさに選択します。 

主被写体は、スト□ボ光で適正露出となります。背景の露出は、設定したシャッタ 
一速度と絞り数値によって変わります。 

A-DEP :〈 P 〉 と同じスト□ボ撮影結果になります。 
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内蔵スト□ボ撮影 


内蔵スト□ボの届く距離 


(EF24-8 已 mm F3 .已 -4 .已 USM 使用時) 


ISO 

WIDE: 24mm 

TELE: 85mm 

100 

約]〜 3.4nn 

約]〜 2 . 6m 

200 

約]〜 4.8m 

約]〜 3.7m 

400 

約]〜 6 . 8m 

約]〜已 .3m 

800 

約]〜 9.6m 

約]〜7.己 m 

1000 

約]〜1日. 8m 

約]〜 8.4m 


スト□ボ同調シャッター速度と絞り数値 


撮影モード 

同調シャッター速度 

絞り数値 

P 

1/2日日〜]/6日秒に自動設定され 

ます。 

E-TTL プ□グラムにより自動設定さ 

れます。 

Tv 

1/2日日秒！;(下の任意の値を手動で 

設定します。 

設定したシャッター速度に巧し、明 

るさに応じた値び自動設定されます。 

Av 

設定した絞り数値に対し、明るさに 

応じた値（:]/2日日〜3日秒）び自動 

設定されます。 

任意の値を手動設定します。 

M 

1/2日日秒下の任意の値を手動で 

設定します。 


Q スト黒產つ S 影 
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内蔵スト□ボ撮影 


〇 EX シ IJ ーズスピードライトを使用する (-86) ときは、内蔵スト□ボを収納 

W してから取り付けてください。 

被写体との距離び] mlU 内で内蔵スト□ボ撮影すると、画面の一部び欠け（ケ 
ラレ）て暗い画像になります。上離れて撮影してください。 

レンズフードを付けたまま内蔵スト□ボを使用すると、フードでスト□ボの光 
びケラレてしまいます。内蔵スト□ボを使用するとさは、必ずフードを外して 
<ださい。 

次のレンズを使用すると内蔵スト□ボの光びケラレることびあります。 

これらのレンズでスト□ボを使用するとさは EOS 専用外部スト□ボをおすすめ 
します。 

EF] 6-3 已 mm F2.8L USM, EF28-7 日 mm F2.8L USM などの大□径レンズ 
EF3 日日 mm F2.8L IS USM, EF6 日日 mm F4US USM などの超望遠レンズ 
内蔵スト□ボ照射角の広角側限界は焦点距離] 8mm までです。] 8mm 未満の 
広角レンズを使用すると、撮影した画像の周囲び暗くなります。 



E-TTL の曰ま、 Evaluative (エバ U ュエイティブ）の略で評価のことです。 

内蔵スト□ボを収納するとさは、指で押し下げます。 

内蔵スト□ボを使用して八イスピードシンク □ (FP 発光）撮影をすることはで 
さません。 

〈Tv〉、 〈 M 〉で1/2日日秒より速いシャッター速度を設定しても、自動的に 
1/2日日砂に設定されます。 

AF 撮影のスト□ボ露出は、常に撮影時の絞り数値を基準に、 AF フレーム連 
動-主被写体重視の E-TTL 自動調光で制御されます。 

内蔵スト□ボと EX シ U —ズスピードライトを同時に使用することはできませ 
ん/。 

ピントび合わせにくい状況では、 AF 補助光（一 33) び被写体に向けて自動投 
光されます（〈54〉、 く心 を除く）。 


PWra AF 補助光の投光/内蔵スト□ボの発光を禁止することびでさます。 

(C.Fn- 已一1 18) 

内蔵スト□ボのシンク□タイミングを後幕シンク□にすることびできます。 
(C.Fn-8-l 一12日） 

絞り優先 AE でスト□ボ撮影するとき、シャツター速度を1/2日日秒に固定する 
ことびできます。 （C.Fn-6-l 一12日） 
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内蔵スト□ボ撮影 


MENU 


赤目緩和機能を使ラ 


夜や暗い室内などで人物をスト□ボ撮影したとさに目がホく写ることがあります。これを「ホ 
目現象」といい、スト□ボの光が目の網膜に反射しておこります。赤目緩和機能を使ラと、ス 
卜□ボ撮影するときに目にやさしい赤目緩和ランプが点灯し、写る人の瞳孔をルさくして赤目 
現象を出にくくします。赤目緩和機能は〈；4〉、<'^> m がの撮影モードで機能します。 


記録画素/圧縮率 

Large 

J- 

1赤圏□機能 

切 


AE 喊を 

-2 •し2 

し1 

ISO 感度 

100 

■ 1 

表示パみレ照明 

切 


電子音 

入 


M - W 觸像選択 




I メニューか!5 [赤目緩和機能]を選 

■ぶ 


♦ 〈MENU〉 ボタンを押します。 

♦〈〇〉 を回して[赤目緩和機能]を選び、 
<©> を押します。 


記録画素/圧縮率 

与 

1赤目織 [] 機能 切 



A 比設走 

isoijt 

表示パみレ照日月 
電子音 

M - W 像選が 


、 赤目緩和機能を設定する 

A ♦ <〇> を回して[入]を選び、〈毎)〉を 
押します。 

蜂 赤目緩和機能び設定され、メニューに戻り 
ます。 

♦〈MENU〉 ボタンを巧すと画面び消え、 
メニューび終了します。 



シャッターボタンを半押しすると、ファインダー内に赤目緩 
和ランプ点灯表示び行われます。 

この機能は、写される人びランプをを視していないと効果 
びありませんので、写される人びランプを見るよラに声を 
かけて < ださい。 

効果的なホ目絵和撮影のためには、約].日秒間のホ目総和 
ランプ点灯表示び消えてからシャッターボタンを全押しし 
て < ださい。 

赤目緩和ランプ点灯中でも、シャッターボタンを全押しす 
ると撮影でさます。 

赤目緩和機能は EX シ U —ズスピードライト使用時も機能し 
ます。 

赤目緩和効果の度合いには個人差びあります。 



ホ目緩和ランプ 
点灯表示 



室内を明るくしたり、写したい人に近づくとより効果的です。 
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内蔵スト□ボ撮影 


*FE □ック撮影 

FE (Flash Exposure) □ック撮影は、被写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影 
です。 FE □ックは応用撮影ゾーンで機能します。 










ファインダー内で〈み〉の点なを確 
認ずる 

応用撮影ゾーンでは〈夕〉ボタンを押して 
内蔵スト□ボを上げます。 


1 


ピントを合わせる 

• 露出を合わせたい被写体にピントを合わせ 
ます。 


> 被写体を中央の A 
■1^ せて〈关〉ボタシ 


F フレームに台ね 
ボタンを押す（な6 ) 


岭 スト□ボびプ U 発光し、被写体に必要な露 
出量を記憶します。 

吟 ファインダー内に〈关〉び点巧します。 

吟 中央の AF フレームび一瞬ホく光ります。 

峰 ファインダー内の表示び日.己秒間①のよう 
になり、そのあと③の表示になります。 

#< *〉ボタンを押し直すたびにプリ発光し、 
そのとさ必要な露光量を FE □ックします。 



A 撮影する 

' ♦構図を ミ3 


構図を決めて撮影します。 


^ 1 ^ 


被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとさはファインダー内に〈夕〉び点 
滅します。被写体に近づいてちラー度手順2〜4の操作をします。 
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内蔵スト□ボ撮影 



スト□ボ調光補正 


露出補正と同じ感覚で、内蔵スト□ボおよび EX シ U —ズスピードライトの発光量をカメラで 
補正することびでさます。設定でさる補正量は1/2段ステップ±2段の範囲です。簡単撮影ゾ 
ーンでは、スト□ボ調光補正はでさません。 




補正量を設定ずる 

• サブ電子ダイヤルスイッチを 〈ON〉 にし 
ます。 

♦ 表示パネル、またはファインダー内表示を 
見なびら〈©〉を回します。 

• 「+」はプラス補正、「一」はマイナス補 
止を TJX します。 

- 2.1 . 5 ). 1 . 2 + 

マイナス補正 邹 ■ ^ プフス補正 

♦ 設定した調光補正量はメインスイッチを 
〈OFF〉 にしても記憶されています。 

♦ 解除するときは、補正量を〈@〉の位置に 
おします。 


スト□ボの調光補正は、 EX シ U —ズスピードライトでも設定することびできます。 
Lll カメラ側と EX シ U- ズスピードライト側の両方で調光補正を行った場合は、スピ 
ードライト側の設定び優先され、カメラ側の設定は機能しません。 


pwm 参 調光補正量の設定を1/3段ステップに変更することびできます。 

(C.Fn-4-l 一1 18) 

♦ス ト□ボ露出自動低減制御を解除することびできます。 (C.Fn-1 日-1一12日) 


8己 
























EOS 専用化-ドライト日日 0 EX を使用した撮影 


キヤノンスピードライト已已日 EX を使用すると、内蔵スト□ボ撮影と同じ感覚で、より高度な 
スト□ボ撮影を簡単に行ラことができます。 


E - TTL 自動調光撮影 

E-TTL 自動調光（プ U 発光•記憶式評価調光）によ 
り、 AF でピントを合わせた被写体に最適なスト □ 
ボ光を与えます。暗いところでは、カメラを絞り優 
先 AE にすると自動ス□ーシンク□になり、主被写 
体ち背景ち適正露出の、雰囲気の良い自然な撮影を 
全自動で行ラことびでさます。 



♦八イスピードシンク □ ( FP 発光）撮影（一 88 ) 

3日秒から1/4日日日秒の全シャツター速度に同調する八イスピードシンク □ (FP 発光）撮影 
びでさます。 


♦ FE (Flash Exposure ) □ツク撮影 （一 89) 

被写体の任意の部分のスト□ボ露出を適正にする、 FE □ツク撮影びでさます。この FE □ツク 
は、スト□ボ光の AE □ツク機能です。 

♦スト□ボ調光補正い 89) 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量を補正することびでさます。設定でさる補正量は 
1/2段ステツプ±2段の範囲です。 

• FEB (Flash Exposure Bracketing ) 撮影（一 88 ) 

スト□ボ光の AEB である、 FEB 撮影を行うことびできます。設定できる補正量は、1/2段ス 
テツプ±3段の範囲です。 

• モデリング発光卜 89) 

スト□ボ撮影時の影の出かたや、多灯発光によるライティングのバランスを事前に確認する 
ことびでさます。 


♦ ワイヤレス多な ' E - TTL 自動調光撮影 い 89) 

カメラに直接取り付けたとさと同じ感覚で、上記のすべての機能を活用したワイヤレス多打 • 
E-TTL 自動調光撮影びでさます。接続コードび不要なため、自由で高度なライティングび巧 
能です。 


Q EZ/E/EG/ML/TL シ U- ズスピードライトによる自動調光撮影はできません。 



ピントび合わせにくい状況では、己己日 EX から AF 補助光び被写体に向けて自動 
投光されます。 

己日日 EX じ(外の EX シ U —ズスピードライトも使用できます。使用できる機能に 
ついては、スピードライトの使用説明書を参照してください。 
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EOS 専用スピードライト已已 OEX を使用した撮影 


全自動スト□ボ撮影 

ここでは、 〈 P 〉 （プ□グラム AE) と組み合わせた E-TTL 自動調光撮影について説明します。 
己日日 EX の操作については、已日日 EX の使用説明書を参照してください。 



モードダイヤルを 〈 P 〉 にずる 

曰曰 OEX のパイ□ツトランプの点な 
を確認する 

被写体にピントを合わせて撮影する 

• ファインダー内の〈夕〉の点好とシャツ 
ター速度、絞り数値を確認して撮影します。 


撮影モード別スト□ボ撮影 

〈 Tv 〉、 <AvX 〈 M 〉 の撮影モードと組み合わせたとさち、スト□ボを使用しない通常撮影 
と同じ操作で、 E-TTL 自動調光撮影を行うことびでさます。 

(1) シャッターボタンを半巧しすると、シャッター速度や絞り数値は、通常のスト□ボを使 
用しない撮影と同じようにカメラによって設定されます。 


撮影モード 

シャッター速度の設定 

絞り数値（調光絞り値）の設定 

Tv (シャッター優先 AE) 

手動 （3 日〜]/ 2 日日 秒） 

自動 

Av (絞り優先 AE) 

自動 （3 日〜]/ 2 日日 秒） 

手動 

M (マニュアル 露出） 

手動 （3 日〜]/ 2 日日 秒） 

手動 


※暗いところで 〈 Av 〉 を設定すると、シャッター速度び遅くなりますので、手ブレ防 
止のため、兰脚をお使いください。 


に）シャッターボタンを全巧しすると、 （1) で設定された絞り数値を基準にした「プ U 発 
光•記憶式評価調光」により、 E-TTL 自動調光撮影び行われます。 

(3) 背景の露出は、その時のシャッター速度と絞り数値の組み合わせによって決まります。 


胃 • <A-DEP >でスト□ボ撮影したときは、 〈 P 〉 と同じ撮影結果になります。 
じ!] •撮影 モードを簡単撮影ゾーン (-14) にしたときは、内蔵スト□ボを使用し 
たときと同じ感覚で、カメラまかせでスト□ボ撮影びできます。 


PWm ♦EX シ U- ズスピードライトの発光を禁止することびできます。 （C.Fn- 己-3一 
1 18 ) 

•絞り 優先 AE でスト□ボ撮影するとき、シャツター速度を1/2日日砂に固定する 
ことびでさます。 （C.Fn-6 一] 2日） 
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EOS 専用スピードライト日日 OEX を使用した撮影 



夫 H 八イスピードシンク □ (FP 発光）撮影 

己己日 EX を八イスピードシンク□モード 〈田!〉 にすると、1/2 日日 秒よりも速いシャッター速 
度び設定されても、自動的に全てのシャッター速度に同調する八イスピードシンク □ (FP 発 
光）撮影び巧能になります。八イスピードシンク□状態になるとカメラのファインダー内に 
< Vh >び表示されます。 

八イスピードシンク□撮影は次のような状況のポートレート撮影などで効果を発揮します。 

(1) 日中シンク□によるポートレート撮影で絞りを開いて（絞り数値をルさくして）背景を 
ぼかす。 

(2) 目にキャッチライトを入れる。 

(3) シャドー部に補助光を与える。 



通常発光 FP 発光 


FEB 撮影 

己日日 EX で FEB (円 ash Exposure Bracketing) <%>を設定すると、背景の露出を変えず 
に]/2段ステップ±3段の範囲で、自動的に発光量を変えなびら3コマのスト□ボ撮影を行う 
ことびでさます。 



標準露出の） マイナス補正 (-1.0) プラス補正 (+1.0) 


• FEB の設定は己日日 EX で行います。詳細は已日日 EX の使用説明書を参照してください。 
• ドライブモード（一己 7) は〈□〉 （1 コマ撮影）をおすすめします。 


gran FEB の設定を1/3段ステップに変更することびできます。 (C.Fn-4-l-l18) 
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EOS 専用スピードライト 550EX を使用した撮影 


关 FE □ック撮影 

FE □ック撮影の操作につしては、内蔵スト□ボの 「FE □ック撮影」卜 84) に準じます。 
なお、発光モードは、通常発光/八イスピードシンク □ (FP 発光）のどちらでを構いません。 
それぞれの発光モードに対応した FE □ック撮影びでさます。 



スト□ボ調光補正 


スト□ボ調光補正の操作については、内蔵スト□ボの「スト□ボ調光補正」 (-85) に準じ 


ます。 


モアリンク発力： 

スト□ボ撮影による被写体の影の出かたや、多好発光によるライティングのバランスを確認 
することびでさます。 


スト□ボ撮影のためのカメラとスト 
□ボの設定を確認ずる 



2 カメラの絞り込みボタンを押す 

♦ スト□ボび7日 Hz で約]秒間発光します。 


ワイヤレス多な- E-TTL 自動調光撮影 

マスタースト□ボ（己己日 EX、ST-E2) とスレーブに設定した已已日 EX を使用して、ワイヤレ 
ス多灯 • E-TTL 自動調光撮影を簡単に行うことびでさます。撮影する被写体に対して、マス 
タースト□ボを中/こ\に、スレーブ設定した己己日 EX を配置します。 

♦ このカメラは A タイプカメラです。詳細はマスタースト□ボの使用説明書を参照してくだ 
さい。 

マク aU ングライト MR-14EX、 マク□ツインライト MT-24EX をマスタースト 
lIlJ □ボとして、また、スピードライト42日 EX をスレーブスト□ボとして使用する 
ことちでさます。 
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讽用スト□ポを使用した 撮影^ 

同調シャッター速度 

ル型のミ凡用スト□ボは]/2日日秒下のシャッター速度で、スタジオ用の大型スト□ボは 
]/6日秒下のシャッター速度で同調撮影することびできます。なお、お使いになるスト□ボ 
びカメラに正しく同調するかどラか、あらかじめ確認してからお使いください。 

シンク□接点について 

シンク□接点を利用して、シンク□ケーブル付さのスト□ボを使用することびでさます。シ 
ンク□接点はケーブルの抜け落ちを防止する□ックねじ付さです。シンク□接点はX接点の 
みで、1/2日日秒下のシャッター速度に同調します。 

U ♦他社 製の特定のカメラ専用のスト□ボ（一般にホットシューに複数の接点を持 
W ってい ます）およびスト□ボ用付属品をお使いになると、カメラび正常な機能 

を発揮しないばかりでなく、故障の原因となることびありますのでごを意くだ 
さい。 

• スタジオ用大型スト□ボの機種の中には、 

シンク□コードの極性びこのカメラの極性 
と逆のちのびあります。この場合そのスト 
□ボは発光しません。スト□ボメーカーに 
相談されるか、市販の極性変換ケーブルを 
使用して極性を合わせてください。この力 
メラの極性はち図のようになっています。 

♦高圧 スト□ボをアクセヴ U —シューに取り付けて使用しないでください。発光 
しないことびあります。 


♦ア クセヴ U —シューとシンク□接点にそれぞれスト□ボを接続して、同時に使 
Ll|J 用することびでさます。 

♦ このカメラにはキヤノン EX シ U —ズスピードライトをお使いになることをお 
すすめします。 



TTL / A - TTL 自動調光スピードライトについて ■ 

• EZ/E/EG/ML/TL シ U- ズスピードライトを TTL/A-TTL 自動調光状態で使用すると発 
光しません。マニュアル発光で撮影してください（マニュアル発光機能を持つスピードラ 
イトのみ)。 

• 己已日 EX のカスタム機能 C.Fri-3-l を設定して、 TTL 自動調光になっているときは発光しま 
せん。 
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撮影画像の再を操作 



撮影した画像を見る方法や削除の方法、 DPOF に対応したプリンタ 
一やラボプリントサービスでプリントするための設定について説明 
Ly 9 〇 

また、テレビなどとの接続、日付•時刻の設定などについてもここ 
で説明します。 


他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラじ(外で撮影された画像や、このカメラで撮影した後にコンピューターな 
どで画像データを加工したりファイル名を変更した画像は、正常に表示できない場 
合があります。 


DPOF について 

DPOF (Digital Print Order Format ) は、デジタルカメラで撮影した画像の中 
からプリントしたい画像や枚数などの指定情報を CF カードなどの記録メディアに 
記録するための規格です。 

DP 日 F 対応のデジタルカメラでプリント指定すると、次のよラなことができます。 
DP 日 F 対応のプリンターに CF カードを入れるだけで、指定した通りにプリント 
でをます。 

ラボプリントサービスのお店にプリントを注夕する際、注文用紙にプリントし 
たい画像の指定や枚数などの記入が不要となります。 

* このカメラは 、 DPOF version 1.1 に対応しています。 



撮影した画像を見る 

撮影した画像は、液晶モニターで見ることびでさます。画像を見る方法は、1コマ表示、イン 
デックス表示、拡大表示があり、 〈 BIA 〉 ボタンで切り換えることびでさます。 

S 1コマ表示で見る 



画像を表示ずる 

秦 〈因〉ボタンを押します。 

時 最後に撮影された画像び表示されます。 


♦再度 〈田〉ボタンを押すと、液晶モニタ 
一び消え、再生び終了します。 



1 


表示画像を切り換える 

♦ <〇> を左に回すと、新しい画像から順 
蚕にちい画像び選択されます。 

• <〇> をちに回すと、ちい画像から順番 
に新しし Ml 像び表示されます。 


HA インデックス表示で見る 

1画面に9コマの画像を同時に表示します。 




〈因〉ボタンを押す 

唯 最後に撮影された画像び1コマ表示されます。 


2 インデックス表示にずる 

♦ 〈占]み〉ボタンを押します。 
時 インデックス表示になります。 


3 選択されている画像を切り換える 

吟 選択されている画像に緑色の枠びつさます。 


♦ <〇> を左に回すと、新しい画像から順 
番にちい画像び選択されます。 

♦ <〇> をちに回すと、ちい画像から順番 
に新しい画像び選択されます。 

♦ <iaA> ボタンを巧すと、選んでいる画 
像び拡大表示されます。]コマ表示にする 
には再度 〈HA〉 ボタンを押します。 

# 画像を見終わったら〈因〉ボタンを押し 
て液晶 モニターを 消します。 
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撮影した画像を見る 


田 A 撮影画像を拡大して見る 

撮影した画像を約3倍に拡大して見ることびでさます。 


国 


1コマ表示またはインデックス表示で、 
拡大したい画像を選択する （一 92) 


^ 画像を拡大する 

4 ♦ ] コマ表示のとさ 


拡大表示位置 



Iコマ表示のとさは2回、インデックス表示 
のとさは1回、〈田•み〉ボタンを押します。 

■4 選択した画像び約3倍に表示されます。 

吟 画像の中央部び最初に表示されます。 

吟 画面のち下に、現在の表示位置を示すアイ 
コンび表示されます。 

表示節囲を変える 

• <〇> をちに回すと、 

画像の中央から中央ち、 

左下の順に表示範囲び変 
わり、〈〇〉を左に回 
すと、画像の中央から中 
央左、ち上の順に表示範囲び変わります。 

• 画像を見終わったら〈田〉ボタンを押して 
液晶 モニターを 消します。 


T 


JUMP 撮影画像をジャンプずる 

画像をジャンプして表示します。 


: 

H •菊 





- ジャンプバー 



] 〇コ7 

一心 

現在の 


] 〇コ7 

前の画像 


画像 


後の画像 


1コマ表示またはインデックス表示 

(しする (— ►92) 

ジャンプ表示にずる 

♦ 〈JUMP〉 ボタンを巧します。 

# ジャンプバーび表示されます。 

ジャンプする 

• <〇> を回します。 

吟 ] コマ表示の場合、左に回すと前の]日コ 
マ目、ちに回すと次の]日コマ目の画像を 

峰 インデックス表示の場合、左に回すと前の9 
コマ、ちに回すと次の9コマを表示します。 
•〈JUMP〉 ボタンを押すとジャンプバー 
び消え、ジャンプび終了します。 

♦ 画像を見終わったら〈因〉ボタンを}甲します。 
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5撮影画像の再生操作 











































撮影した画像を見る 


INFO . 撮影画像の情報表示を入/切ずる 

液晶モニターに画像び表示されているとさに 〈INFO.〉 ボタンを押すと、画像の撮影情報び 
表示されます。画像情報は]コマ表示のとさのみ有効です。 


再生時の画像情報表示 

次のよラな内容の情報び表示されます。 


撮影画像（34)- 
絞り数値（^25、13日) 

シャツター速度- 
(一12日、 130) 

撮影モード（一 14) 

表示画像番号/ 

総記録画像数 

画像のプ□テクト（一 97) 撮影年月日 

記録画素/圧縮率 (-44) 



ー ファイル番号（一1 10) 

ヒストグラム 
露出補正量 (-71) 

スト□ボ調光補正量卜8己） 
(スト□ボ未使用時は非表示） 

一 IS 日感度 (-45) 

測光モード（一 55) 

ホワイトバランス（一己 8) 
一撮 影時刻(-107) 


(-107) 



〈 INFO .〉 ボタンを押す 

♦ ボタンを押すたびに、画像情報表示び入/切し 


ます。 


♦表示 画像は、通常の]コマ表示同様、〈〇〉の 
操作で切り換えられます。 




0 •撮影 準備状態での設定内容表示については、「カメラの設定内容を確認する」 
(一己 4) を参照してください。 

•自動 再生 (-95). 画像回転（一96)、画像プ□テクト（一 97) 中に 〈INFO.〉 
ボタンを押してを、画像の情報表示を入/切することびでさます。 


ヒストグラムについて 

ヒストグラムとは、横軸に明るさ、縦軸にその明るさの画素数を積み上げたグラフです。左 
によるほど暗い画素になり、ちによるほど明るい画素になります。このヒストグラムを見る 


ことにより、撮影した画像びどの程度の明るさか判断することびできます。 


ヒストグラムを見て、暗いほうに偏ってい 
るよラであれば、露出補正（一 71) をプ 
ラス補正し、明るいほうに偏っているよう 
であれば、マイナス補正し、再撮影するこ 
とで良い結果び得られます。 


ヒストグラム例 



暗い画像 普通の明るさの画像 明るい画像 


高輝度警告について 

情報表示にした際、撮影画像に露出オーバー部分びあると、その箇所び点滅表示されます。 
ヒストグラムを参考にマイナス補正（一 71) し、再撮影することで良い結果び得られます。 
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撮影した画像を見る 


MENU 


撮影画像を自動再生ずる（オートプレイ) 


CF カードに記録されたすベての画像を自動的に連続表示します。]画像の表示時間は約3秒 


です。 


纖パラ)(-夕-標準 
画像プ□テクト 
画像回転 
プリント指定 



才-いの-オフ1分 
撮鶴確認入 


1 メニューか！5 [オートプレイ]を選ぶ 

• 〈MENU〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して[オートプレイ]を選び 
ます。 




自動再生する 

• <@>を押します。 

4 画像読み込み画面び約2秒間表示されたあ 
と、自動再生び始まります。 

♦ 自動再生を一時停止したいときは、〈@)〉 
を巧します。一時停止中は画像の左上に 
[■■] び表示されます。もう一度、〈©〉 
を巧すと自動再生び再開されます。 

•自動 再生を終了したい場合は、 〈MENU〉 
ボタンを押します。 


U 自動再生中は、オートパワーオフト2已、1 16) は機能しません。 

W 画像を見終わったら、必ず 〈MENU〉 ボタンを押して自動再生を終了してくだ 

さい。 

撮影画像によっては、表示時間び異なる場合びあります。 


胃才ートプレイを一時停止し、〈〇〉を回すと通常の]コマ表示卜 92) と同じよ 
Lll うに、表示画像び切り換えられます。 
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撮影した画像を見る 


MENU 


撮影画像を回転して表示ずる 


撮影画像を時計回りに9日度、27日度回転することびできます。この機能で画像の向きをあら 
かじめ正しくセツトしておくと、再生の際に正しい向さに表示することびでさます。 


電子音 

A 

M-W 晒像選択 


現像パラ X - 夕- 

標準 3 

画像プ□テクト 

^■1 

恆像回転 |11 

プリント指定 


才-トプレイ 

-i 


1 メニューか!5 [画像回転]を選ぶ 

♦ 〈MENU〉 ボタンを押します。 

• 〈〇〉を回して[画像回転]を選びます。 



グ U ップを下にした縦位置で 
撮影した画像を90度回転 




グ U ップを上にした縦位置で 
撮影した画像を270度回転 


2 画像回転モードにする 

• <©> を押します。 

峰 画像回転モードになります。 



画像を回転させる 

♦ <〇>を回して回転したい画像を表示さ 
せ、〈辭)〉を押します。 


吟 〈@〉を押すたびに、時計回りに9日度^ 
27日度^日度の順に回転します。 


•引 さ続さ回転したい画像びある場合は、こ 
の手順を繰り返してください。 
•〈MENU〉 ボタンを押すと、画像回転モ 
ードび終了します。 


胃 画像回転は、保をされている画像データには影響しません。 

LU 回転機能を使用した画像をコンピューターに取り込んだ場合、取り込むソフト 

ウェアによっては回転結果び反映されない場合びあります。 


、\&//グ U ップを下にした縦位置で撮影した画像は、9日度回転することで、正位置にす 
ることびでき、グ U ップを上にした縦位置で撮影した画像は、27日度回転させる 
ことで正位置にすることびでさます。 
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MENU 


撮影画像にプ□テクトをかける I 


大切な画像を間違って消さないよラにプ□テクト（保護）をかけることがでさます。 

〈因み〉ボタンを巧すと、1コマ表示とインデックス表示を切り換えてプ□テクトをかける 
ことがでさます。 

I メニューか5 [画像プ□テクト]を選ぶ 

■ ♦ 〈MENU〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して[画像プ□テクト]を選 
びます。 


表示パみレ腳月の ■ 

電子音 入 ■ 

M - W 觸像選択 
現像パラ)(-夕-標準 

4 - 

1画像プ□テクト 


画像回転 
プリント指定 

■ 




1 


プ□テクト設定画面にする 

参 〈@〉を押します。 

峰 プ□テクト設定画面になります。 

♦ 〈凸•み〉ボタンを押すとインデックス表 
示でのプ□テクト設定画面になり、再度、 
(HA) ボタンを押すと拡大表示でのプ 
□テクト設定画面となります。 



[回]マー ク 


f □テクトをかける 

<〇>を回してプ□テクトをかけたい画 
像を選び、〈@〉を巧します。 

岭プ □テクトを設定した画像に、[回]マー 
クびつさます。 

•再度、 く@〉 を巧すとプ□テクトび解除 
され[巨!] マークび 消えます。 

• 引き続さプ□テクトをかけたい画像びある 
場合は、この手順を繰り返してください。 
參 〈MENU〉 ボタンを押すと、プ□テクト 
設定び終了します。 


プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去でさません。消去する 
場合は、プ□テクトを解除してください。 


ぉ 


必要な画像にプ□テクトをかけて全画像消去 (-98) を行ラと、プ□テクトをか 
けた画像(外は全て消去されます。必要な画像！;(外を一度にまとめて消去する際に 
便利です。 
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會 撮影画像を消去ずる性コマ消ま) ■ 

画像を消去する方法には、1コマずつ消去するち法と CF カードに記録されているすべての画 
像を消去する方法があります。ここでは、 CF カード内に記録された全ての画像を一括して消 
去する方法について説明します。1コマずつ消去するち法については、「撮影画像を消去する 
(1 コマ消去)」（一 37) を参照してください。 


再生する （一 92) 

♦ 〈因〉ボタンを押します。 

時 最後に撮影された画像び表示されます。 



W 重ての ii 像を消ましますか？ 
す L 朝 

巧ャン哪 L 0 K 1 


3 〈〇〉を回して[全画像…]を選び、 
〈@〉を押ず 

# 消去確認画面び表示されます。 

4 〈〇〉を回して [0 K ] を選び、 <©> 
を巧す 

吟 プ□テクトをかけていないすベての画像び 
消去されます。 


消去した画像は復元でさません。十分に確認してから消去してください。 


ra プ□テクトをかけた画像は、このカメラの消去機能で消去できません。消去する 
|_|1場合は、プ□テクトを解除してください。卜 97) 


必要な画像にプ□テクト (-97) をかけて全画像消去を行ラと、プ□テクトをか 
'w- けた画像！;>(外は全て消去されます。必要な画像！;(外を一度にまとめて消去する際に 
便利です。 
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MENU 


CF カードを初期化ずる 


このカメラで使用でさるように CF カードを初期化します。また、 CF カードをカメラに入れた 
とさ、表示パネルににび」 （CF エラー警告）が表示されたときも、 CF 力ードを初期化 
することで、使用することびでさる場合びあります。 


日付/時刻 102/04/26 10:48’ 

ファイル齡 通し番号 

言語 日本語 

ビデオ出力ちす NTSC ' 

历-圆化 _ I 

C . Fn ■ 

C . Fn 設定解除 


メニューか5 [カード初期化]を選ぶ 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して[カード初期化]を選び 
ます。 



1 


<@>を押す 

吟 CF カード初期化確認画面び表示されます。 



> 〈〇〉を回して [ OK ] を選び、 
ジ 〈霞)〉を押す 

吟 CF カードび初期化されます。 


CF カードを初期化すると、 CF カード上の記録内容はすべて消去されます。プ□テ 
クトをかけた画像を消去されますので、 CF カード上の記録内容を十分に確認してか 
ら行ってください。 


►キヤノン製じ(外の CF カードや、他のカメラ、コンピューターで初期化した CF 
カードを使用すると正しく動作しない場合びあります。その際は、必ずこの力 
メラで初期化してください。初期化することで、使用することびでさるように 
なる場合びあります。 

卜 表示パネルに 「ら -，- [ F」（CF エラー 警告）び表示されたときは、スキャンディ 
スクなどのユーティ U ティーソフトを使って、カードの診断および修復するこ 
とをおすすめします。 

►初期化や、スキャンディスクなどのユーティ U ティーソフトを使ってカードの 
診断および修復作業を行っても、表示パネルに 「レ,- (CF エラー 警告）び 
表示されたり、正しく動作しないときは、別の CF カードに交換してください。 


5撮影画像の再生操作 
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MENU 


撮影画像をプリント指定ずる 


CF カードに記録されている画像の中から、プリントしたい画像やプリントタイプ、画像情報 
(曰付やファイル番号）を指定することがでをます。このカメラでのプリント指定機能は DPOF 
に準拠しています。 


DPOF について 

DPOF (Digital Print Order Format ) は、デジタルカメラで撮影した画像の中からプ U ン 
卜したい画像や枚数などの指定情報を CF カードなどの記録メディアに記録するための規格で 
す。 

DP 日 F 対応のデジタルカメラでプ U ント指定すると、次のようなことびできます。 

参 PC カードス□ットを備えた DP 日 F 対応のプ U ンターに CF カード（別途 PC カードアダプ 
ターび必要）を入れるだけで、指定した通りにプ U ントできます。 

• ラボプ IJ ントサービスのお店にプ U ントをを文する際、ミ主文用紙にプ U ントしたい画像の 
指定や枚数などの記入び不要となります。 


I カメラでプリント指定する 


•プリント指定 
國インデックス11コ7 

日付印き なし 

ファイル番号船あリ 


r 酿指を M 設を M を画像1 
iMin ち 





2 ラボプリント サービスの お店 
で、簡単にま文 


DPOF 対応機器でのプリント時の注意 

DP 日 F 対応機器でプ U ントするとさは次のことにを意してください。 

• 他の DPOF 対応機器で設定されたプ U ント指定の内容をこのカメラで変更することはでさ 
ません。プ IJ ント指定をした機器で変更してください。 

♦ 他の機器でプ U ント指定している画像データびある場合、このカメラで新たにプ U ント指 
定をすると、じ(前にプ U ント指定した内容び消去されることびあります。 

♦ DP 日 F 対応機器やラボプ U ントサービスによっては、指定内容び反映されない場合びあり 
ます。お使いの機器の使用説明書、またはラボプ U ントサービスにご確認ください。 


* [ A ] び表示された場合、プ U ント指定操作を行うと、すでに指定されている内容び全て 
無効になります。 

* EOS D6 日にキヤノンカードフオトプ U ンター CP -1 日を接続してダイレクトプ U ントす 
ることはでさません。 
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IMD 撮影画像をプリント指定する 


プリントずる画像を選ぶ 

プ U ントする画像を選びます。画像を]コマずつ選ぶ方法と全画像を選ぶ方法の2つびあります。 

1コマずつ選ぶ 


M - 測像選択 


現像パラ)(ーター 

標準 

ii 像プ□テクト 


画像回転 


1プリント指を 1 

才-トプレイ 


オーいの-オフ 

1分 



メニューか5 [プリント指赶を選ぶ 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

•〈©〉 を回して[プ U ント指定]を選び 
ます。 


<©> を押す 

# プ U ント指定画面になります。 
吟 [画像指定]び選ばれます。 


< ©> を押す 

時 画像指定画面になります。 

參 〈因•み〉ボタンを押すと3コマ表示での画 
像指定画面となり、再度 〈 HA 〉 ボタン 
を巧すと拡大表示での画像指定画面になり 
ます。 


画像を選ぶ 

• <〇> を回して画像を選び、〈赁)〉を押し 
ます。 

吟プ U ントタイプ（一]日 3) に[スタンダ 
ード]または[両方]を選んでいる場合は、 
枚数指定画面になります。 

時プ U ントタイプ（一 103) に[インデッ 
クス]を選んでいる場合は、左上の a の 
中に 〈 v ^〉 マークび つさます。 

参 RAW 形式の画像は指定でさません。 

♦ [インデックス]を選んでいる場合は、ち 
う一度〈©〉を巧すと〈 X /〉マークび消 
え、選択び解除されます。 


5撮影画像の再生操作 
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m 撮影画像をプリント指定する 


選んだ画像のプ U ント枚数 . プリント枚数を選ぶ 


プ U ントタイプ（一]日 3) に[インデッ 
クス]を選んでいる場合は、枚数を指定す 
ることはでさません。 

♦ 〈〇〉を回して枚数を選び、〈©〉を巧 
します。 

吟 〈□〉の横に枚数び表示されます。 

♦ 枚数を[日]にすると、選択び解除されます。 
♦引 さ続さ画像を選ぶ場合は、手順4〜已を 
繰り返してください。 

• 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、プ U ント指 
定画面に戻ります。 



全画像を選ぶ 

RAW 形式の画像を除いた、 CF カード内のすべての画像を選びます。 



「1コマずつ選ぶ」（一 101 ) の手順1 
〜2を行い、プリント指定画面を表示 
させる 

〈〇〉を回して[全画像]を選び、 
<@>を押す 

峰 全画像指定メニューび表示されます。 




[全画像を指定]を選ぶ 

♦ 〈©〉を回して[全画像を指定]を選び、 
<©> を押します。 

吟 すべての画像び指定され、プ U ント指定画 
面に戻ります。 


• ここで[全指定の解除]を選ぶと、すでに 
指定されていた画像びすべて解除されます。 
• [キャンセル]を選ぶと、プ U ント指定画 
面に戻ります。 


0 參 撮影曰時のちい順から順にプ U ントされます。 

♦ 最大998画像まで指定でさます。 

♦「全 画像を選ぶ」のち法で画像を選んだ場合、すべて]枚ずつになります。枚 
数を選びたい場合は、「1コマずつ選ぶ」(-101)のち法で選んでください。 
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IMD 撮影画像をプリント指定する 


けリントタイプ 
日伽字 

ファイル番号船 


設定 


K 


プリントタイプを指定ずる 

次のプ IJ ントタイプび指定できます。 

スタンダード： 用紙]枚に1画像プ U ントします。 

インデックス： インデックス形式で画像を縮ルしてプ U ントします。 

両方： スタンダードとインデックスの両方をプ U ントします。 

ri コマずつ選ぶ」（一 101 )の手順 1 
〜2を行い、プリント指定画面を表示 
させる 

〈〇〉を回して[設定]を選び、 
<@>を押す 

プ U ント指定設定画面び表示されます。 


3 <0> を回して[プ U ントタイプ] 
を選び、〈 © 〉を押ず 


4 プリントタイプを選ぶ 

•<0> を回して希望するプ U ントタイプを 
選び、〈@〉を押します。 

參 〈 MENU 〉 ボタンを押すとプ U ント指定画 
面に戻ります。 


♦プリント指定 


(ElMDtt) 


•プリント指定 


設定 

1プリントタイプ 

►スタンダ-ド 

日伽字 

ファイル番号船 

インデックス 

両方 


拉面の！ 



夕しし 
スなな 


5撮影画像の再生操作 
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m 撮影画像をプリント指定する 


日付のプリントを指定ずる 

画像に日付情報を付けてプ U ントするかどうかを設定します。 


J 「1コマずつ選ぶ」（一 101) の手順1 
圏 〜2を巧い、プリント指定画面を表示 
させる 


•プリント指定 
□ スタンダード0巧 

日怖時 なし 

ファイル番号印字なし _ 

I 画像指定 , I 設定 1 1 全画像 I 

虹 MD 台 


2 〈〇〉を回して[設定]を選び、 
〈@〉を押す 

唯 プ U ント指定設定画面び表示されます。 


•プリント指定 



設定 

プリントタイプ 

スタンダ-ド 

旧伽字 

なし 1 

ファイル番号船 

なし 




% 〈〇〉を回して[日付 E 口字]を選び、 
ク <© >を押ず 



4 


日付プリントを指定ずる 

• <0> を回して[あり]または[なし]を 
選び、〈@〉を押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押すとプリント指定画 
面に戻ります。 


0 . プ U ントタイプびインデックスの場合、曰付とファイル番号の両方をプ U ント指 
定することはでさません。どちらか一方を指定してください。 

. 日付は、メニュー機能の「日付/時刻」で設定した日付スタイルでプリントされ 
ます。（一 107) 
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IMD 撮影画像をプリント指定する 


フアイル番号のプリントを指定ずる 

画像にファイル番号を付けてプ U ントするかどうかを設定します。 


「1コマずつ選ぶ」（一 101 ) の手順1 
〜2を巧い、プリント指定画面を表示 
させる 


•プリント指定 
□ スタンダード0巧 

日怖時 なし 

ファイル番号印字なし _ 

I 画像指定 1 1設定 11 を画像 I 
皿 IDtt) 


气 〈〇〉を回して[設定]を選び、 
/ <@>を押ず 

プ U ント指定設定画面び表示されます。 


•プリント指定 



設定 

プリントタイプ 

スタンダ-ド 

日伽字 

なし 

1ファイル番号船 

なし 1 




〈©〉を回して[ファイル番号 E 口字] 
を選び、〈@)〉を押ず 



A ファイル番号プリントを指定する 

1 • <0> を回して旅り]または[なし]を 
選び、〈(§)〉を押します。 

♦ 〈 MENU 〉 ボタンを押すとプ U ント指定画 
面に戻ります。 


0 プ U ントタイプび[インデックス]の場合、曰付とファイル番号の両方をプ U ント 
指定することはでさません。どちらか一方を指定してください。 
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撮影した画像をテレビで見る 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで確認することがでさます。 
接続の際は、カメラとテレビの電源を切つた状態で行つてください。 




カバーを開ける 



ビデオ入力端子 


2 


接続する 

参 カメラの VIDE 日日 UT 端テとテレビのビデ 
才入力端テをビデオケーブルで接続しま 
す。 

•ケーブルの プラグは、根元までしっかりと 
差し込んでください。 


3 テレビの電源をオンにし、入力切り 
換えをビデオ入力にずる 


ィ メインスイッチを 〈 ON 〉 にずる 



5 〈因〉ボタンを押す 

峰 画像びテレビに表示されます。 


参 液晶モニターと同じように画像を見たり、 
メニューによる設定を行うことびできま 
す。 

•見 終わったら、メインスイッチを 〈OFF〉 
にし、テレビの電源をオフにしてから、ビ 
デオケーブルを外してください。 


異なるテレビち式を設定（一]] 7) すると、画像び正しく表示されません。テレ 
W ビ方式については接続する機器の使用説明書を参照してください。 


• DC カプラーの使用をおすすめします。（一 22) 

L-|l •カメラに ビデオケーブルを接続すると、液晶モニターに画像やメニューは表示さ 
れません。 

•テレビち 式を海外の別ち式 （PAL 方式）に切り換えることびできます。(-117) 
初期状態では日本のテレビち式の NTSC 方式に設定されています。 
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晒迎 曰が-時刻を設定ずる 

曰付や時刻を設定•修正するとさは、次の手順で設定します。曰付•時刻は撮影した画像に 
記録されます。 

1 メニューか!5 [曰付/時刻]を選ぶ 

♦ 〈MENU〉 ボタンを巧します。 

♦ <〇> を回して[曰付/時刻]を選びま 
す。 



<@>を押す 

峰 曰付/時刻設定画面び表示されます。 


曰巧/時刻を設走して下さい 

▲ 

2002.画. 01 

00:00年/月/日 

▼ 

の亞 D •女 


日付と時刻を設定ずる 

• <〇> で数字を合わせ、〈©〉で設定しま 
す。 

♦ 設定すると、次の項目に移動します。 


4 


表示順を選ぶ 

• <〇> で表示順を選び、〈@)〉で決定しま 
す。 

♦ 曰付の種類は〈〇〉を回すとじ(下のよラに 
変わります。 


I 

年/月/曰 

月/曰/年 


MENU 


才-いの-オフ1分 
撮影 ii 像の確認入 
撮影 ii 像確認時間2砂 
液晶の日脂さ 標準 

向付/時刻 ’00/01/01 00 


ファイル番号 通し番号 

言語 曰本語 


日付/時刻を設をして下さい 

2002.04 .26 10:53 [ f / 月/日 

▼ 

の阻!) ち 


5撮影画像の再生操作 


曰/月/年 
_! 
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MQ 白が .時刻を設定する 



5 


<© >を押す 

吟 日付、時刻び設定され、メニューに戻りま 
す。 


♦ 〈MENU〉 ボタンを巧すと、画面び消え、 
メニューび終了します。 


♦撮影した 画像には撮影した日付•時刻び一緒に記録されます。日付•時刻び設定 
M されていないと、撮影した日付•時刻び正しく記録されませんので、必ず正しく 
設定してください。 

•日付- 時刻は曰付/時計機能用電池により保持されています。 
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曰が/時計機能用電池を交換ずる M 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の残量びな<なると、表示パネルに「[ b [」 
と表示されます。 CR 202已リチウム電池1個をお買い求めになり、次の手順で交換してくだ 
さい。 

また、電池残量のあるバッテリーパックや DC カプラーを取り付けた状態で交換すると、設定 
されている曰付*時刻などのメニュー機能の設定はそのまま保持されます。 

メインスイッチを 〈 OFF 〉 にする 


ふたを矢印方向に4曰度回して取り 
_ 外す 

• 4己度上は回さないでください。 




ちい電池を取り出す 

•電池 室を下にし、電池の端を指で巧して取 
り出します。 



4 新しい電池を入れる 

♦ (+) 側を上にして入れます。 



5 ふたを矢 E 口方向に回して取り付ける 

♦ 曰付-時刻びずれてしまった場合は、設定 
してください。(-107) 


II曰付/時計機能用電池は、必ず CR2 日2己リチウム電池をお使いください。 
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MENU 


ファイル番号の方式設定 


撮影した画像は、自動的に日日01〜99日日までのファイル番号び付け5れて、ひとつのフォ 
ルダに100画像ずつ保存されます。各フォルダには100〜998までの番号が付け5れ、 CF 
力ードに記録されます。自動ファイル番号の付けちとしては、通し番号と才ートリセットの2 
種類があります。初期状態では、通し番号に設定されています。 


(1) 通し番号 

別の CF カードに入れ換えてち、最後に撮 
影した画像の続さ番号び、次の画像に付け 
られます。 

に）才ートリセット 

別の CF カードに入れ換えると、ファイル 
番号び初期値 （lmg_ 日日日 1) に戻ります。 
すでに画像び記録されている CF カードを 
入れた場合は、その続さのファイル番号と 
なります。 


例えば、3コマまで撮影した CF カード 


通し番号 

の: W 口 


口 □ 

I——I Img 0001 
100 己 

||71邑_0002 
-□ 

||71邑_0003 

"ドを入れ換えて 
?撮影すると 


オートリセット 

の±巧口 


ご 


n 

100 □ 


100 □ 

||71邑_0004 


||71邑_0001 


撮影 ii 像の確認入 
撮影 ii 像確認時間 2 砂 
液晶の日脂さ 標準 

日付/時刻 102/04/26 10:53 

りァイル番号 适し番号 1 

言語 日本語 

ビデオ出力ちす NTSC 



メニューか5 [ファイル番号]を選ぶ 

• 〈MENU〉 ボタンを押します。 

# <0> を回して[ファイル番号]を選び、 
<@>を押します。 


撮影 IM 確認 
撮影 S 像確認時間 
液晶の日月るさ 
日付/時刻 

国 

m 

1 ファイル番号 

►通し番号 

言語 

1 才-トリかツト 

ビデオ出加す 



1 


設定する項目を選ぶ 

♦ 〈€)〉を回して[通し番号]または[オー 
トリセット]を選び、〈@〉を押します。 
♦選んだ 内容び設定され、メニューに戻ります。 


♦ 〈MENU〉 ボタンを巧すと、画面び消え、 
メニューび終了します。 


胃 •ファイル 番号は、フィルムカメラのフィルムコマ番号に相当するをのです。 

LIii •ファイル 番号について詳しくは、「デジタルカメラ•写真の基本用語解説」 

(一12己）を参照してください。 

♦ 連続撮影を行うと、]つのフォルダに]日1画像上保をされる場合びあります。 

、\&//ファイル番号を通し番号にして撮影すると、撮影した画像のファイル番号び重複し 
'W- ないため、画像をコンピューターでまとめて管理するよラな場合に便利です。 
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MENU 


撮像素子に MOS ) をクリ- ニ ングずる ■ 


撮像素子とは、フィルムカメラでいえばフィルムにあたる部分で、この撮像素テにゴミやほ 
こりなどが付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い点などび写り込むことがあります。この 
よラな場をは、次の手順で撮像素子をクリーニングしてください。ただし、撮像素子は非常 
にデリケートな部品ですので、クリーニングび必要なとさは、でさるだけキヤノンサービス 
センターにお申し付けください。 

クリーニングを行う際は、必ず付属の DC カプラーを取り付け、家庭用電源を使用してくださ 
し、。バッテリーパックを入れた状態でクリーニングを行うと、表示パネルにクリーニング警 
告「拼:」が点滅表示されクリーニングはできません。 

クリーニングを始める前に、レンズを取りがしてください。卜 23) 



DC カプラーを入れて （一 22)、メイ 
ンスイッチを 〈 ON 〉 にする (-25) 


ファイル番号 

通し番号 

言語 

曰本語 

ビデオ出力ち巧 
力书期化 

NTSC 


に Fn 


C . Fn 設定解除 

ファームウエア ver . 1.0.0 


1 


メニューか! 5 に. Fn ] を 選ぶ 

• 〈MENU〉 ボタンを押します。 

• <〇> を回して [C.Fn] を選びます。 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン102¢ 


シでッターボタン /AE □ックボタン 
0: AF / AE □ツク 

虹皿)ち 


5 


<©> を押す 


カスタムフアンクシ; 
れます。 


] ン設定画面び表示さ 



4 


l ； C . Fn -13] を 選ぶ 

•〈〇〉 を回して [C.Fn-13 センサーク U 
一ニング]を選び、〈@)〉を巧します。 


5撮影画像の再生操作 
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EMM 象素デ (CMOS) をクリーニングする 




5 


[1 :する]を選ぶ 

• <〇> を回して [1 :する]を選び、〈©〉 
を押します。 

蜂 表示パネルに「[し EAn」 び表示されま 
す。 


♦ 「gc」 び点滅表示された場合は、メイン 
スイッチを 〈OFF〉 にして、バッテ U- パ 
ックを取り出し、手順]からやり直してく 
ださい。 



6 シャツターボタンを全押しずる 

吟 ミラーび上びり、シャッターび開きます。 



7 撮像素子をクリーニングずる 

♦ ブ□アー（市販品）で慎重に撮像素テ表面 
のほこりを吹き飛ばします。 


8 クリーニングを終了ずる 

• メインスイッチを 〈OFF〉 にします。 

吟 カメラの電源び切れ、シャッターび閉じ、 
ミラーび下びります。 

♦ メインスイッチを 〈ON〉 にすると、通常 
の撮影準備状態になります。 


U •ク IJ 一ニング中は、カメラの電源を絶対に切らないでください。電源び切れる 
M と、シャッターび閉じ、シャッター幕破損の原因となります。 

•ブ □アーは、ブラシの付いていないちのを使用してください。ブラシで撮像素 
テをふくと、表面に傷び付くことびあります。 

參ブ □アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。停電などによ 
り電源び切れるとシャッターび開じ、シャッター幕破損の原因となります。 
♦高圧の エアーやガスを吹さ付けて清掃しないでください。圧力により、撮像素 
テび破損したり、吹さ付けたガスび凍結することで撮像素テの表面に傷び付く 
ことびあります。 
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メニユーにぶる 

機能設定 



このカメラでは、さまざまなカメラの設定をメニューで行います。 
そのメニューの中で、特に撮影に関する設定のことをカスタム機能 
と呼んでいます。本文中では を王 oJ マークを付けて簡単な説明をして 
います。 

ここでは、メニューの一覧とカスタム機能の活用方法について説明 
します。メニューの操作方法と初期設定については、卜28、 29) 
を参照してください。 



MENU 


メニユー機能一覧 


項目 

記録画素/圧縮 
率の設定 


赤目緩和機能の 

=几。 

政疋 


画面 


間錄画素/圧縮率 

►Large 

赤目緩謹能 

Large d 

AE 喊を 

Middle J 

ISO 感度 

Middle d 

ま示パネル腳月 

Small J 

電子音 

Small d 

M-W 晒像選択 

RAW 



表示パネル酬 


内容 参照ページ 

撮影した画像を CF カードに記録 44 ' 

するとさの記録画素数と圧縮率 
を設定します。 

Large ん Large Middle ん 
Middle ん Small ん Small ん 


RAW から選びます。_ 

夜や暗い室内などで人物をスト 
□ボで撮影したとさ、目びホく 
写る赤目現象を緩和する機能の 
切/入を設定します。 


83 


電子音 


M - VI/B 函像選択 


露出を自動的に 
変えて撮る、 
AEB 撮影の設定 


記録画素/圧縮率 
ホ目淵]機能 


|AEB 設定 ►—2. 

T .§) •し2+甘 

ISO 感度 
表示パネル剛月 
電子音 

1 

M-W 晒像選択 



AEB 撮影のマイナス補正とプラ 
ス補正のステップ量を設定しま 


す。 


72 



表示パネル照明 
の設定 


記録画素/圧縮幸 


赤目淵]機能 

■ 

AE 喊定 


ISO 感度 


按示パネル剛月 

►切 

電子音 

1 A _ 

M-W 晒像選択 


< ©> を操作したとさに表示パ 
ネルを照明するかどラかを設定 
します。暗い場所で撮影すると 
さに効果的です。 


61 


電子音の設定 



ピントび合ったとさに電子音を 
鳴らすかどラかを設定します。 
また、セルフタイマー撮影時の 
作動音の設定も兼ねています。 


7己 
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EMU メニ]-壓一篡 


項目 


画面 


内容 


マニュアルホワ 
イトバランスの 
画像選択 


AE 喊定 

-2.1.5 

ミ•し 2+ 

ISO 感度 

100 

■ 

ま示パネル剛月 

切 


電子音 

入 


1 |M-W 晒を選が 1 

潰像パラ x_ 夕_ 
画像プ□テクト 

漂筆 

1 


マニュアルホワイトバランスを 
設定するとさの画像を選択しま 
す。 


現像 パラメータ 
-の選択 


ISO 感度 
表示パネル剛月 


3 

電子音 

►標華 


M-W 晒像選択 

たット 1 


慎像パラ X — ター 

た ット 2 


画像プ□テクト 

た ット 3 


画像回転 

設定 



撮影画像の処理を、カメラび自 
動的に行ラ標準の他に、任意設 
定したパラメータを3つまで登 
録-設定できます。 


撮影画像のプロ 
テクト（保護） 


表示パネル剛月 
電子音 

請 ii 像選択 
頃像パラ)(-夕- 
画像プ□テクト 


フリント指定 


大切な画像を誤って消去しない 
ように、画像にプ□テクトをか 
けることびでさます。 


撮影画像の回転 


皂ナ S A 

u-mmm 

現像パラ)(-夕-漂華 
ii 像プ□テクト 
画像回転__ 

プリント指定 
トトプレイ 


表示する画像を時計回りに9日 
度、27日度回転させることびで 
さます。 


撮影画像のプ U 
ント指定 


M-W 姻像選択 
お像パラ X - 夕-漂華 
ii 像プ□テクト 
画像回お 

を J ン Ml 定 

才-トプレイ 
才一いの-オフ1分 


撮影した画像を DPOF 対応機器 
でプ U ントするためのプ U ント 
指定びでさます。 


撮影画像のオー 
トプレイ（自動 
再生） 



撮影した画像を]コマずつ、液 
晶 モニターに 自動再生表示しま 
す。 


メニュ I による機能設定 


0 
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EMD メニ]-壓一篡 


項目 画面 


オートパワーオフ 

画像プ□テクト 

►1 巧 

の設定 

画を回転 

2分 


プリント指定 

4分 


トトプレイ 

8分 - 


1才-いの-オフ 

15巧 


撮影画像の確認 

30巧 


撮影画像 r 認時間 

切 


撮影後の画像確 
認の設定 


画像回掠 
プリント指定 
才-トフレイ 
才-いの-オフ 

— 

i 


mmmE 

切 


11影 ii 像 r 認時間 

►入 


液晶の巧るご 

入 ( Info .) 





曰付/時刻の設定 


才-いの-オフ 

が 

撮影 ii 像の確認 

入 

撮影 ii 鎌詔時間 

2秒 

液晶の巧るご 

漂華 

旧巧/時刻 

■00/01/01 00:001. 

ファイル番号 

通し番号 

言語 

日本語 


ファイル番号の 
付けちの設定 


撮影 ii 像の臟！ 
撮影画像確認時間 


液晶の日月るご 


日付/時刻 


1ファイルま号 

►通し番号 

言語 

1才-トリ t ツト 


ビデオ出力ちな 


内容 

バッテ U —の消耗を防ぐため、 
一定時間操作しないと自動的に 
電源び切れるオートパワーオフ 
機能の時間を設定します。 ] 分、 
2分、4分、8分、1己分、3日分、 
切から選びます。_ 

撮影した後に、画像を液晶モニ 
ターに表示させるかどラかを設 
定します。入、入 （Info.)、 切か 
ら選びます。表示時間は、下 
に記載している撮影画像確認時 
間で設定します。 

撮影後の画像確認を入か入 
(Info.) にした場合、撮影画像び 
表示されている時間を設定でさ 
ます。2秋4秒、8秒、ホールド 
(表示したまま）から選びます。 


参照ページ 
2已 


3己 


36 


液晶モニターの明るさを設定し 一 
ます。標準、明るくから選びま 


す。 


日付と時刻を設定します。また、 ] 日7 
年月曰の表示順ち設定でさます。 


撮影した画像に自動的に振られ ]] 日 
る番号の付けちを設定します。 
通し番号、オート U セツトから 
選びます。 
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EMU メニ]-壓一篡 


項目 画面 


内容 参照ページ 


表示言語の設定 


撮影11像 r 認時間 ■1 

液晶の日月るご _ ■ 

日付編 


ファイルき号1 

English 


信語 

Deutsch 


ビデオ出力ちす 

Frangais 

■ 

力-初期化 

►日本語 



メニュー画面に表示される言語 
を設定します 。 English (英語)、 
Deutsch (ドイツ語 ）、 Frangais 
(フランス語）、日本語から選び 


ます。 



CF カードの初期化 


日付/關 

■02/04/26 

10:58 - 

ファイル番号 

通し番号 

n 

言語 

曰本語 


ビデオ出力ちな 

NTSC 

1 

II 力-ド誦化 1 ■! 

C.Fn 


■ 

C. Fn 設定お除 




このカメラにセツトした CF カー 
ドを初期化（フォーマット）し 
ます。 


99 


カスタム機能の 

=几。 

政た 


ファイル番号 

ビデオ出力ちな 
力-ド初期化 

通し番号 
日本語 B 
NTSC 


に. Fn 


コ 

C. Fn 設定お除 

ファームウエア ver. 1.0.0 

■ 


撮影スタイルに応じてカメラの 
機能を細かく変更でさるカスタ 
ム機能を設定します。 
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カスタム機能の 
設定解除 


ファイルま号 

通し番号 


言語 

曰本語 


ビデオ出力ちす 
力-ド初胤ヒ 
C.Fn 

NTSC 


1に Fn 設定お除 1 1 

ファームウエア ver. 1.0.0 



カスタム機能の全ての項目を初 
期設定状態にします。 


ファームウェア 
のバージヨン 
情報 



現在のカメラのファームウェア 
のバージョン情報です。（新しい 
ファームウェアのご提供や、ア 
ップデートち法につきましては、 
弊社ホームページなどにて適時 
ご案内します。） 
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EMD メニ]-壓一篡 


カスタム機能で変更でをる内容 

このカメラの機能は、さまざまな撮影スタイルに応じて細かく変更することびでさます。こ 
れをカスタム機能といいます。カスタム機能はメニューから [ C . Fn ] を選んで変更します。 


機能番号 


項目 


画面 


選択番号 


設定-変更内容 


01 


欠番 


02 


ソヤツター 

ボタン / AE 
□ツクボタン 


C.Fn. カスタムフアンクシヨン 
シでツタ—ボタン /AE □ツクポタン 


0:AF/AE □ツク 


nmMMM m 

C.Fn. カスタムフアンクシヨン圆$ 

o \\ jW 

咖 HD ^ 

D 

C.Fn. カスタムフアンクシヨン画$ 

Tv, Av の設定ステップと養 til 補正ステップ 

画!)ち 

D 

C.Fn. カスタムフアンクシヨン圆$ 

AF 補助光/スト加滿光 ^9 

0:投光する/発光する Kl 

咖 HD ち 


シャッターボタン半}甲しで AE 、 AF 作動 
<*> ボタンで AE □ック 

<*> ボタンで AE 、 AF 作動 
シャッターボタン半押しで AE □ック 
シャッターボタン半}甲しで AE 、 AF 作動 
<*> ボタンで AF □ック (AED 
ックはしない） 

<*> ボタンで AE 、 AF 作動 （AE 
□ックはしない） 

シャッターボタン半押しで AE 作動 


しない（通常撮影） 
する 


Tv 、 Av の設 
定ステップ 
と露出補正 
ステップ 


1/2段ステップ 
1/3段ステップ 


投光する/発光する 
投光しない/発光する 
外部スト□ボのみ投光/発光する 
投光する/発光しない 
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EMU メニ]-壓一篡 


効用-備考 

参照ページ 



ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 

74 

AI SERVO AF 中にカメラと主被写体の間を障害物び横切るとさ、障害物にピント 
び合わないよラ 〈关〉 ボタンで AF 作動を一時停止させることびでさます。露出は 
撮影の瞬間に決まります。 

移動/停止を繰り返す動物撮影などに有効です 。 AI SERVO AF を設定しておくと、 
<*> ボタンで AI SERVO AF の作動/停止を繰り返すことびできます。露出は撮 
影の瞬間に決まります。ピントと露出を常に最適状態にしてシャッターチャンスを 
待つことびでさます。 

己0 

近接撮影や超望遠レンズによる撮影でミラー作動によるカメラブレを防止するのに 
有効です。 

78 

より厳密な露出び要巧される撮影条件において有効です。 

(露出の設定を変更してち、露出表示び変化しないことびありますび、制御は正し 
く行われます。） 

130 

AF 補助光の投光を禁止します。 

カメラ内蔵 AF 補助光の投光を禁止します。 

スト□ボの発光を禁止します。 

33 











EMD メニ]-壓一篡 


自動設定 

1/2日日秒固定（スト□ボ使用時) 


日一—自動解除する 
日一—自動解除しない 


07 


AEB 撮影順序 
/自動解除 


08 


スト□ボのシ 
ンク□タイ三 
ング 


C . Fn ._ カスタムフアンクシヨン 
スト□ホ’のシンク□タイミンク 


0:先旁シンク □ 


先幕シンク □ 

シャッター全開直後に発光 
後幕シンク □ 

シャッターび閉じる直前に発光 


*日^+/自動解除しなぃ 


2 一 - KD 一+/自動解除する 


10 


曰中シンク 
□ •スト □ 
ボ露出自動 
低減制御 



* C . Fn -8- l :内蔵スト□ボ、 EOS 専用スピードライト使用時とをに機能します。 

ただし、後幕シンク□機能を持つスピードライトでは、スピードライ 
卜側で後幕シンク □ を設定してください。 


09 


レンズ • AF 
ストップボタ 
ンの機能変更 


ボタンを押している間、 AF 作動停止 
ボタンを押している間、 AF 作動 
ボタンを押すと測光タイマー中、 
AE □ック 

H AF ストップボタンは、 
一部の超望遠レンズ 
にのみ装備されてい 
ます。 


06 


Av モー ドで 
のシャッター 
速度 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン 
AV モ-ドでのシャツタ-速度 


機能番号 項目 画面 選択番号 設定•変更内容 


レンズ ‘ AF ストツフポタンの機能変更 
0: AF ストップ 

GM ち 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン1091 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン 
AEB 攝影膳/自動お除 
0: 0 + /する 

拉应 ID ち 


〇1 〇1 


012 
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EMU メニ]-壓一篡 


効用-備考 

参照ぺ-ジ 

夜や暗い室内などで自動ス□ーシンク□を禁止したスト□ボ撮影をするとさに有効 

67 

です。 

87 

最初の]コマを標準露出にした AEB 撮影を行います。メインスイッチ 〈 OFF 〉、 レン 
ズ交觀バッテ IJ - や CF 力ードの入れ換えを行っても、 AE 目設定は保持されます。 

73 

露出量の少ない順こ AEB 撮影を行います。 

73 

露出量の少ない順に AEB 撮影を行います。メインスイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、 
バッテ U - や CF 力ードの入れ換えを行っても、 AE 巨設定は保持されます。 

73 

低速シャッター速度撮影で光源の軌跡などを写し込むとさに有効です。 

82 

押している間は、カメラ側操作による AF 作動は行いません。 

ピント合わせと露出決定を別々に行いたいとさに有効です。 


自然な日中シンク□描写びオートで得られます。 

夕日など強い逆光下での人物撮影で、人物び露出アンダーになるのを防ぎます。 

8已 
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K 番号 項目 
11 MENU ボタ 

ン(しぶるメ 


—ュー表术 
位置 


画面 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン1111$ 
Menu ボタンによる)(こ: I - 表示位置 
0: X ニユ-先頭 

咖 HD 公 


選択番号 設定-変更内容 

0 常に一番最初のメニュー項目を表 
/」\〇 


1前回設定したメニュー項目を表示。 
(メインスイッチ日 FF で解除 、 ON 
で一番最初のメニュー項目を表示） 


12撮影時の 
SET ボタン 
機能 


C . Fn . カスタムフアンクシヨン1121$ 

撮影時の SET ボタン11能 


0:通ち(なし） 

虹团 D ち 


前回設定したメニュー項目を表示。 
(メインスイツチ日 FF でも記憶保撤 
割り当てない 

画像サイズ-圧縮率の変更 
に日感度の切り換え 


3現像 パラメーターの 選択 



15 



する 

しない 


* C . Fn -1] で設定した内割ま、簡単撮影ゾーンでも機能します。 
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EMU メニ]-壓一篡 


効用-備考 

参照ページ 

変更を頻繁に行ラ項目の場合、即座にメニュー内容の選択びでさます。 


変更を頻繁に行ラ項目の場合、即座にメニュー内容の選択びでさます。 

電源の日 N / OFF に係わらず本機能を保持したいときに便利です。 


撮影時に、記録画素/圧縮率の変更びすぐにでさます。 

44 

撮影時に、に0感度の変更びすぐにでさます。 

4己 

撮影時に、現像パラメーターの変更びすぐにでさます。 

46 

撮像素テを清掃するとさに行います。撮影画像に、ゴミやほこりなどのルさな点び 
写り込むとさに有効です。 

111 

合焦 AF フレームの点打を禁止します。 

49 

CF カードの入れ忘れを防止します。 
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資料 

デジタルカメラ-写真の基本用語解説 

AE 

Auto Exposure の略でカメラび自動的に露出を調節する機能です。カメラに内蔵された露出 
計で自動的に最適な露出（シャッター速度と絞り数値の組み合わせ）び決まります。 

AF 

Auto Focus の略でカメラび自動的に焦点（ピント）を合わせる機能です。 

CF (コンパクトフラッシュ）力ード 

ル型のフラッシュメモ U —カードです。このカメラでは、撮影画像を記録するのに使用します。 

DCF 規格 

DCF は、 Desi 呂 n rule for Camera File system の略です。 

デジタルカメラなどで撮影した画像ファイルなどをメーカーの異なるデジタルカメラや関連 
機器間で手軽に利用し合える環境を整えることを目的に、（社）電子情報技術産業協会 
( JEtA ) によって標準化された規格です。本カメラは DCF 規格に準拠しています。 

DPOF 

DPO 円ま 、 Digital Print Order Format の略です。 

デジタルカメラで撮影した画像をラボプ U ントサービスや家庭用ダイレクトプ U ンターで簡 
単にプ IJ ントするための規格です。このカメラは DP 日 F に対応しています。このカメラでプ 
U ント指定すると、その指定情報び CF カードに書き込まれます。 DP 日 F に対応したラボプ U 
ントサービスや家庭用ダイレクトプ U ンターを使用すれば、その情報を元に簡単にプ U ント 
することびでさます。 

旧0感度 

銀塩写真のフィルムの光に対する感光度傭度）の強さを示すデータです。通常 「ISO 100 J 
のように表記します。に0感度は数値び大さくなるほど光に対する感光度び強くなります。 
デジタルカメラでも、銀塩写真に準じて IS 日感度び使われます。 

JPEG 

Joint Photographic Experts Group 形式の略です。カラー画像を圧縮して保をするための 
ファイル形式です。圧縮率び選択でさますび、圧縮率び高くなるほど伸張（画像の復元）し 
たとさの画像は劣化します。 

RAW ( I □ウ） 

撮像素テの生 （ RAW ) データを保をする、コンピューター画像処理を前提としたファイル形式 
です。画像劣化のないち式で圧縮-保を-解凍されますので、付属のソフトウてアの画像処 
理機能によって、使用目的に最適な画像を創ることびでさます。 
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赤目現象 

目の瞳孔び開いているよラな暗い部屋でスト□ボ撮影すると、瞳孔を通して網膜に反射した 
光で瞳孔びホく写る現象のことを言います。レンズの光軸とスト□ボの距離び短い場合、特 
に多く発生します。赤目現象を起こりにくくするには次のようにします。 

① 赤目緩和機能を「入」にして撮影する（撮影前に赤目緩和ランプを点灯させ、瞳孔を小さ 
くすることで赤目現象を緩和する） 

② EX シ IJ ーズスピードライトを使って撮影する（瞳孔から反射してきた光とレンズの光軸 
をずらして赤目現象を緩和する） 

③ でさるだけ近づいて撮影する（②と同じ） 

絞り数値 

レンズに組み込まれている絞りは開□部を開けたり閉じた 
りして、撮像素テに当たる光の量を調整します。この開 □ 

部の大ささを表した数字（焦点距離-開口径）を絞り数値 
といいます。このカメラの表示パネルやファインダー内に 
表示される絞り数値は、カメラに取り付けたレンズの種類 
によって異なりますび、 ] .日〜 9] となっています。 


シャツター速度 

カメラ本体に組み込まれているシャツターは撮像素テに当たる光の量をシャツターび開いて 
いる時間の長さで調整します。このシャッターの開いている時間の長さをシャッター速度と 
いいます。 



初期化 

CF カードの初期化とは、 CF カードの内部を画像データの書き込みできるように整えることで 
す。初期化を行なラと CF カードに記録されている全てのデータび消去されますので、初期化 
を行なう際は十分を意してください。 


ファイル番号とフオルダについて 

撮影した画像は、自動的に日日日1〜99日日までのファイルき号び付けられて、ひとつのフオ 
ルダに]日日コマずつ保をされます。各フオルダには1日日〜998までの番号び付けられ 、 CF 
カードに記録されます。 

ただし、連続撮影を行うと、 ] つのフオルダに1日1画像 
上保をされる場合びあります。また、下二巧び99のフオ 
ルダは作成されません。 


また、 RAWIU 外で撮影した画像のファイル名は lmg _、 お 
張テは jp 呂となり、 RAW で撮影した画像のファイル名は 
CRW _、 扳:張テは crw となります。 thm の扳:張テび付いた 
画像は、インデックス表示用のサムネイル画像ファイルで 
す。 

例） lmg _0 日日 l . jp 呂 

■nr ^ 

ファイル名 I 拡張子 
ファイル番号 


〇 

〇 

ご 

198 

n 


品 s' 


□ □ 

0099 0100 


□ □- 

01010102 


9801980吕 

00010002 


□ □ 

0199 0200 


□ □ 

9899 9900 

□ □ 

0099 0100 


12己 















ファームウェア 

ファームウェアとは、機器を制御するために組み込まれたソフトウェアのことで 、 EOS 
D 6 日では、このファームウェアによって撮影、画像処理などび行われます。ファームウェア 
はあらかじめカメラに組み込まれていますび、弊社ホームページなどでノくージョンアップび 
アナウンスされたとさは、お客様自身で更新することびでさます。 

被写界深度 

ピントを合わせた被写体を中むにして前後にもピントび合っている範囲びあります。この範 
囲のことを被写界深度といい、絞り数値を大きくする（絞りを閉じる/ル□径絞り）ほどピ 
ントの合っている範囲び前後に広くなります。これを被写界深度び深くなるといいます。逆 
に絞り数値をルさくする（絞りを開く/大□径絞り）とピントび合う範囲び狭くなります。 
これを被写界深度び浅くなるといいます。 

被写界深度には次のような性質びあります。 

①絞り数値び大さくなるほど被写界深度は深くなる。 

•••絞り込むほど被写界深度は深くなる。 

③同じ絞り数値ならレンズの焦点距離び短いレンズほど被写界深度は深くなる。 

•••望遠レンズよりも広角レンズのほラび被写界深度は深くなる。 

③ 同じ絞り数値なら遠方の被写体にピントを合わせるほど被写界深度は深くなる。 

④ 被写界深度はピントを合わせたところを中/ La にして手前側に浅く奥側に深い。ピントの合 
う範囲は一般的に手前側]に対して奥側び2になる。（下図参照） 


す 

ィ - ピントの合っている範囲 - ► 

1 合焦位置 2 

/ -I — — -— -^ 


< 1 

5 

囑 



絞り数値 F 22 絞り数値 F 2 


露出 

撮影するために撮像素テに光を当てることを露出（または露光）といいます。また、に日感 
度に応じた適切な光を当てることを適正露出といいます。適正露出は、「シャッター」と「絞 
り」の組み合わせで調整します。 
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撮影機能の組み合わせ一覧 


参；自動設定〇:選択可能 


モード 

ダイヤル 

AF 

AF フレーム 選択 

ドライブ 

測光方式 

ONE SHOT 

Al SERVO 

Al FOCUS 

自動 

任意 

1 コマ撮影 

連続撮影 

評価測光 

部分測光 

峽部重舗恍 

□ 



♦ 

参 


♦ 


♦ 



9 

♦ 



♦ 



♦ 

♦ 




♦ 



参 


♦ 


♦ 



化 

♦ 



♦ 


♦ 


♦ 



咬 


参 


参 



♦ 

♦ 



因 

♦ 



♦ 


♦ 


♦ 



P 

o 

o 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Tv 

o 

o 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Av 

o 

o 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

M 

o 

o 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

A-DEP 

参 



参 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


モード 

ダイヤル 

内蔵スト□ボ 

ホワイトバランス 

記録画素/圧縮率 

自動 

手動 

ホ目緩和! 

自動 

手動 

Large d 

Large M 

Middle d 

Middled 

Small d 

Small J 

RAW 

□ 

♦ 


〇 

♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

み 

♦ 


〇 

♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

化 

♦ 


〇 

♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 





♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

因 

♦ 


〇 

♦ 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

P 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Tv 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

Av 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

M 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

A-DEP 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


AF モードとドライブモードの関係 i 


ドライブモード 

ONE SHOT AF 

AI SERVO AF 

AI FOCUS AF 

1 コマ撮影 

ピント合わせび終わるまでは 
撮影でさません。ピントび合 
うと同時にピントを固定しま 
す。評価測光の場合は、露出 
を固定します。（撮影前に露 
出の値を記憶） 

被写体の動さに合わせてピン 
卜合わせを続けます。露出は 
撮影する瞬間に決定されま 
す。 

被写体の状態によって 
ONE SHOT AF から Al 
SERVO AF に自動的に 
切り換わります。 

連続撮景ミ 

上と同じ条件で連続撮影とな 
0 ます。 

(1 秒間に約 3 コマ、最大約 8 
コマまで） 

上と同じ条件で連続撮影とな 
ります。ピント合わせは連続 
撮影中も作動します。 

(1 秒間に約 2 .已コマ、最大約 8 
コマまで） 
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露出警告表示一覽 


撮影 モード 

表示警告例（点滅） 

意味 

備考 

P 

い…// 

三'日 •’ J . 5 - 

被写体び暗すざます。 

1) IS 日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくだ 
さい。 

い、'.// 

-> の日日 が- 

/ / / 1、 ぃ 

被写体び明るすざます。 

1) IS 日感度を下げてください。 

2) 減光用の ND フィルターを 
使用してください。 

Tv 

500 3 ’ た 

露出アンダーになります。 

1) <£ S ^> を回してシャッタ 
一速度を遅くしてください。 

2) IS 日感度を上げてください。 

、 ' 1 

50 -2 た 

露出オーバーになります。 

1) 〈£^〉を回してシャッタ 
一速度を速くしてください。 

2) IS 日感度を下げてください。 

Av 

诗 ；••'/- が 

露出アンダーになります。 

1) を回して絞り数値 
をルさくしてください。 

2) IS 日感度を上げてください。 

ブイ 日日日 \ が 

露出オーバーになります。 

1) を回して絞り数値 
を大きくしてください。 

2) IS 日感度を下げてください。 

A-DEP 

SO ; が 心 

//ぃ、 

希望する被写界深度び得ら 

れません。 

1) 被写体からでをるだけ離れ 
て再度操作してください。 

2) ズームレンズを使用してい 
る場合は、広角側にセット 
して < ださい。 

い' '' / / 

日 •' 15- 

/ ' / 1 ぃ \ 

被写体び暗すざます。 

1) IS 日感度を上げてください。 

2) スト□ボを使用してくださ 
し、撮影結果は 〈 P 〉 によ 
るスト □ ボ撮影と同じです。 

- 日日日 だ - 
/ / 1、 • \ 

被写体び明るすざます。 

1) IS 日感度を下げてください。 

2) 減光用の ND フィルターを 
使用してください。 


警告表示例は、使用するレンズの最ル絞り数値び F 3 .己、最大絞り数値び F 22 のと 
さの表示例です。使用するレンズによって、最小絞り数値、最大絞り数値び異な 
ります。 
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AF フレームの選択と測光ち式の組み合わせによる AE □ックの効果 


(撮影モードび応用撮影ゾーンのとさ) 


\ AF フレームの 選択 
測光方式 \ 

自動選択 AF 

任意選択 AF 

評価測光 

ピントを合わせた AF フレームを中 
/こ\にした露出値で AEO ックする。 

選択されている AF フレームを中/こ\ 
にした露出値で AEn ックする。 

部分測光 

中央の AF フレームを中必にした露出値で AED ックする。 

中央部重点平均測光 


プ□グラム,そ泉図 


< P > プ□グラム AE に設定したとさのプ□グラム 線 図を示します。 



図の横軸はシャッター速度、縦軸は絞り数値を表しています。 

図の左端と上端に目盛られている被写体輝度 （ EV 数値）の変化に対し、プ□グラム AE で自 
動的に決まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせび色の線で示されています。 


例： EF 已日 mm F 1.4 USM のレンズを使用したとき、被写体輝度び EV 1 2の場合は、上端の 
12の点からち下4已°のち向にのばした線とプログラム線図の交点を見るとシャッター速 
度1/3己日、絞り数値 F 3 .己び自動的に設定されることびわかります。 

左上の斜めに弓め^れた矢印び示す範囲は、に0感度に対する測光輝度範囲です。 
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EIIJ 


ram シャッター速度と絞り数値の設定を]/3段ステップに変更することびでさます。 
(C.Fn-4 一 ] 18) 
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シャッター速度と絞り数値の表示 

シャッター速度の表示 

シャッター速度は1/2段ステップで変わります。しぶ己 Q からりまでは分数の分母を表してい 
ます。例えばにろは1/12己秒を表しています。また日ぃ3は日.3秒、15ぃは1己秒を表してい 
ます。 

絞り数値の表示 

絞り数値は]/2段ステップで変わります。数字び大さくなるほどレンズの絞り径は小さくな 
ります。表示される絞り数値の範囲はレンズによって異なります。 

1 / 2 段ステップ r 1 / 3 段ステップ 

シャッター速度 1 絞り数値 シャッター速度 T 絞り数値 


日 0 J 弓弓コ J ro 〔〕 rn < JM, Mr コし - 

コ」コ，ニピコ」 「 n 「コ Hr 〕 | 弓广コ白〔 1 呂〔コ 


〔〕 f コ」 Hr 广〔二 M_M 二 M 〕 コ，二 In 呂コ」 U , 二 M 〕 广コ〔〕广〇 nil <• 〔〕〔〕〔〕 <• コ，| Hr LQ no 
<，■も—■もコ」コ j コ」コ」「ユコ —j Mr - M 飞广ュ rri rd 〔 L 狂 nri ! <1 ! <1 ! ,1 


nu no ro 5 u» 3 u» 5 ro no rn s 广 n re M M M M M H M H M M 
<1 H M M M H M M H M H M Mr rn s 〔 0 〔〕「コ rn 〔〕弓 nu 
〔〕〔〕〔〕〔〕〔〕- Rj コ 」 rn - n し nj 3 


n»- n- Tu 

nu nu nu nu nu 5 nu nu nu nu nu nu nu nu nu 5 nu nu nu nu nu nu 5 nu 5 rn 

己 「 r 二 s 二 H 〕 UM 二 ， rl 己〔〕 Mr 〔〕〔〕コ • 二 J,_ 〔〕 LQ 「 u 〔〕呂 6 rn Mr 「 n「u nj - 

Mr rr;Ja! 呂 u 〕 5 Hr rr- n 」 n し - 


弓 


〔〕コ j り呂〔〕 u •二 He 二」•二 H 〕 u •二 JM 二 H , 〔〕 5 <• コ•二 b 〔ココ 」 〔•「u s 弓 Hr Hr ro 
<,■ コ」コ」コ j 「ュ Mr - 4 广ュ rd 好〔ュ-コ」 Oj rn r コ Mr 5白 n — 


•「つ Hr s 呂〔〕弓〔〕己 

コし - コ し rn 


己5己〔〕弓 〔〕 S U 〕 H 「「コ弓〔• 广コ 

rQ Hr「n コし- M M M M M 

〔〕〔〕〔〕<1 <, 





















メッセージー覧 

液晶モニターに表示されるメッセージにはじ(下のちのびあります。 


処理中… 

カメラびデータを処理しています。 

撮影した画像を CF カードに記録しています。 

記録画像を読み込んでいます。 

CF カードびありません。 

CF カードびカメラにセットされていないとさに、撮影や再生をしよう 
としました。 

CF カードび異常です。 

CF カードに異常びあります。 

CF カードびいっぱいです。 

これ iU 上プ U ント指定を保をでさません。 

ファイル名び作成 
でさません。 

カメラび作成しようとするファイル名と同じ名前のファイルび存在す 
る、をしくは、すでにファイル番号び最大値になってしまったために、 
ファイル名を作成でさません。必要な画像をコンピューターに取り込ん 
だ後、コンピューターで CF カードを初期化してください。なお、初期 
化すると、 CF カード内の画像およびデータはすべて消去されます。 

画像びありません。 

CF カードに画像び記録されていません。 

画像び大さずぎまず。 

32日日 X 24日日画素より大さなサイズの画像を再生しようとしました。 

互換性のない JPEG でず。 

互換性のなし VJPEG フオーマットの画像を再生しようとしました。 

データび壊れていまず。 

データび破壊されている画像を再生しようとしました。 

回転でさない画像でず。 

別のカメラちしくは異なるフオーマットで撮影した画像、または、いった 
んコンピューターに取り込んで加工した画像を回転させようとしました。 

認識できない画像でず。 

特殊なフオーマット（他社のカメラ特有の記録フオーマットなど）で撮 
影した画像を再生しようとしました。 

プ□テクトされていまず。 

プ□テクトされている画像を削除しようとしました。 

指定びをすぎまず。 

プ U ント指定び多すざます。これしソ上指定でさません。 

指定完了できませんでした。 

プ IJ ント指定の画像指定を保存でさませんでした。 

CCDRAW 

他機種で撮影された CCDRAW の画像を再生しようとしました。 


エラーコード表示 

カメラに異常び発生すると、表示パネルに 「Err XX 」び表示されます。エラーコードに応 
じて、下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードび表示されるとさは、故障ですので「 XX 」の数値を控えて最寄りのキ 
ヤノンサービスセンター（別紙）にお持ちください。 

また、撮影直後にこのエラーコードび表示されたとさは、撮影されていない場合びあります 
ので、再生ボタンを押して画像の確認をしてください。 


Err 

0 I 

レンズの接点を清掃してください。（一 7) 

Err 

が 

CF カードに問題びあります。次のいずれかの対応を行ってください。 

CF カードの抜さ差しを行う。 CF カードをフォーマットする。別の CF カードに交換する。 

Err 

刖 

CF カードの容量びいっぱいです。不要な画像を消去するか、十分な空さ容量のある 
CF カードに交換してください。 

Err 

己弓 

内蔵スト□ボの自動ポップアップを阻害しました。 

メインスイッチ 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉 を行ってください。 

Err 

s 弓' 

次のいずれかの対応を行ってください。 

メインスイッチ 〈 OFF 〉 一 〈 ON 〉。 バッテ IJ - パックの抜き差し。 
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r 故障かな？」とお考えになる前に 

「カメラが故障したのかな？」と考える前に、この表を参考にしてカメラをチェックしてください。 

電源 


バッテ IJ ーパック 
び充電でさない 

専用のバッテ IJ ーパックを使用していますか？ 

. バッテ1」ーパック巨 P - 已]]を使用してください。（一 3) 

パワーアダプターに正しくセットしましたか？ 

唯バッ テ U - パックを正しくセットしてください。卜 18) 

コンパクトパワーアダプターに DC カプラーび接続されていません 
かっ 

コンパクトパワーアダプターから DC カプラーのプラグを抜いてく 
ださい。（一 19) 

メインスイッチを 
〈 ON 〉 にしてち力 
メラび作動しない 

バッテ U —パックび消耗していませんか？ 

バッテリーパックを充電してください。卜 18) 

バッテ IJ ーノ くックを正しく入れましたか？ 

バッテ U —ノ くックを正しく入れてください。卜2日） 

バッテ U —室ふたび開いていませんか？ 

バッテ U -室ふたをしっかりと閉じてください。卜2日） 

CF カードス□ットカバーび開いていませんか？ 

CF カード取り出しボタンび飛び出すまでしっかりと差し込み、 CF 
カードス□ットカバーをしっかりと閉じてください。（一 24) 

メインスイッチを 
〈 OFF 〉 にしてもア 
クセスランプび点 
滅する 

撮影後、すぐにメインスイッチを 〈 OFF 〉 にしても、 CF 力ードへの 
画像記録を行なうため、数秒間はアクセスランプび点滅します。 

CF カードへの画像書さ込みび終了すれば、アクセスランプは消え、 
自動的に電源び切れます。 

バッテ IJ 一の消耗 
び早い 

バッテリーパックび十分に充電されていますか？ 

十分に充電してください。（一 18) 

バッテ U —パックの寿命ではありませんか？ 

新しいバッテ U - パックをお買い巧めください。（一1 34) 

電源び勝手に切れる 

オートノ くワーオフ機能び働いていませんか？ 

もう一度メインスイッチを〈01\1〉にするか、才ートパワーオフ機 
能を[切]にしてください。（一]] 6) 

表 TJX パネルに 
〈亡つ〉のみび点 
滅している 

) ノ..テ リーパックの容量び極端に少なくなっています。 

バッテ U —パックを充電してください。（一 18) 

なんらかの理由でカメラび誤動作していると考えられます。 

シャッターボタンを半巧しして、カメラび撮影準備状態に戻れば、 
正常に撮影でさます。 (-25) 

* 〈亡こ!〉の表示びそのままの場合はカメラの故障です。カメラを最 
寄りのキヤノンサービスセンターにお持ちください。（一別紙） 
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履影 


撮影-記録びでさ 
ない 

CF カードび正しくセットされていますか？ 

. CF 力ードを正しく入れてください。卜 24) 

CF カードびいっぱいになっていませんか？ 

, 新しい CF カードに入れ換えるか、不要な画像を消去してください。 
(一24、37、 98) 

バンテ IJ ーパックび消耗していませんか？ 

啤バッ テ U —パックを充電してください。（一 18) 

ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マークび点滅して 
いませんか？） 

ちう一度シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせなおして 
ください。それでもピントび合わないとさは、手動でピントを合 
わせてください。（一2已、已 3) 

液晶モニターの表 
示-画像び不鮮明 
になる 

ゴミやほこりびついていませんか？ 

: 眼鏡ふさややわらかい布などでふいてください。 

液晶び消耗していませんかっ 

お買い上げの販売店またはキヤノンサービスセンターにご相談くだ 
さい。 (-6. 別紙） 

画像びボケて写つ 
ている 

レンズのフオーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 （または 〈 M 〉） になっ 
ていませんかつ 

. レンズのフオーカスモードスイッチを < AF > にしてください。（一 23) 

シャッターボタンを巧すとさに手ブレを起こしていませんか？ 

. 手ブレを起こさないようにシャッターボタンを静かに巧してくださ 
し、（一2己、 30) 

CF カードび使えな 
い 

CF カードのデータび壊れていませんか？ 

CF カードを初期化してください。（一 99) 

指定された CF 力ードを使用してください。（一2、13己） 

表 7 J \ パネルに 
「[ b [」 び表示さ 
れる 

曰付/時計機能用電池び消耗していませんか？ 

‘ 新しい日付/時計機能用電池に交換してください。卜 109) 


撮影画像の確認-操作 


画像を消去でさな 
い 

画像にプ□テクトをかけていませんか？ 

プ□テクトを解除してください。（一 97) 

撮影年月日.時刻び 
正し<表示されない 

日付-時刻び正しく設定されていますか？ 

' 日付•時刻を正しく設定してください。卜1日 7) 

テレビに画像び出な 
い 

ビデオケーブルのプラグを根元まで差し込んでいますか？ 

. ビデオケーブルのプラグを、根元までしっかりと差し込んでくださ 
い。（一 106) 

テレビち式 ( NTSC / PAL ) び正しく設定されていますか？ 

唯 接続する機器と同じテレビち式に設定ください。卜1日 6) 
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主なアクセサリー（別売) 



バッテリーパック巨 P - 日11 

EOS D 6 日の強力な U チウムイオンニ次電池パックです。電 
源の定格は 7.4 V 。 充電は、コンパクトパワーアダプター CA - 
PS 4 日日で行し、フル充電で約49日コマ（常温•スト□ボ 
己日％使用）の撮影びでさます。なお、充電所要時間は約9日 
分です。 



バッテリーグリップ BG - ED 3 

バッテ U - ノ（ック目 P - 已11を2本取り付け可能なバッテ U - 
グ U ップで、縦位置用シャッターボタン、電子ダイヤル 、 AE 
□ック / FE □ックボタン、 AF フレーム選択ボタンび装備さ 
れています。 （ DC カプラーを使用可能） 



視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせでさらに調整範囲び広 
びるアイカップ付き視度補正レンズ E び]日種類 (-4 dpt 
〜 + 3 clpt ) 用意されています。 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセサ U —シューに取り付けて使用する、ク U ップオンタ 
イプスト□ボとして、 EX シ U —ズスピードライトびあります。 
通常の AE 撮影と同じ操作感覚で、 E - TTL 自動調光、八イスピ 
ードシンク □ ( FP 発光)、 FE □ック撮影などのスト□ボ撮影 
を行うことびできます。なお、已已日 EX では、簡単な操作で、 
E - TTL 自動調光対応のワイヤレス多な撮影びでさます。 



マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シ U —ズマク□スト□ボびあ 
ります。 

片側発光から、光量比制御まで、高度なライティングを E - 
TTL 自動調光で簡単に行ラことびでさます。また、八イスピ 
-ドシンク □ ( FP 発光）、 FE □ック撮影のほか、已已日 EX 、 
42日 EX をスレーブにしたワイヤレス増灯機能など、多様なマ 
ク□スト□ボ撮影に対応しています。 
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タイマー IJ モー トコント □ー ラー 

TC -80 N 3 

①セルフタイマー②インターバルタイマー③長時間露光夕 
イマー④撮影回数設定機能を内蔵した、コード長8日 cm の U 
モートスイッチです。時間は、 ] 秒から99時間己9分己9秒ま 
で1秒単位で設定でさます。ワンタッチ□ック式接続プラグ 
を EOS D 目日の U モコン端子に接続して使用します。 



リモートスイッチ RS -80 N 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光（バルブ）撮影などに 
おけるカメラブレ防止に有効な U モートスイッチです。コー 
ド長は8日 cm 。 スイッチはシャッターボタン半押し、全巧し 
と同じ機能、およびレ U —ズ□ック機能を備えています。ワ 
ンタッチ□ック式接続プラグを EOS D 目日の U モコン端子に 
接続して使用します。 



CF 力ード 

撮影した画像を記録するためのメモリーカードです。 

CF カードは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめしま 
す。 



13己 
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レンズマウント 


スト□ボ内蔵、デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 
CF 力ード （ Type し n 準拠） 

22.7 X ] 己.1 mm 
キヤノン EF レンズ群 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約].6倍に相当） 
キヤノン EF マウント 


■撮像素子 

形式 . 高感度.高解像度大型単板 CMOS センヴー 

画素数 . カメラ部有効画素：約63日万画素 

をを II 素：約6己2万画素 （3] 己 2 X 2068) 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフィルターち式……原色フィルター 

□ーパスフィルター . 撮像素テ前面に配置、取り外し不可 

■記録お式 

記録フォーマツト形式…… DCF ( sRGB 準拠） 

記録画像形式 . JPEG . RAW (12 bit ) 

ファイルサイズ .（ l ) La 「 呂目/円 ne :約2.己 MB (3 日 72 x 2 日48画素) 


(2) Lar 呂 e/Normal :約 1.3 M 巨 （3 日 72 x 2 日48画素） 

(3) Micldle/Fine :約] .4 M 巨 (2048 x 1 36日画素） 

(4) Middle/Normal :約日. 7 M 巨 （2 日48 x ] 36日画素) 
(已) Small/Fine :約日. 9 M 目り已 36 x ] 日24画素） 

(6) Small/Normal :約日.己 MB (1536 x 1 日24画素） 

(7) RAW :約 7.4 M 巨 （3072 X 2048 画素） 

* 撮影条件、に〇感度により異なる 


ファイル番号 .（1) 通し番号 （2) オート U セット 

現像パラメーター . 標準のほか、任意設定した現像パラメーターを3種類登録可能 

インターフエース . USB Ver .1.1 (専用ケーブル使用） 

■ホワイトバランス 

方式 . 撮像素テによる 

種類 .（1) オート （2) 太陽光 （3) くもり （4) 電球但)堂光灯 （6) スト□ボ 

(7) マニュアル 

■ファイン ター 

方式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとも9已 Q/o (対有効画素.視野率） 

倍率 . 日.88倍（己日 mm レンズ. 〇〇 . -1 dpt ) 

アイポイント .20 mm 

視度調整範囲 .一3 〜+]dpt 

フオーカシングスクリーン…固定式、全面ニューレーヴーマットスク U —ン 

ミラー . クイック U 夕ーン式全面八ーフミラー 

(透過：反射=4日： 6日、ミラー切れ： 600 mm F 4 までなし） 


ム■■く 

梯 

地す 

献醒 


ズ 


サズ 
体面ン 
媒画レ 
式録像用 
型記撮使 
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ファインダー情報 . AF 情報： AF フレーム、合焦マーク 

露出情報：シャッター速度、絞り数値、マニュアル露出、 

AE □ック、部分測光範囲、露出レベル、露出補正量、 
A 距レベル 

スト□ボ情報：充電完了、八イスピードシンク□、 FE □ック、 

調光補正量、調光補正表示、赤目緩和ランプ点好 
表示 

警告表示：露出警告、 FE □ック連動範囲外警告、 CF フル警告、 
CF エラー警告、 CF 未装慎警告、データ処理中 
その他：連続撮影時の最大撮影可能コマ数、撮影可能コマ残数 


被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

■オートフォーカス 

方式 . マルチ巨 ASIS による TTL - CT - S 旧ち式 

( TTL 二次結像位相差検出ち式） 

測距点 . 3点 ( I + I ) 

測距輝度範囲 . EV 日.己〜] 8偶温-に日]日日相当） 

フォーカスモード . (DONE SHOT AF (2 )AI SERVO AF (3 )AI FOCUS AF (4) 手 

動 （ MF ) 

AF フレーム選択 .（1) 自動選択 （2) 任意選択 

AF フレーム選択表术 . フアインダー内スーパーインポーズと表术ノ くネルによる 

AF 補助光 . ランプ照射式、自動投光 

有効距離：約 3.8 m (中央部） 

■露出制御 

測光ち式 . 3已分割 SPC 使用 TTL 開放測光 

(1) 評価測光（全ての AF フレームに連動） 

(2) 部分測光（中央部-ファインダー画面の約9.已％) 

(3) 中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 2 〜2日（常温.日日 mm F ] .4 使用.に日]日日相当） 

露出制御ち式 .（1) プ□グラム AE (全自動.ポートレート.風景.ク□-ズアッ 

プ-スポーツ-夜景ポートレート-プ□グラム） （2) シャッター 
優先 AE (3) 絞り優先 AE (4) 自動深度優先 AE (日)マニュアル露出 
(6) E - TTL プ□グラムスト□ボ AE 7 

に日感度 . 100, 2日日，4日日，8日日，]日日日相当 資 

露出補正 . AEB :1/2,1/3段ステップ±2段 得 

標準露出^マイナス補正^プラス補正の順で撮影 
手動：1/2,1/3段ステップ±2段 （ AEB 併用巧能） 

AE □ック . 自動：日 NE SHOT AF -評価測光時、合焦と同時に AE □ック 

手動： AE □ックボタン押しによる 

■シャッター 

形式 . 電子制御式フォーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/4日日日〜3日秒（1/2,1/3段ステップ)、 bulb 、 X = 1/200 

レ U —ズ方式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー .] 日秒後撮影 

U モコン . U モートスイッチ RS -8 日 N 3対応 
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■内蔵スト□ボ 

形式 . U トラクタブル式、 E - TTL 自動調光才ートポップアップスト□ボ 

ガイドナンパ'- . 12 ( ISO 1日日相当 • m ) 

充電時間 . 約3秒 

充電完了表示 . ファインダー内スト□ボ充電完了マーク点打 

照射角 . レンズ表記焦点距離] 8 mm 相当の画角に対応 

調光ち式 . E - TTL 自動調光（全ての AF フレームに連動） 

スト□ボ調光補正 . 1/2,1/3段ステップ±2段 

■外部スト□ボ 

対応スト□ボ . スピードライト EX シ U - ズ対応 （ E - TTL 自動調光） 

シンク□端テ . あり 

■ドライブ関係 

ドライブモード .（1)1 コマ撮影 （2) 連続撮影 （3) セルフタイマー 

連続撮影速度 . 最高約3コマ/砂 (ONE SHOT AF - ] /2己日！;(上） 

連続撮影時 0) 最大撮調能コマ数…8コマ 

■表示パネル 

表示パネル照明 . あり 


■液晶モニター 

形式 . 

画面サイズ . 

画素数 . 

視野率 . 

輝度調整 . 


■再生機能 

画像表示形式 .（1)1 コマ （2)1 コマ ( info .) (3)9 コマインデックス （4) 拡大 

(已)オートプレイ 

八イライト表示 . 画像表示形式(1)， （2) のとさ、画像情報のない白域部分を点滅表示 

■記録画像のプ□テクト/消去 

プ□テクト .] コマ単位でプ□テクト.解除 

消去 . 1コマ/カード内全画像の単位で消去（プ□テクト画像を除く） 

■メニュー機能 

メニュー内容 .（1) 撮影系：ホ （2) 再生系：青 （3) セットアップ系：黄 

表示言語 .（1) 日本語 （2) 英語 （3) フランス語 （4) ドイツ語 

カスタム機能 . 14種38項目 


■電源 

使用電池 . 

撮影可能コマ数 


スト□ボ撮影なし 

62日つマ 

48日コマ 

日日 Q / o スト□ボ使用 

49日コマ 

4日日コマ 


ノ（ッテ|」ーパック BP - 已11、 ] 個使用 

* DC カプラー併用により、 AC 駆動可能 

^ 


TFT 式 カラー 液晶 モニター 
’].8型 

約]].4万画素 

約1日日％ (対有効画素-視野率) 
2段階（標準/明るく） 
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* フル充電のバッテ U —パック BP - 已1 ] 使用時 


































バッテ ij ーチェック . 自動、3段階残量表示 

節電機能 . あり、設定時間（1/2/4/8/]已/3日分）経過で電源 OFF 

曰付/時計機能用電池…… CR 2 日2日 U チウム電池 ] 個 


バッテ IJ ーチェック . 自動、3段階残量表示 

節電機能 . あり、設定時間（1/2/4/8/]已/3日分）経過で電源 OFF 

曰付/時計機能用電池…… CR 2 日2日 U チウム電池 ] 個 

■大ささ-質量 

大きさ . 149.己（幅） XI 06.5 (高さ） X 7 已（奥行） mm 

質量 . 78日呂（電池. CF 力ード別） 

■動作環境 

使用可能温度 . 日で〜+4ぴ C 

使用可能湿度 . 8日％！;(下 


■コンパクト パワーアダプター CA - PS 400 

対応バッテ U -. バッテリーパック目 P - 己]] 

対応カプラー . DC カプラー DR -400 

バッテ U —取り付け部……2箇所 （ DC カプラー取り付け時は充電不可） 

電源コード長 . 約 1.8 m 

充電時間 . 約9日分 （1 個あたり） 

定格入力 . AC ] 日日〜24日 V (己日/6日 Hz ) 

定格出力 . バッテ U - 充電時： DC 8.4 V 

カプラー接続時： DC 8.1 V 

使用可能温度 . 日で〜+4ぴ C 

使用可能湿度 . 8己 Q / olU 下 

大きさ .] 日日（幅） X 己](高さ） XI 33 (奥行） mm 

質量 . 28己呂（電源コードなし） 

■DC カプラー DR -400 

対応アダプター . コンパクトパワーアダプター CA - PS 400 

対応カメラ . EOS D 6 日 、 EOS D 30 

定格入力 . DC 6.3~10.5 V 

定格出力 . DC 6.3~10.5 V 

コード長 . 約 1.8 m 7 

使用可能温度 . 日で〜+4ぴ C 咨 

使用可能湿度 . 8 己 o/olU 下 料 

大きさ .38.4 (幅） X 21 (高さ）已己3 (奥行） mm 

質量 . 11日呂 


•記載 データは全て当社試験基準によります。 

• 製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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撮影機能の組み合わせ一覧 

撮影コマ数 . 

撮影モード . 

撮像素テ . 

サブ電子ダイヤル . 

システムマップ . 

視度調整 . 

視度補正レンズ . 

絞り数値 . 

シャッター速度 . 

シャッターボタン . 

手動ピント合わせ . 

仕様 . 

消 S. 

情報表示 . 

初期化 . 

シンク□端子 . 


カスタム機能 . 

画像の確認 . 

1コマ表示 . 

インデックス表示 
オートプレイ…••… 

回転 . 

拡大 . 

自動再生 . 

ジャンプ . 

消去 . 

プ□テクト . 

構えち . 

簡単撮影ゾーン…… 

記録画素 . 

記録コマ数 . 

ク□ーズアップ…••… 

現像パラメーター… 

口、焦マーソ . 

コンパクトパワーアダプター 


1コマ撮影 . 

A-DEP. 

AE. 

AEB. 

AE □ック . 

AF. 

AF フレーム . 

AF 補助光 . 

A 巧ード . 

AI FOCUS AF〜- 
Al SERVO AF〜- 

Av. 

CF 力ード . 

初期化 . 

CHARGE ランプ 

CMOS. 

DCF 規格 . 

DC カプラー . 

DPOF. 

E-TTL 自動調光… 

FEB. 

FE □ック . 

FP 発光 . 

Info. 

IS 日感度 . 

JPEG. 

Manual. 

MF. 

NTSC. 

ONE SHOT AF- 

PAL. 

PC カードアダプター 

RAW. 

Tv. 

VCCI. 


インデックスプ U ント . 1 日 3 

液晶モニターの明るさ .]] 目 

エラーコード表示 . 13 ] 

才ートパワーオフ . 2 己、 116 

才_卜|」セット .] ]〇 

応用撮影ゾーン . 14、43 




アイ ピースカバー . 17、7 目 

赤目緩和機能 . 83 

赤目現象 . 12己 

アクセサリー . 134 

圧縮率 . 44 

イメージゾーン . 14 

色温度 . 已 9 

インターフェースケーブル . 3 


索引^^ ■- 


英数字 



71417604已已已3884已0 
2 ajll 23。322 CV ち39929 


2 


6 ' 


7己、 
3 3 9 
, 9 


8222已63已38701440638 
1999999999933444411 


7' ^ 




4 


7 0 4 2 9 4 
5 7 2 7 2 2 


註 


138006已已81424689844483797 5 442 
已34已已6321122288889226已141326 I 

■ • • . . . _- _- _- _- _- • . _- _- . _- . _- _- _- 

. 、.- . . 

已 


、、5 、 
4 9 12 
2 9,— 


、〇 
0 8 
〇 、 
19 




4 、、 
已4 4 
. I 4 


3 、 
2 6 
I 〇 
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索引 


況用スト□ボ . 

被写界深度 . 

曰付-時刻の設定 . 

曰付/時計機能用電池の交換 
ビデオ出力 
評価測光 ..... 

表示言語… 

表示パネル 


マク□スト□ボ . 

マニュアルホワイトバランス -1 

ミラーアップ . 

メインスイッチ . 

メイン電子ダイヤル . 

メッセージー覧 . 

メニュー機能 . 

モードダイヤル . 

モデ U ング発光 . 

夜景ポートレート . 

U モートスイッチ . 

レンズ . 

連続撮影 . 

SHb. 

露出警告表示一覧 . 

露出補正 . 

ワイヤレス多灯 

- E - TTL 自動調光撮影 ........ 


表示パネル照明 ........ 

ファイル番号 . 

ファインダー . 

風巧 . 

フォーカス□ック .... 

部分測光 . 

プ IJ ント指定 . 

1つ7 . 

全画像 . 

日付プ U ント指定 
ファイル番号のプ U ント指定 

プ U ントタイプ指定 . 

プ□グラム AE . 

プ□グラムシフト . 

プ□グラム線図 . 

プ□テクト . 

tK — トレート . 

ホワイトバランス . 


タイマー機能 . 16 

タイマ ー U モートコント□ーラー . 13己 

中央部重点平均測光 . 已6 

調光補正 . 8日、89 

長時間露光 . 77 

電子音 . 1 ] 4 

同捆加 . 〇 

同調シャッター速度 . 81、9日 

通し番号 .] 1日 

ドライブモード . 己7 

取り扱い上のご注意 . 6 

内蔵スト□ボ撮影 . 80 

赤目緩和機能 . 83 

スト□ボ同調シャッター速度と絞り数値••…81 
スト□ボの届く距離 . 81 

八イスピードシンク □. 88 

バッテ U —チェック . 16 

バッテ U - パック . 18、134 

バルブ . 77 

半抽 I .OR 


スタンダード…•… 

ストラップ . 

スト□ボ . 

スト□ボ調光補正 

スポーツ . 

設定内容表示 ....... 

接点 . 

セルフタイマー… 

全押し . 

全自動 . 

測光モード . 



〕06797672 
J 9200 ■ —己'— . — 

6 ' 


が 




資料 


408 5 61449 
3 CP 1223 TT 8 


6 ' 6 







1已39260124已3239789 
6213已已00000066293已 

. 8 

〇 -- ------------- 已 


3 7 9 9 


〇 


T 7 8 4已 

3' 5' 

3 8 


4 7已已2已 


7 2 3 5 
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Cation 

キヤノン株式会社 

キヤノン販売株式会社カメラ販売事業部 

干108-8011東京都港区三田 3-12-1 己（東急三田ビル） http :// canon . jp / 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱いち法、修理サービスのご相談は、機種名をご確認のうえ、お買い上げの販売 
店または、別紙のサービス窓口にご相談ください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお客様にてご 
負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、日本国内におい 
て、製造打ち切り後7年間を目安に保有しています。したびって期間中は原則として修理 
をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっては、期間中でち修理び困難な場合 
と期間後でも修理び可能な場合びありますので、その判定につさましてはお買い上げ店ま 
たは、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理箇所を明確 
にご指示のうえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンデジタルカメラホームページのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご利用のかた 
は、お気軽にお立ち寄りください。 


キヤノン株式会社/キヤノン販売株式会社 
http://www.canon.co.jp/lma 旨 in 旨 / 
http://www.canon-sales.co.jp/camera/eosd/index-j.html 


この使用説明書は、2日日2年1月に作成したをのです。それ！;(降に発売された製品との組 
み合わせにつさましては、別紙のサービス窓□にお問い合わせください。 


CTI -5136-001 


◎ CANON INC. 2002 


PRINTED IN JAPAN 






